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１．調査日程表 

２．プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 

 ２－１ PDM０：実施協議時（2003 年 11 月） 

 ２－２ PDM１：カウンターパートとの協議（2004 年 5 月）

 ２－３ PDM２：中間評価時（2005 年 8 月） 

 ２－４ PDM３：終了時評価時（2006 年 8 月） 

３．評価グリッド 
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５．質問票（プロジェクトスタッフ） 

６．質問票（グループのエンパワメント調査） 

７．投入実績一覧 

８．実施体制図 

９．研修一覧表 

10．市場分析と流通経路 

11．ガイドライン・マニュアルの翻訳 

12．ガイドライン・マニュアルに対する評価結果一覧 

13．エンパワメント指標調査質問票 

14．ミニッツ及び合同評価報告書 



 



月日 曜日 時間 団長/総括 副団長／地方行政 協力企画 評価分析 エンパワーメント調査

1 2009/3/29 日

AM

PM

AM

PM

4 2009/4/1 水 終日 ■.1関係機関からの聞き取り調査■.1
（SETCO、女性庁、貧困削減諮問審議
会等）■■■■■■■■■■■■■1

プロジェクト関係者からの聞き取り調
査・データ確認作業

5 2009/4/2 木 終日

関係機関からの聞き取り調査
（PRAF/INFOP）

TGU→コパン県サイト
移動日：TGU→コパン・ルイナス

6 2009/4/3 金 終日
関係機関からの聞き取り調査
（PRAF/INFOP）

女性グループへの聞き取り調査
No.1 Mujeres Tra. (4)
No.2 Gruteca (4)

7 2009/4/4 土 終日
プロジェクト成果品の確認

女性グループへの聞き取り調査
Ebenecer
No.７ Fe y Esp. (5)

8 2009/4/5 日 終日 資料の整理・分析 データ整理・分析

9 2009/4/6 月 終日
MEM反響団体への訪問

女性グループへの聞き取り調査
No.3 Jardín de Mujeres (7)

10 2009/4/7 火 終日
TGU→ヨロ県調整官事務所訪問、スラ
コサイト聞き取り調査→TGU

女性グループへの聞き取り調査
No.6 El Rubí (9)

AM 女性グループへの聞き取り調査
No.7 Fé y Esperanza (5)

PM コパン県サイト→SRC

12 2009/4/9 木 終日 資料の整理・分析 データ整理・分析
13 2009/4/10 金 終日 資料の整理・分析 データ整理・分析
14 2009/4/11 土 終日 資料の整理・分析 データ整理・分析
15 2009/4/12 日 終日 資料の整理・分析 データ整理・分析

AM TGU→SPS SRC→レンピーラ県

PM
INFOP西部校への聞き取り調査

女性グループへの聞き取り調査
No.10 TEJPA (5)

AM
ヒューストン→SPS(CO 762 10:57)→CR 14:30-17:30 SPS→CR

PM
AM

PM

19 2009/4/16 木

女性グループへの聞き取り調査
No.13 Pro-desarrollo (9)

20 2009/4/17 金

9:00-13:00 No.12 Superación Femenina
15:30-17:30 No.17

9:00-10:00 World Vision（グラシア
ス市）
13:00-15:00 ラ・カンパ市役所
15:30-17:30 No.17
19:00- レンピーラ県プロジェクト付
プロモータへの聞き取り調査

女性グループへの聞き取り調査
No.12 Superación Femenina (6)

21 2009/4/18 土

 6:30 出発
 8:00-11:30 No.9
12:00-13:00 昼食（グラシアス）
13:00-18:00　グラシアス-TGU

 6:30 出発
 8:00-11:30 No.9
12:00-13:00 昼食（グラシアス）
13:00-18:00　グラシアス-TGU

データ整理・分析
13:00-18:00 グラシアス-TGU

22 2009/4/19 日 終日

23 2009/4/20 月 終日 成田→メキシコ

24 2009/4/21 火 AM メキシコ→テグシガルパ(TA707 19:15)

9:00

11:00

PM

AM

PM
AM ヒューストン→テグシガルバ

(CO756 11:09)
13:00

15:00

ＡＭ

PM

AM

PM
ミニッツ案の修正

テグシガルパ(TA 375 17:30)→ロサンゼ
ルス

AM
MEM反響団体表敬（国連ボランティ
ア、アメリカ合衆国平和部隊、
UNIFEM他、ガイドライン受渡し）

MEM反響団体表敬（国連ボランティア、ア
メリカ合衆国平和部隊、UNIFEM他、ガイド
ライン受渡し）

PM 大使館報告 大使館報告
AM  8:30-10:00 ミニッツ署名
PM

12:10 テグシガルパ　→　LA 12:10 テグシガルパ　→　LA

32 2009/4/29 水 LA→ LA→
33 2009/4/30 木 AM

成田 成田

TGU テグシガルパ
SRC サンタロサデコパン（コパン県でコパン県プロジェクトサイトとレンピーラ県プロジェクトサイトのおおよそ中間点にある街。MeMプロジェクト前事務所、またFOCALプロジェクト事務所等が位置する。）
CR コパンルイナス（コパン県プロジェクトサイトのおおよそ中心地）
SPS サンペドロスーラ（コルテス県コパン県からTGU・スラコに抜ける際に通過。レンピーラ→テグシの移動の際は通過しない。）

スラコ（延長期間中にPRAFが独自で女性グループを支援した、レンピーラでもコパン県でもない地区。ヨロ県。）

27

合同評価報告書の修正

JICA事務所訪問・打合せ（ミニッツ案報告・今後の方針等）、夕食会

土2009/4/25

2009/4/24 金
合同評価報告書の修正

団内打合せ(副団長より団長への引き継ぎ）（必要があれば事務所担当者も対応）

合同評価委員会協議：評価結果の共有（ガイドライン受渡し）

29 2009/4/26 日 ミニッツ案の修正

成田

テグシガルパ (CO755 12:00)→ヒューストン　

ヒューストン→

 8:30-10:00 ミニッツ署名31 2009/4/28 火

ロサンゼルス→

30 2009/4/27 月

合同評価報告書の修正

ミニッツ案の修正

18

ミニッツ案（日）・評価レポート（日）の作成

ミニッツ案・評価レポート案翻訳（日→西)

関係諸機関表敬（SETCO、PRAF、INFOP） 合同評価委員会プレゼンテーション準備

25 2009/4/22 水

ミニッツ案（日）・評価レポート（日）の作成

女性グループへの聞き取り調査
No.12 Superecaión Fem. (6)

26 2009/4/23 木
成田→ヒューストン

合同評価委員会技術協議
（議長、副団長　終了後、各団体内容を持ち帰り、機関内承認作業）

2009/4/15 水  10:00-12:00 CR市役所

 8:30-10:00 (CCERPと）ASOMYPEとの面談
10:00-12:00 PRAF実施研修会参加プロモータからの聞き取り
14:00-16:00 イギート連合会訪問
SRC→レンピーラ県

13:30-16:00 カリサロン村No. ６
CR→SRC

2009/4/14 火
女性グループへの聞き取り調査
No.9 Nueva Visión (16)

水

成田→ヒューストン

JICA事務所担当所員との打合せ

月

FOCAL専門家聞き取り調査

11

16 2009/4/13

2009/4/8

2 2009/3/30 月

3 2009/3/31 火

28

成田

成田→ヒューストン

ヒューストン→テグシガルパ (CO756 11:09)

JICA事務所訪問・JICA事務所担当所員との打合せ

PRAF及びINFOP訪問

合同評価委員会の開設と委員への説明

団内打合せ

JICA事務所訪問・JICA担当者を交えた団内打合せ

17
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PD
M 0
：
 
実
施
協
議
時
（
２
０
０
３
年
１
１
月
）
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
: 

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
地
方
女
性
の
た
め
の
小
規
模
起
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
 

期
間
:2
00
3
年

11
月
～
20
06

年
10

月
  

実
施
地
域
: 
コ
パ
ン
県
、
レ
ン
ピ
ー
ラ
県
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
モ
ラ
サ
ン
県
、
バ
ジ
ェ
県
 

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
: 
貧
困
地
域
に
居
住
す
る
女
性
 
 
 

 

 
  
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
作
成
日
: 
20
03
/0
5/
29
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約
 

指
標
 

入
手
手
段
 

外
部
条
件
 

上
位
目
標
 

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
と
な
っ
た
貧
困
女
性
の
生
活
が
向
上
す
る
。
 

２
．
他
地
域
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
や
成
果
を
活
用
し
て
貧
困
女
性
の
起
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
 

  

１
．（

１
）
貧
困
女
性
の
収
入
の
向
上
 

（
２
）
将
来
の
希
望
や
夢
（
目
標
）
を
持
て
る
貧
困
女
性

の
数
。
→
貧
困
女
性
個
人
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
達
成
度
(定

義

が
不
明
確
な
た
め
第

2
回
終
了
時
評
価
で
変
更
）。

 
 

２
．
左
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
数
。
 

 

１
．（

１
）
PR
AF

の
報
告
書
 

（
２
）
住
民
の
意
識
調
査
 

 

２
．
PR
AF

の
報
告
書
 

  

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
 

 貧
困
女
性
の
職
業
能
力
向
上
及
び
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
機
関
の
能
力
向
上
を
通
じ
、
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
で
貧
困
女
性
が
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
小
規
模
事
業
を
起
業
・
運
営
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
 

  

1.
 

地
域
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
起
業
者
・
グ
ル
ー
プ

数
。
 

2.
 

貧
困
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
達
成
。
→
貧
困
女
性

グ
ル
ー
プ
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
達
成
。（

第
2
回
終

了
時
評
価
時
に
修
正
）
 

3.
 
関
係
機
関
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
評
価
。
→

第
2
回
終
了
時
評
価
で
は
成
果

7
の
指
標
と
し
て
確
認
。
 

4.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
（
C/
P
の
主
体
性
、
住

民
参
加
度
等
）
→
第

2
回
終
了
時
評
価
時
で
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
績
」
の
一
項
目
と
し
て
確
認
。
 

3.
 

起
業
運
営
能
力
（
第

2
回
終
了
時
評
価
時
に
追
加
）

4.
 

C/
P
の
運
営
の
事
業
運
営
能
力
（
第

2
回
終
了
時
評
価

時
に
追
加
）
 

 

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト
 

２
．
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
及
び
終
了
時
に
お
け
る
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
調
査
の
結
果
 

３
．
関
係
機
関
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
 

４
．
プ
ロ
セ
ス
調
査
結
果
 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
変
更
さ
れ
な
い
。
 

 

成
果
 

0.
 

小
規
模
起
業
支
援
に
か
か
る
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
る
。
 

0.
 C
/P

及
び
専
門
家
の
問
題
把
握
度
 

 

0．
(1
)プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト
 

(2
) 
C/
P
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
 

 

1.
 

貧
困
女
性
と
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
小
規
模
起
業
の
計
画
が
で
き
る
。
 

  

1.
 
小
規
模
起
業
計
画
の
策
定
率
と
質
（
策
定
プ
ロ
セ
ス
を
含

む
）
 

1.
(1
) 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト
 

(2
) 
各
サ
イ
ト
の
小
規
模
起
業
計
画
  
  

2.
 

小
規
模
起
業
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
が
形
成
さ
れ
る
。
 

  

2.
 
グ
ル
ー
プ
の
組
織
率
と
質
 

2.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト
  

3.
 
貧
困
女
性
が
小
規
模
起
業
に
必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
身
に
つ
け
る
。
 

3.
 
研
修
修
了
者
数
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
認
定
）
 

  

3.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト
 

4.
 
貧
困
女
性
が
小
規
模
起
業
に
必
要
な
資
金
が
獲
得
で
き
る
。
 

 

4.
 
融
資
に
対
す
る
満
足
度
（
融
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
含
む
）

4.
 
住
民
の
意
識
調
査
結
果
 

5.
 

貧
困
女
性
が
商
品
の
適
切
な
流
通
経
路
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

5.
 
活
用
さ
れ
た
流
通
経
路
の
数
と
質
 

5.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト
 

6.
 

貧
困
女
性
が
小
規
模
起
業
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
。
 

6.
 
ア
ド
バ
イ
ス
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
満
足
度
 

 

6.
 
住
民
の
意
識
調
査
結
果
 

 

 ・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
が
毎
年
安
定
的
に
計

上
さ
れ
る
。
 

 ・
PR
AF

が
地
方
事
務
所
強
化
の
た
め
の
分
権
化

を
促
進
す
る
。
  

  

7.
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
事
例
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。
 

 

7.
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
事
例
集
 

7.
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
事
例
集
の
成
果
物
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活
動
 

投
入
 

 

     

0.
  

0-
1.
 
PR
AF

に
よ
る
貧
困
女
性
の
小
規
模
起
業
支
援
に
関
す
る
現
状
調
査
を
実
施
す
る
。
 

0-
2.
 
小
規
模
起
業
支
援
に
か
か
る
問
題
の
詳
細
分
析
を
行
う
。
 

0-
3 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
候
補
の
貧
困
状
況
調
査
を
実
施
す
る
。
 

 1.
  

1-
0.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
選
定
の
た
め
の
検
討
を
行
う
。
 

1-
1.
 
物
的
及
び
人
的
資
源
を
把
握
す
る
た
め
の
地
域
調
査
を
実
施
す
る
。
 

1-
2.
 
貧
困
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
。
 

1-
3.
 
地
元
の
資
源
を
発
掘
す
る
。
 

1-
4.
 
市
場
調
査
を
実
施
す
る
。
 

1-
5.
 
貧
困
女
性
の
参
加
に
よ
っ
て
計
画
を
策
定
す
る
。
 

 2.
 

2-
1.
 
組
織
化
に
関
す
る
調
査
・
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
。
 

2-
2.
 
組
織
化
の
た
め
の
集
会
を
開
催
す
る
。
 

2-
3.
 
組
織
の
ル
ー
ル
を
作
る
。
 

2-
4.
 
持
続
的
な
組
織
運
営
の
た
め
の
支
援
を
行
う
。
 

 3.
  

3-
1.
 
地
元
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
へ
の
研
修
を
行
う
。
 

3-
2.
 
自
己
啓
発
と
動
機
付
け
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
）
に
か
か
る
研
修
を
行
う
。
 

3-
3.
 
小
規
模
起
業
（
事
業
運
営
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
法
的
手
続
き
等
）
の
研
修
を
行
う
。
 

3-
4.
 
職
業
技
術
に
か
か
る
研
修
を
行
う
。
 

3-
5.
 
研
修
に
か
か
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
を
行
う
。
 

 4.
 

4-
1.
 融

資
制
度
に
つ
い
て
改
善
点
を
明
確
化
す
る
。
 

4-
2.
 地

元
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
融
資
制
度
を
検
討
す
る
。
 

4-
3.
 小

規
模
起
業
の
た
め
の
融
資
制
度
を
改
善
す
る
。
 

4-
4.
 融

資
制
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
を
行
う
。
 

 
 

5 5-
1.
 流

通
経
路
に
関
す
る
調
査
を
実
施
す
る
。
 

5-
2.
 現

状
の
流
通
経
路
の
改
善
点
を
明
確
化
す
る
。
 

5-
3.
 
業
種
と
分
野
ご
と
の
流
通
経
路
に
つ
い
て
貧
困
女
性
に
対
す
る
訓
練
を
行
う
。
 

 6 6-
1.
 技

術
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。（

特
に
商
品
化
に
つ
い
て
）。

 

6-
2.
 事

業
運
営
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
 

6-
3.
 小

規
模
起
業
経
営
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。
 

 7 7-
1.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
各
活
動
の
評
価
を
行
う
。
 

7-
2.
 
各
成
果
に
か
か
る
事
例
集
を
作
成
す
る
。
 

7-
3.
 
小
規
模
起
業
支
援
の
た
め
の
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
。
 

 

日
本
側
 

<専
門
家
派
遣
> 

 

・
長
期
専
門
家
 

1.
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

2.
研
修
計
画
 

3.
参
加
型
開
発
/ジ

ェ
ン
ダ
ー
/業

務
調
整
 

 

・
短
期
専
門
家
 

  
  

必
要
に
応
じ
. 

 <研
修
員
受
け
入
れ
> 

  
 年

間
若
干
名
 

 <機
材
> 

・
研
修
に
必
要
な
機
材
 

・
専
門
家
の
活
動
に
必
要
な
機
材
 

   
  

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
側
 

 
<人

材
 >
  

PR
AF
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
 

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
 

・
ノ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
 

・
ド
ラ
イ
バ
ー
 

・
セ
ク
レ
タ
リ
ー
 

 IN
FO
P 

・
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
 

 <建
物
、
施
設
> 

<オ
フ
ィ
ス
備
品
、
消
費
財
> 

<ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
> 

＜
マ
イ
ク
ロ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
た
め
の
フ
ァ
ン
ド

＞
 

 
前
提
条
件
 

 融
資
財
源
が
確
保
さ
れ
る
。
 

＊
 
PD
M
の
各
活
動
に
つ
い
て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
ユ
ニ
ッ
ト
（
Pr
oj
ec
t 
Te
ch
ni
ca
l 
Un
it
）
が
柔
軟
に
変
更
で
き
る
も
の
と
す
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｍ
の
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
相
談
の
上
、
変
更
で
き
る
も
の
と
す
る
。
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　２－２　PDM1：カウンターパートとの協議（2004 年 5 月）
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　２－３　PDM2：中間評価時（2005 年 8 月）
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　２－４　PDM3：終了時評価時（2006 年 8 月）
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評
価

グ
リ

ッ
ド

 
(実

績
と

プ
ロ

セ
ス

) 
評

価
 

項
目

 
評

価
設

問
 

第
2

回
終

了
時

評
価

の
 

ポ
イ

ン
ト

（
判

断
基

準
・
方

法
）
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ

 

収
集

方
法

 

上
位

目
標

は
達

成
さ

れ
た

か
。

 

 上
位

目
標

：
 

1
.プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
と

な
っ

た
貧

困
女

性
の

生

活
が

向
上

す
る

。
 

2
.他

地
区

で
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
経

験
や

成
果

を

活
用

し
て

貧
困

女
性

の
起

業
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

  

 （
P

D
M

3
）
1
.対

象
社

会
の

人
々

の
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

が
達

成
さ

れ
る

。
 

1
.貧

困
女

性
の

収
入

の
向

上
。

一
人

当
た

り
月

収
。

 

2
.貧

困
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
達

成
度

。
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

指
標

の
推

移
を

分
析

。
 

3
.本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

外
の

他
地

域
に

波
及

し
た

事
業

数
  

 

・
女

性
の

一
人

当
た

り
月

収
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
前

・

後
）
 

・
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

指
標

の
評

価
 

・
女

性
グ

ル
ー

プ
の

活
動

記
録

 

・
波

及
事

業
数

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
直

接
裨

益
者

 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

調
査

報
告

書
 

・ 
J
C

C
報

告
書

 

・ 
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

委
員

会
資

料
 

 

・ 
質

問
票

 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
達

成
さ

れ
た

か
。

 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

：
 

貧
困

女
性

の
職

業
能

力
向

上
及

び
カ

ウ
ン

タ

ー
パ

ー
ト

機
関

の
能

力
向

上
を

通
じ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ト

で
貧

困
女

性
が

地
域

の
リ

ソ
ー

ス
を

活
用

し
た

小
規

模
事

業
を

起
業

・
運

営
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

 

1
. 

地
域

の
リ

ソ
ー

ス
を

活
用

し
た

起
業

者
・
グ

ル
ー

プ
数

は
20

を
想

定
。

 

2
. 

貧
困

女
性

グ
ル

ー
プ

の
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

達
成

度
。

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト

と
起

業
・運

営
、

能
力

向
上

と
の

関
係

。
 

3
．

企
業

運
営

能
力

。
 

4
..C

/
P

の
事

業
運

営
能

力
 

・ 
P

R
A

F
の

運
営

能
力

：政
権

交
代

の
リ

ス
ク

回
避

、
運

営
シ

ス
テ

ム
、

人
材

の
能

力
開

発
、

資
金

調
達

能
力

、
技

術
の

蓄
積

、
普

及
す

る

た
め

の
技

官
の

養
成

体
制

等
の

確
認

。
 

・ 
参

加
者

以
外

の
当

該
地

域
の

貧
困

女
性

が
同

じ
よ

う
な

こ
と

を
真

似

（
模

倣
）
出

来
る

環
境

、
実

施
体

制
が

出
来

た
か

ど
う

か
、

あ
る

い

は
そ

の
芽

が
あ

る
か

ど
う

か
。

 

・ 
P

R
A

F
が

独
自

に
支

援
し

た
4

レ
プ

リ
カ

企
業

に
対

す
る

評
価

 

・
支

援
グ

ル
ー

プ
の

概
要

表
（
企

業
名

、
所

在
地

県
・
市

名
、

メ
ン

バ
ー

数
、

業
種

）
 

・
グ

ル
ー

プ
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
達

成
度

 

・
13

ヶ
月

間
の

販
売

実
績

、
利

益
率

、
企

業
診

断
、

収
入

 

・
P

R
A

F
関

係
人

材
の

評
価

、
予

算
の

配
分

等
 

・
P

R
A

F
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

（
他

地
域

で
の

実

施
状

況
と

計
画

）
 

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
直

接
裨

益
者

 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
J
C

C
報

告
書

 

・ 
専

門
家

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

・ 
16

グ
ル

ー
プ

の
概

要
に

関

し
て

は
、

「
15

企
業

へ
の

継
続

支
援

シ
ス

テ
ム

構
築

に
関

す
る

報
告

書
（

西

語
）」

 

・ 
技

術
会

議
資

料
、

フ
ォ

ロ

ー
ア

ッ
プ

委
員

会
資

料
 

 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・ 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・
分

析
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

０
：
 

小
規

模
起

業
支

援
に

か
か

る
問

題

点
が

明
ら

か
に

な
る

。
 

 （
P

D
M

3
）
明

確
に

な
っ

た
条

件
を

基

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ト

が
選

定
さ

れ

る
。

 

・
終

了
時

評
価

後
に

作
成

さ
れ

た
各

サ
イ

ト
の

市
場

調
査

等
を

確
認

。
 

・
P

R
A

F
の

D
i-

M
uj

e
r
の

現
状

把
握

・
問

題
分

析
の

結
果

を
確

認
。

 

・
小

規
模

起
業

支
援

に
か

か
る

問
題

分
析

の
結

果
を

確
認

。
 

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

分
析

調
査

の
結

果
を

確
認

す
る

。
 

  

・ 
市

場
調

査
結

果
 

・ 
D

i-
M

u
je

r
の

現
状

把
握

・
問

題
分

析
の

結
果

 

・ 
小

規
模

起
業

支
援

に
か

か
る

問
題

分
析

結
果

・ 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

分
析

調
査

結
果

 

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
定

期
報

告

書
 

 

・
質

問
票

 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

１
：
 

貧
困

女
性

と
市

場
の

ニ
ー

ズ
に

基
づ

い
た

小
規

模
起

業
の

計
画

が
で

き

る
。

 

実
績

の

検
証

 

ア ウ ト プ ッ ト は 計 画 通 り 産 出 さ れ た か 。 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

２
：
 

小
規

模
起

業
の

た
め

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

組
織

が
形

成
さ

れ
る

。
 

 

・
終

了
時

評
価

後
に

作
成

さ
れ

た
各

サ
イ

ト
の

活
動

計
画

 

・
グ

ル
ー

プ
内

の
人

間
関

係
で

問
題

に
な

っ
た

と
こ

ろ
が

あ
っ

た
が

、
組

織
化

の
プ

ロ
セ

ス
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

。
改

善
点

は
あ

る
か

。
 

・
組

織
化

の
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

ま
た

は
経

験
の

蓄
積

は

あ
る

か
。

 

 

・ 
組

織
化

さ
れ

た
グ

ル
ー

プ
の

数
お

よ
び

活

動
計

画
 

・ 
マ

ニ
ュ

ア
ル

 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
定

期
報

告

書
 

・
小

規
模

起
業

計
画

書
 

・
質

問
票

 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

３．評価グリッド
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 評
価

 

項
目

 
評

価
設

問
 

第
2

回
終

了
時

評
価

の
 

ポ
イ

ン
ト

（
判

断
基

準
・
方

法
）
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ

 

収
集

方
法

 

（
P

D
M

3
）
小

規
模

起
業

の
ビ

ジ
ョ

ン

を
持

っ
た

女
性

受
益

者
グ

ル
ー

プ
が

組
織

さ
れ

、
実

施
計

画
が

定
め

ら
れ

る
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

３
：
 

貧
困

女
性

が
小

規
模

起
業

に
必

要

な
知

識
及

び
技

術
を

身
に

つ
け

る
。

 

 

・
研

修
の

数
、

種
類

、
内

容
は

妥
当

だ
っ

た
か

。
過

不
足

は
な

か
っ

た

か
。

 

・
参

加
者

の
参

加
度

、
理

解
度

、
達

成
度

、
満

足
度

の
デ

ー
タ

を
確

認
。

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

や
講

師
に

対
す

る
評

価
も

含
む

。
 

・
成

果
は

何
か

。
 

・ 
研

修
数

、
参

加
者

数
、

研
修

概
要

、
成

果
を

記
し

た
表

 

・ 
参

加
者

の
参

加
度

、
理

解
度

、
達

成
度

、
満

足
度

の
デ

ー
タ

 

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
直

接
裨

益
者

 

・ 
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
研

修
報

告
書

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
定

期
報

告

書
 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

４
：
 

貧
困

女
性

が
小

規
模

起
業

に
必

要

な
資

金
が

獲
得

で
き

る
。

 

 （
P

D
M

3
）
起

業
に

必
要

な
機

材
が

準

備
さ

れ
る

。
 

 

・
P

R
A

F
が

実
施

し
て

い
る

マ
イ

ク
ロ

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

（
B

A
N

P
R

A
F
）
を

分

析
し

、
起

業
・
事

業
運

営
資

金
を

運
営

す
る

と
い

う
計

画
の

実
績

を
確

認
。

 

・ 
実

際
に

他
機

関
か

ら
融

資
を

受
け

た
グ

ル
ー

プ
数

、
融

資
金

額
、

融

資
元

。
 

・
P

R
A

F
の

B
A

N
P

R
A

F
に

関
す

る
実

績
 

・ 
実

際
に

他
機

関
か

ら
融

資
を

受
け

た
グ

ル
ー

プ
数

、
融

資
金

額
、

融
資

元
。

 

・
P

R
A

F
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

５
：
 

貧
困

女
性

が
商

品
の

適
切

な
流

通

経
路

に
つ

い
て

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 （
P

D
M

3
）
女

性
グ

ル
ー

プ
が

起
業

・

運
営

を
始

め
る

。
 

・ 
流

通
経

路
に

関
す

る
調

査
結

果
の

確
認

。
 

 

・ 
流

通
経

路
に

関
す

る
調

査
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

６
：
 

貧
困

女
性

が
小

規
模

企
業

後
の

ア

ド
バ

イ
ス

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
で

き
る

。
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

７
：
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
が

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
と

事
例

集
と

し
て

ま
と

め
ら

れ
る

。
 

 （
P

D
M

3
）
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
を

は
じ

め
と

し
た

小
規

模
事

業
を

支
援

す
る

関
連

機
関

お
よ

び
人

材
の

能
力

が

強
化

さ
れ

る
。

 

 （
P

D
M

3
）
将

来
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
実

施
さ

れ
る

目
的

で
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

プ
ロ

セ
ス

と
経

験
が

蓄
積

さ
れ

る
。

 

・ 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

方
法

を
確

認
。

 

・ 
M

eM
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

対
す

る
評

価
。

P
R

A
F
、

IN
F
O

P
、

N
G

O
、

関
係

機
関

よ
り

、
利

用
価

値
、

波
及

の
可

能
性

、
内

容
の

適
切

さ
、

改
善

点
、

作
成

過
程

な
ど

を
確

認
。

 

 

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

方
法

 

・
P

R
A

F
実

施
の

M
eM

マ
ニ

ュ
ア

ル
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

 

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
対

す
る

評
価

結

果
 

・
P

R
A

F
の

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

へ
の

研
修

実
績

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
P

R
A

F
 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
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 評
価

 

項
目

 
評

価
設

問
 

第
2

回
終

了
時

評
価

の
 

ポ
イ

ン
ト

（
判

断
基

準
・
方

法
）
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ

 

収
集

方
法

 

日
本

側
に

よ
る

投
入

は
計

画
通

り
に

行
わ

れ

て
い

る
か

。
 

  

計
画

／
実

績
値

の
差

異
分

析
。

特
に

終
了

時
評

価
時

以
降

の
進

捗

度
。

 

 計
画

時
 

・
長

期
専

門
家

3
名

、
短

期
専

門
家

必
要

に
応

じ
て

 

・
延

長
期

間
1：

長
期

専
門

家
1

名
（
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）
、

短
期

2

名
（
工

業
デ

ザ
イ

ン
、

織
物

）
 

・
延

長
期

間
2：

長
期

専
門

家
2

名
（
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

、
業

務
調

整
）
、

短
期

専
門

家
必

要
数

 

・
供

与
機

材
の

状
況

 

・
研

修
生

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

状
況

 

 

・
投

入
の

実
績

 
・ 

専
門

家
報

告
書

 

・ 
J
C

C
報

告
書

 

・ 
J
IC

A
本

部
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

オ
フ

ィ
ス

資
料

 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

側
の

投
入

は
計

画
通

り
に

行
わ

れ
た

か
。

 

  

計
画

／
実

績
値

の
差

異
分

析
。

特
に

終
了

時
評

価
時

以
降

の
実

績
を

確
認

す
る

。
 

 計
画

時
 

・
P

R
A

F
：
長

官
、

D
i-

M
u
je

r
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

サ
ー

ビ
ス

オ
フ

ィ
サ

ー
、

財
務

担
当

、
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
、

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
計

7
名

 

・
P

R
A

F
:事

務
局

ア
シ

ス
タ

ン
ト

、
秘

書
、

ド
ラ

イ
バ

ー
計

3
名

 

・
IN

F
O

P
：チ

ー
フ

1
名

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

及
び

日
本

人
専

門
家

が
活

動
す

る
た

め
の

事

務
所

、
そ

の
他

必
要

な
設

備
等

 

・ 
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
側

の
人

員
配

置
 

・ 
機

材
投

入
計

画
お

よ
び

実
績

 

・ 
予

算
計

画
お

よ
び

実
施

実
績

 

・ 
関

係
者

の
意

見
 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
J
C

C
報

告
書

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
オ

フ
ィ

ス
資

料
 

・ 
P

R
A

F
、

IN
F
O

P
 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

活
動

は
計

画
通

り
に

進
捗

し
て

い
る

か
。

 
・ 

事
業

が
2

年
間

延
長

に
な

っ
た

妥
当

性
は

あ
る

か
。

 

・ 
2
00

4
年

か
ら

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
指

標
の

導
入

が
開

始
さ

れ
た

が
、

こ

れ
は

妥
当

・
効

果
的

だ
っ

た
か

。
 

 

・ 
業

務
進

捗
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

 

・ 
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

指
標

の
デ

ー
タ

収
集

、
解

析

に
必

要
な

人
員

数
、

影
響

 

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

（
進

捗
状

況
報

告
書

、
業

務
完

了
報

告
書

）
 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
J
C

C
報

告
書

 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

体
制

は
適

切

か
。

 

・ 
計

画
時

に
は

C
/
P

の
変

更
が

な
い

よ
う

3
年

間
の

契
約

を
結

ぶ
こ

と
が

助
言

さ
れ

て
い

る
が

、
実

際
は

ど
う

だ
っ

た
か

。
 

・ 
終

了
時

評
価

時
以

降
、

P
R

A
F

は
現

場
強

化
へ

向
け

た
人

員
増

を

実
施

し
た

か
。

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
人

員
配

置
計

画
は

あ
る

か
。

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

傭
上

し
て

い
た

3
人

の
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
は

P
R

A
F

に

傭
上

さ
れ

た
か

。
 

・ 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

方
法

・
状

況
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
た

か
。

 

・ 
関

係
者

の
意

見
 

・ 
C

/
P

の
人

員
配

置
表

（実
績

・
今

後
の

計
画

）

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
P

R
A

F
、

IN
F
O

P
  

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

実
施

プ

ロ
セ

ス

の
検

証
 

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

側
の

関
与

度
、

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

高
い

か
。

 

・ 
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
サ

イ
ド

は
中

央
か

ら
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

ど
の

よ
う

に
現

場
の

情
報

を
把

握
し

よ
う

と
し

て
い

る
か

。
 

・ 
事

業
の

実
施

･モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

の
作

成
過

程
で

の

関
与

は
あ

っ
た

か
。

 

 

・ 
関

係
者

の
意

見
 

・ 
実

施
期

間
中

の
P

R
A

F
の

予
算

配
分

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

（
進

捗
状

況
報

告
書

、
業

務
完

了
報

告
書

）
 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
P

R
A

F
、

IN
F
O

P
 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
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 評
価

 

項
目

 
評

価
設

問
 

第
2

回
終

了
時

評
価

の
 

ポ
イ

ン
ト

（
判

断
基

準
・
方

法
）
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ

 

収
集

方
法

 

受
益

者
の

事
業

へ
の

関
わ

り
方

は
積

極
的

か
。

 

・ 
事

業
へ

の
関

わ
り

方
が

積
極

的
・
消

極
的

に
な

る
要

因
は

何
か

。
 

・ 
現

場
サ

イ
ド

か
ら

ど
の

よ
う

な
情

報
・
活

動
の

発
信

が
あ

る
か

。
 

・ 
関

係
者

の
意

見
 

・ 
専

門
家

の
報

告
書

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
直

接
裨

益
者

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
品

 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
過

程
で

生
じ

て
い

る
問

題
や

、
効

果
発

現
に

影
響

を
与

え
た

要
因

は

何
か

。
 

・ 
異

な
る

県
と

の
比

較
、

同
じ

県
内

で
の

比
較

を
通

し
て

、
サ

イ
ト

条
件

に
よ

る
違

い
が

類
推

で
き

る
か

。
 

・ 
阻

害
要

因
の

的
確

な
把

握
が

出
来

て
い

る
か

。
 

・ 
問

題
解

決
方

法
は

妥
当

、
有

効
、

効
率

的
か

。
 

・ 
ど

の
よ

う
に

知
の

蓄
積

を
行

な
っ

た
の

か
。

 

 

・ 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

分
析

調
査

結
果

 

・ 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
に

よ
る

支
援

実
績

、
支

援

の
結

果
 

・ 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

分
析

調
査

報
告

書
 

・ 
市

場
調

査
報

告
書

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
定

期
報

告

書
 

・ 
事

例
研

究
報

告
書

 

 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

因
果

関

係
の

検

証
 

効
果

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

も
の

か
。

 
外

部
条

件
等

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

取
り

巻
く
周

辺
条

件
と

の
因

果
関

係
を

検
討

す
る

。
 

・ 
関

係
者

の
意

見
 

・ 
関

係
者

 
・ 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
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 評
価

グ
リ

ッ
ド

 
(評

価
5

項
目

) 
評

価
設

問
 

評
価

 

5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

第
2

回
終

了
時

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
 

（
判

断
基

準
・
方

法
）
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ

 

収
集

方
法

 

必
要

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス

側
（
タ

ー
ゲ

ッ
ト

・
グ

ル
ー

プ
）
の

ニ
ー

ズ
は

一
致

し
て

い
る

か
。

 

確
認

の
み

 
 

 
 

上
位

目
標

と
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
の

国
家

開
発

計
画

と
の

整
合

性
は

あ
る

か
。

 

 

確
認

の
み

 
 

 
 

優
先

度
 

日
本

の
援

助
政

策
、

J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
と

の
整

合
性

は
あ

る

か
。

 

確
認

の
み

 
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

ホ
国

に
お

け
る

当

該
開

発
課

題
に

対
応

す
る

活
動

と
し

て
適

切
か

（
計

画
の

論
理

性
は

確
保

さ
れ

て
い

る
か

）
。

 

・ 
起

業
に

適
し

た
条

件
と

貧
困

の
度

合
い

は
相

反
す

る

が
、

貧
困

層
の

起
業

化
は

妥
当

な
ア

プ
ロ

ー
チ

だ
っ

た

か
。

 

・
P

R
A

F
は

C
/
P

と
し

て
適

当
だ

っ
た

か
。

 

・ 
貧

困
か

ら
来

る
起

業
を

阻
む

要
因

 

・ 
C

/
P

機
関

の
リ

ソ
ー

ス
 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
専

門
家

 

・ 
P

R
A

F
、

IN
F
O

P
 

・
質

問
票

 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

県
の

選
択

は
適

切
で

あ
っ

た
か

。
 

 

確
認

の
み

 
・
P

R
A

F
、

IN
F
O

P
の

活
動

状
況

 
・ 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ス
タ

ッ
フ

 

・ 
専

門
家

 

 

・
質

問
票

 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は
適

切
か

。
 

 

確
認

の
み

 

 

・
選

定
過

程
プ

ロ
セ

ス
 

・
専

門
家

報
告

書
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
る

か
。

 
・
金

融
、

組
織

化
（
協

同
組

合
や

商
工

会
議

所
の

設
立

及

び
法

整
備

）
、

診
断

（
企

業
診

断
制

度
）
に

関
す

る
戦

後
日

本
の

経
験

が
活

か
さ

れ
た

か
。

 

・
職

業
訓

練
コ

ー
ス

の
運

営
管

理
体

制
、

ニ
ー

ズ
調

査
、

カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
策

定
、

教
材

作
成

等
の

ノ
ウ

ハ
ウ

は
活

か
さ

れ
た

か
。

 

・ 
研

修
内

容
 

・ 
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
研

修
報

告
書

 

・ 
質

問
票

 

・ 
資

料
レ

ビ
ュ

ー
 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

妥
当

性
 

そ
の

他
 

他
の

ド
ナ

ー
と

の
協

力
関

係
は

あ
る

か
。

 

・ 
B

C
IE

に
よ

る
財

政
支

援
の

現
状

と
展

望
。

 

・ 
N

G
O

等
の

活
用

状
況

分
析

・
と

り
ま

と
め

。
 

・ 
C

A
B

E
Iな

ど
の

銀
行

と
の

リ
ン

ク
。

 

・ 
地

方
政

府
（
市

役
所

、
市

連
合

会
）
と

の
リ

ン
ク

 

・ 
B

C
IE

活
動

方
針

 

・ 
N

G
O

等
の

活
用

状
況

 

・ 
P

R
A

F
 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・ 
資

料
分

析
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
の

見
込

み
が

あ
る

か
。

 

・ 
各

成
果

の
達

成
状

況
を

分
析

。
 

・ 
貧

困
層

女
性

の
起

業
支

援
と

C
/
P

の
キ

ャ
パ

ビ
ル

は

バ
ラ

ン
ス

が
取

れ
て

い
た

か
。

 

  

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

実
績

 
・
 専

門
家

報
告

書
 

・ 
Ｊ

Ｃ
Ｃ

報
告

書
 

・ 
P

R
A

F
、

IN
F
O

P
 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

有
効

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成

状
況

は
ど

う
か

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
の

影
響

は
あ

る
か

（
そ

れ
は

・
外

部
条

件
の

変
化

に
よ

っ
て

及
ぼ

さ
れ

た
影

響
を

分

析
。

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
C

/
P

機
関

か
ら

の
投

入
、

予
算

 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
P

R
A

F
 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
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評
価

設
問

 
評

価
 

5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

第
2

回
終

了
時

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
 

（
判

断
基

準
・
方

法
）
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ

 

収
集

方
法

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

結
果

も
た

ら
さ

れ
た

か
）
。

 

 
・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
促

進
、

阻

害
要

因
は

な
に

か
。

 

・ 
終

了
時

評
価

以
降

の
プ

ロ
目

達
成

要
因

、
阻

害
要

因
を

レ
ビ

ュ
ー

。
 

 

・
左

記
に

関
わ

る
活

動
状

況
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
組

織
図

 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
関

係
報

告
書

 

・ 
資

料
分

析
 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

専
門

家
(事

務
局

運
営

)派
遣

人
数

、

専
門

分
野

、
派

遣
時

期
は

適
切

か
。

 

・
当

初
3

年
間

の
専

門
家

の
投

入
が

実
施

部
分

に
注

力
さ

れ
た

が
、

普
及

部
分

を
同

時
に

実
施

す
る

こ
と

は
困

難
だ

っ
た

か
。

 

・
専

門
家

の
専

門
分

野
は

適
切

だ
っ

た
か

。
 

・
ロ

ー
カ

ル
リ

ソ
ー

ス
は

ど
の

程
度

利
用

さ
れ

た
か

。
 

・ 
成

果
品

 

・ 
専

門
家

投
入

時
期

、
期

間
 

・ 
ロ

ー
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
投

入
期

間
 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・
業

務
進

捗
報

告
書

 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

供
与

機
材

の
種

類
、

量
、

設
置

時
期

は
適

切
か

。
 

・
現

在
の

使
用

状
況

。
 

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

 
・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・
業

務
進

捗
報

告
書

 

・ 
質

問
票

 

・ 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

裨
益

人
口

と
全

投
入

量
の

バ
ラ

ン
ス

は
取

れ
て

い
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

現
地

活
動

費
の

額
は

適
切

か
。

 

・
内

容
分

析
。

 
・
内

容
分

析
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
 

・
 イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・分

析
 

効
率

性
 

達
成

さ
れ

た
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
か

ら
見

て
投

入
の

質
、

量
、

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

か
。

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

側
の

C
/
P

配
置

、
予

算
配

分
は

適
切

か
。

 

・
政

権
交

代
後

の
体

制
に

つ
い

て
確

認
。

 
・
予

算
配

分
状

況
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
 

・
P

R
A

F
 

・ 
質

問
票

 

・ 
資

料
分

析
 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

が
あ

る

か
。

 
・
実

績
の

確
認

 

 

・ 
実

績
の

確
認

 
・ 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書

・ 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
 

 

・ 
資

料
分

析
 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

上
位

目
標

の
達

成
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

目
標

達
成

の
結

果
も

た
ら

さ
れ

た

か
。

 

・
外

部
条

件
と

の
関

係
分

析
。

 
・
実

績
の

確
認

 
・ 

専
門

家
報

告
書

 
・
資

料
分

析
 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

イ
ン

パ
ク

ト
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の

結
果

と
し

て
、

上
位

目
標

の

達
成

の

見
込

み

は
あ

る

か
。

 

上
位

目
標

以
外

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
想

定
さ

れ
る

か
。

 
・

 女
性

の
家

庭
内

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

内
に

お
け

る
立

場

に
向

上
は

あ
っ

た
か

。
（
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

指
標

）
 

・
 男

性
か

ら
の

理
解

、
協

力
は

あ
っ

た
か

。
 

・
 タ

ー
ゲ

ッ
ト

・
グ

ル
ー

プ
以

外
の

女
性

対
に

対
す

る
影

響
。

 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

あ
っ

た
か

（
参

加
し

た
者

と
そ

う
で

な
い

者
と

の
格

差
、

起
業

の
失

敗

等
）
。

 

・
生

活
状

況
 

・
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

指
標

調
査

結
果

 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
直

接
裨

益
者

 

・ 
資

料
分

析
 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

自
立

発

展
性

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

政
治

・制
度

的
側

面
 

・
政

府
、

ド
ナ

ー
の

政
策

動
向

を
レ

ビ
ュ

ー
。

 

・
人

事
異

動
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
与

え
る

影
響

を
で

き
る

だ

け
抑

え
る

工
夫

は
さ

れ
た

か
（
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

よ
る

情
報

の
蓄

積
、

研
修

制
度

の
仕

組
み

づ
く
り

、
小

規
模

事
業

支

援
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
シ

ス
テ

ム
と

し
て

組
織

に
残

す
、

市
町

村

連
合

等
）
。

 

・ 
政

策
関

連
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
 

・ 
P

R
A

F
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

政
策

関
連

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

 
・
資

料
レ

ビ
ュ

ー
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評
価

設
問

 
評

価
 

5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

第
2

回
終

了
時

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
 

（
判

断
基

準
・
方

法
）
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ

 

収
集

方
法

 

組
織

お
よ

び
財

務
面

 

（
組

織
力

強
化

、
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

、

運
営

管
理

能
力

、
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
ど

う
か

）
 

・ 
C

/
P

か
ら

の
提

出
さ

れ
た

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
精

査

・ 
他

機
関

と
の

連
携

が
試

み
ら

れ
た

か
 

・ 
P

R
A

F
、

IN
F
O

P
、

地
方

自
治

体
、

Ｎ
G

O
の

意

向
 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

・ 
J
C

C
報

告
書

 

 

・ 
資

料
分

析
 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

は
援

助

終
了

後
も

維
持

さ
れ

る
見

込
み

は
あ

る

か
。

 
技

術
の

定
着

度
･普

及
の

し
く
み

 
・
C

/
P

の
技

術
的

水
準

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
機

能
を

維
持

す
る

の
に

十
分

な
水

準
か

。
 

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

実
用

性
 

・
研

修
、

技
術

指
導

の
シ

ス
テ

ム
 

・ 
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
研

修
の

実
績

 

・ 
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
対

す
る

評
価

 

・ 
研

修
モ

ジ
ュ

ー
ル

 

・ 
専

門
家

報
告

書
 

・ 
研

修
報

告
書

 

・ 
資

料
分

析
 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
の

持

続
性

に

影
響

を
及

ぼ
す

要

因
は

あ
る

か
。

 

自
立

発
展

性
を

阻
害

す
る

要
因

が
あ

る
か

。
 

・
グ

ル
ー

プ
メ

ン
バ

ー
の

意
欲

等
の

内
面

的
変

化
が

あ
る

か
。

 

・ 
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

調
査

結
果

 
・ 

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
調

査
報

告

書
 

 

・ 
資

料
分

析
 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
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主要面談者リスト 
 

 

１．日本人専門家・コンサルタント 

九笹元長期専門家 チーフ・アドバイザー（2003 年 11 月～2008 年 1 月） 

黒田元長期・短期専門家 業務調整／ジェンダー／参加型開発（2005 年 7 月～

2006 年 10 月）、エンパワーメント指標調査（2005 年

4 月～5 月） 

古川コンサルタント 総務、業務調整 

 

２．カウンターパート機関 

家族支援計画（PRAF） 

Lic.Edissa Rivera Di-Mujer 部長 

Lic.Karen Ramírez Di-Mujer 部長補佐 

Lic.Rosamelia Osejo 研修オフィサー 

Lic.Denia Quezada ヨロ県調整官 

Sr.Walter Murcia コパン県プロモーター 

Sr. Julio César Zuniga  プロモーター 

Sr. Jorge Perdomo レンピーラ県プロモーター 

Lic.Bety Floriona Banegas ヴィクトリア市プロモーター 

Lic.Santos de la Paz Ocampo スラコ市プロモーター 

 

３．協力機関 

職業訓練庁（INFOP） 

Abo.Sonia Aspera 学長 

Lic.Daisy Maradiaga 国際協力部次長 

Lic.Magda Maradiaga 教材開発調整官 

Lic.Suyapa López 教材開発技官 

Ing.Hugo Rodríguez 北西地域所長 

Ing.Douglas Ponce 北西地域副所長 

Lic.Ana Délith Manzanares 北西地域 製パン・製菓技術インストラクター 

Lic.Rita Rivera 北西地域 製パン・製菓技術インストラクター 

 

４．関係機関 

国際協力技術庁（SETCO） 

Lic.Rosa Duarte 管理局長 

４．主要面談者リスト
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Lic.Yina Pastor 管理局次長 

 

貧困削減諮問審議会（CCERP） 

Lic.Manuel Rodríguez コミッショナー顧問 

Lic.Ninoska Navarro Acosta スーパーバイザー 

 

女性庁／国立女性関連機関（INAM） 

Lic.Margoth Navarro 女性経済ユニット調整官 

Lic.Lolita Becerra  技術部次長 

 

イギート市連合会 

Lic. José Bautista 事務局長 

Ing.Wilson A. López 技術員 

 

コパン・ルイナス市役所 

Ing.Anibal Mauricio Murcia 副市長 

 

ラ・カンパ市役所 

Lic.Nery Orlando Reyes  市長 

 

ヴィクトリア市役所 

Ing.Antonio Sebastian Landa 市長 

Lic.Delia Sofía Barahona ヴィクトリア市女性事務所調整官 

Lic.María Elena Ramos Castellón ヴィクトリア市副市長（次期） 

 

ホンジュラス民間企業委員会（COHEP） 

Econ.Israel Castañeda 台湾基金貸付オフィサー 

 

UNIFEM 

Lic.Rosibel Gómez Z. 部長 

Lic.Silvia Felipe 部長補佐 

 

アメリカ平和部隊 

Lic.Jorge Reyes ビジネス・プロジェクト・ダイレクター 
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オコテペケ中小零細企業連合（ASOMYPE） 

Ing.Ricardo A. Erazo 会長 

Ing.Reinerio Moreira 部長 

Ing.Osman Zelaya ATRIDEST 技術員 

 

Global Business Brigades（NGO） 

Mr. Andreas Obrist  GBB ホンジュラス国担当ダイレクター現職 

Ms. Merrilee Chapin  GBB ホンジュラス国担当ダイレクター後任 

 

ワールド・ビジョン 

Lic.Nelson Edgardo Martínez グラシアス地域開発プログラム担当 

 

ホンジュラス西部地域・開発能力強化プロジェクト 

有元専門家 チーフ・アドバイザー 

中澤専門家 業務調整 

 

５．女性グループ 

1 Mujeres Trabajando por un Futuro Mejor＊ 

2 GRUTECA Emanuel＊ 

3 Jardín de Mujeres Tejiendo Maya Chortí＊ 

5 El Porvenir 

6 El Rubí＊ 

7 Fé y Esperanza＊ 

8 Bendicion de Dios 

9 Nueva Visión＊ 

10 TEJPA＊ 

12 Superación Femenina＊ 

13 Pro-desarrollo Mataras Centro＊ 

16 Muｊeres Futuristas 

18 Mujeres Luchadoras de Sulaco 

（＊エンパワーメント調査対象グループ） 

 

６．グループを辞めた女性 

EBENEZER 

Sra. Gladis Almazan, Sra. Rosa Iris Chacón, Sra. Nolvia Aldana, Sra. Florinely, Sra. Dilia 

Raquel Roque 
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6 El Rubí 

Sra. Sonia Janeth López Escobar、Sra. Gladis Oneida Leiva 

 

7 Fé y Esperanza 

Sra. Evangelina Carranza, Sra. María Isabel Fuentes, Sra. Edita Cruz, Sra. Dani Pineda, Sra. 

Mexi Roque, Sra. Celina Paz 

 

10 TEJPA 

Sra. Ma Victoria Garcia 

 

12 Superación Femenina 

Sra. Ilcia Yadari Ayala, Sra. Daisi Ordine Vasquez 

 

13 Pro-desarrollo Mataras Centro 

Sra. María Carlos Manueles, Sra. Mercedez Mateo 

 

７．対象女性の夫や共同体の男性 

3. Jardín de Mujeres Tejiendo Maya Chortí 

Sr. Tomas Gralez Consejero de administración del Consejo Mayor de la 

comunidad Pintada ピンターダ村審議会総務担当委員 

Sr. Ricard López Consejero de Tierra y Medio Ambiente del Consejo 

Mayor de la comunidad Pintada ピンターダ村審議会土

地と環境担当委員 

 

6. El Rubí 

Sr. Carlos Manuel Herrera  Sra. Olfa Leiba の夫 

Sr. Walter Murcio Sra. Mariela Monroy の夫、PRAF プロモーター 

 

9. Nueva Visión 

Sr. José de Fiderio Pérez Alberto María Encarnación Pérez の夫 

 

12. Superación Femenina 

Sr. José Martín Mateo López グループを辞めた Sra. Ilicia Yadari Ayala の夫、

Secretario de la municipalidad de San Manuel Coloete サ

ン・マヌエル・コロエテ市役所書記 

Sr. Leo Vigold López Chavez  Sra. Albadina の夫 
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Sr. Satornina Roldan Mateo Sra. Marta Lenira の夫 

Sr. Martín Orland Alemán Sra. Domitira の夫 

Sr. José Ovidio Cortes López Sra. Sara López の息子 

 

13. Pro-desarrollo Mataras Centro 

Sr. Cornelio Martínez Pérez Sra. Dominga Mateo の夫 

Sr. Lucio Rivera Vasquez Sra. Magdalena Rodriguez の夫 

Sr. José Amael Reyes Sra. Dominga Reyes の息子 

Sr. Juan Rivera Sra. Magdalena Vasquez の夫 

Sr. Martín Vasquez Sra. María Pedrina Martinez の夫 

Sr. José Santiago Martínez Sra. Francisca Pérez の夫 
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ホンジュラス地方女性のための小規模起業支援プロジェクト 第 2 回終了時評価 

 

記入日 2009 年   月   日  

ご氏名              

 

以下について、情報をご提供頂けると大変ありがたく存じます。 

 

女性の収入向上に関するデータについて 

1. プロジェクト対象の貧困女性収入向上に関する下記のデータをご提供下さい。 

① 平成 20 年 9 月 25 日付戸崎専門家報告書 PP.14-18 に添付されている「MeM プロジェクト起業の

零細企業の 13 ヶ月間の営業実績」最新データ（もしあれば）または類似データ（毎月の販売実

績など）。 

② ①は 13 グループのみなので、残りの 6 グループに関するデータまたは類似データ（毎月の販売

実績など）。もしデータがないようならその理由。 

 

2. 貧困女性プロジェクト開始時の女性たちの平均月収データをご提供下さい。九笹専門家からは、基本的に

はゼロと聞いていますが、Fe y Esperanza と Alfareria Rubi については多少あったとのコメントがありまし

た。職業からの類推でおおまかな数字でかまいませんのでご教示下さい。 

 

各種調査・分析の結果について 

3. 第 1 回終了時評価後に市場調査、小規模起業問題分析、コミュニティ分析、流通経路調査は実施されまし

たか。はいの場合は、概要を教えて下さい。 

 

3-1. 市場調査 

□はい はいの場合、調査日、方法、結果の概要をお書き下さい。 

                                         

 

□いいえ いいえの場合、実施していない理由をお書き下さい。 

                                         

 

 

3-2. 小規模起業問題分析 

□はい はいの場合、調査日、方法、結果の概要をお書き下さい。 

                                         

 

□いいえ いいえの場合、実施していない理由をお書き下さい。 

                                         

 

 

５．質問票（プロジェクトスタッフ）
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3-3. コミュニティ分析 

□はい はいの場合、調査日、方法、結果の概要をお書き下さい。 

                                         

 

□いいえ いいえの場合、実施していない理由をお書き下さい。 

                                         

 

 

3-4. 流通経路調査 

□はい はいの場合、調査日、方法、結果の概要をお書き下さい。 

                                         

 

□いいえ いいえの場合、実施していない理由をお書き下さい。 

                                         

 

 

4. 各グループの最新の活動計画を拝見させて下さい。 

 

投入について 

5. 日本人専門家の数、専門分野、時期は妥当だったと思いますか。妥当でなかったと思われる場合、その理

由をお書き下さい。 

□はい                                      

□いいえ 理由 

                                         

 

 

6. ローカルスタッフ・ローカルコンサルタントの投入について 2003 年から 2009 年までの貼り付け期間およ

び M/M を教えて下さい。下のようなフォーマットにご記入頂けると幸いです。 

 氏名 役職名 貼り付け期間 合計 M/M 

1.   ○年○月～○年○月 ○○M/M 

2.     

 

7. PRAF/INFOP スタッフの投入についても 6.同様にご教示下さい。下のようなフォーマットにご記入頂ける

と幸いです。（この質問は念のため PRAF にもしています。） 

 氏名 役職名 貼り付け期間 合計 M/M 

1.   ○年○月～○年○月 ○○M/M 

2.     

 

8. 2003 年度～2009 年度の間、年度ごとの JICA からの投入金額を教えて下さい。専門家の人件費、現地業

務費等を含んだ総額をご教示下さい。 
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9. 供与機材の状態を教えて下さい。管理状況の悪い機材、使用されていない機材がある場合は、機材名とそ

の理由をご説明下さい。 

管理状況の悪

い機材（破損

など） 

□ない 

□ある 

理由 

                                         

 

使用されてい

ない機材 

□ない 

□ある 

理由 

                                         

 

 

10. 日本・第三国へ派遣されたカウンターパートから帰国後、フィードバックがありましたか。 

□はい はいの場合、フィードバックの内容を教えて下さい。 

                                         

                                     

□いいえ いいえの場合、その理由を教えて下さい。 

                                         

 

 

11. 延長された 2年間の活動の計画、実績を一覧表（POのバーチャート）にしてご提供下さい。 

 

研修について 

12. 2003 年～2009 年に実施した研修の種類、研修総数、参加者数（延べ人数）、研修概要・成果を記した一覧

表をご提供下さい。 

 種類 総数 参加者数 研修概要・成果 

1. 社会研修    

2. 技術研修    

3. 企業研修    

 合計    

 

13. 研修の数、種類、内容、研修実施者数（終了時評価時点では 29 機関）は妥当だったと思いますか。過不

足はなかったですか。妥当でなかったと思われる場合、その理由をお書き下さい。 

□はい                                      

□いいえ 理由 

                                         

 

 

14. 研修の参加度、理解度、達成度、満足度に関するデータはありますか。ある場合は、データをご提供下さ

い。可能であれば、プロモーターや講師に対する評価も含んで下さい。 
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プロジェクトで作成したガイドブック等について 

15. MeM ガイドブック、6 種のガイドライン（農村起業プロモーターの仕事、エンパワメント指標のモニタ

リング、企業の組織化、簿記・会計コスト分析、農村企業評価、経営サイクル）について評価をお願いし

ます。下の表の 1～7 は、該当する番号に○印をつけ、8～14 は記述して下さい。 

質問 評価 

1.これらのガイドラインは C/P やその他の団体が、読

んだだけで使えると思いますか。 

５   ４   ３   ２   １ 

Excellent  Good  Fair  Poor  Very Poor 

2.地方の女性の起業化に必要な情報がすべて入ってい

ますか。 

５   ４   ３   ２   １ 

Excellent  Good  Fair  Poor  Very Poor 

3.言語は分かりやすいと思いますか。 ５   ４   ３   ２   １ 

Excellent  Good  Fair  Poor  Very Poor 

4.ガイドラインのレイアウト・図解は適切だと思いま

すか。 

５   ４   ３   ２   １ 

Excellent  Good  Fair  Poor  Very Poor 

5. 問題解決集は有用だと思いますか。 ５   ４   ３   ２   １ 

Excellent  Good  Fair  Poor  Very Poor 

6. ガイドラインのページ数、冊数は適切ですか。 ５   ４   ３   ２   １ 

Excellent  Good  Fair  Poor  Very Poor 

7. ガイドラインのトレーナーはガイドラインの普及

にあたり、適切な指導を実施しましたか。 

５   ４   ３   ２   １ 

Excellent  Good  Fair  Poor  Very Poor 

8.実際に使ってみて、分かりにくいところ、不都合は

ありましたか。どのようなところですか。 

はい・いいえ 

理由： 

9.含まれていれば良かったと思うこと、改善点は何で

すか。 

改善点： 

10.今後、これらのガイドラインは C/P や他団体によっ

てどのように利用される想定ですか。利用に際しての

研修・技術指導のシステムは確立されていますか。 

利用方法： 

11.他の団体のもので類似のガイドラインやマニュア

ルをご存知ですか。知っていたらそれと比較して本プ

ロジェクトのものは良いですか、悪いですか。それは

なぜですか。 

知っている・知らない 

本プロジェクトの方が良い・悪い 

理由： 

12.作成にかかった期間はどのくらいですか。  

13.作成にかかった費用はどのくらいですか。  

14.作成過程で C/P（PRAF と INFOP）はどのように貢

献しましたか。 
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カウンターパートの能力向上について 

16. 専門性、意欲、関与、能力、組織という観点から、PRAF は本プロジェクトの実施機関として適切である

と思われますか。適切である、あるいは適切でないと思われる理由をお書き下さい。 

□適切

である 

理由 

                                         

 

□適切

でない 

理由 

                                         

 

 

17. プロジェクト活動を実施するために十分な人数の C/P が配置されたと思われますか。十分でないと思われ

る場合、その理由をお書き下さい。 

□十分である                                      

□十分ではな

い 

理由 

                                         

 

 

18. プロジェクト開始後、C/P に変化がありましたか（主体性、積極性、行動、考え方など）。変化があった

場合はその内容を具体的にお書き下さい。 

□はい 変化の具体的内容 

                                         

 

□いい

え 

 

 

19. C/P の主要な職員の能力はプロジェクト着任前と比べて、どの程度変化したと思いますか。主要と思われ

る 2 名を選んで、プロジェクト着任前と現在に○印をつけて下さい。５Excellent, ４Good, ３Fair, ２Poor, 

１Very Poor の 5 段階評価でお願いします。 

 プロジェクト着任前 現在 

役職名 

1.起業に関する知識 

2.コミュニケーション能力 

3.マネージメント能力 

 

５  ４  ３  ２  １ 

５  ４  ３  ２  １ 

５  ４  ３  ２  １ 

 

５  ４  ３  ２  １ 

５  ４  ３  ２  １ 

５  ４  ３  ２  １ 

役職名 

1.起業に関する知識 

2.コミュニケーション能力 

3.マネージメント能力 

 

５  ４  ３  ２  １ 

５  ４  ３  ２  １ 

５  ４  ３  ２  １ 

 

５  ４  ３  ２  １ 

５  ４  ３  ２  １ 

５  ４  ３  ２  １ 
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20. プロジェクト・メンバー間（専門家、カウンターパート）で十分なコミュニケーションが図られていると

思われますか。 

□はい プロジェクト・メンバー間で十分にコミュニケーションが図られるよう、何か努力していることが

ありましたら、その内容を具体的にお書き下さい。 

                                         

 

□いい

え 

理由 

                                         

 

 

プロジェクト・マネジメントに関する質問 

21. プロジェクト関係者間でプロジェクトのモニタリング（定期的な進捗の確認、定期的な現場への視察、計

画とずれがあった場合の対処方針策定など）を行っていますか。 

□はい はいの場合、モニタリングの方法を具体的にご説明ください（定期的にミーティングで各コン

ポーネントの進捗を発表する、進捗に問題がある場合のみ対応策を話し合う、P/O やモニタリ

ング・シートなどを使って進捗確認をする、など）。 

                                         

 

□いいえ いいえの場合、モニタリングを実施していない理由をお書きください。 

                                         

 

 

22. エンパワメント指標収集のために、だいたいどのくらいの人員・費用が投入されましたか。本プロジェク

ト実施にどのような影響がありましたか。 

人員  

費用  

プロジェクト実

施への影響 

 

 

23. 現在の実施体制図をデータにてご提供下さい。 

 

プロジェクト目標の妥当性 

24. 当初 3 年間で計画された本プロジェクトが、その後 2 年間延長されましたが、3 年間で組織化・起業化・

普及を実施することには無理があったと思われますか。当初計画で注意すべきだった事項は何でしょうか。 

□無理があった 当初計画で中位すべきだった事項を、具体的にご説明下さい。 

 

                                     

□無理はなかっ

た 
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25. 貧困層女性を対象としたことは最適だったと思いますか。適切でなかったと思われる場合、その理由をご

説明下さい。 

□はい                             

□いいえ 理由 

 

                                      

 

本プロジェクトから他地域に波及した事業の実績について 

26. 本プロジェクトの MeM モデルを活用し、他地域に波及した事業の概要（県・市・村名、企業名、メンバ

ー数、業種、開始時期、MeM 活用部分）を教えて下さい。本プロジェクトの対象グループは含まないで

下さい。（この質問は念のため PRAF にもしています。） 

 県 市 村 企業名 メンバー数 業種 開始時期 MeM 活用部分 

1.         

2.         

 

27. 現在のグループ一覧表には、パイロットモデルグループが 14、普及モデルグループが 4 あります。2003

年の事業開始時から数えて、解散してこの表に掲載されていないグループ名、県・市・村名、企業名、業

種、解散時期、解散の理由を教えて下さい。 

 県 市 村 企業名 業種 解散時期 解散理由 

1.        

2.        

 

その他 

28. 他機関から融資・支援を受けたグループ名、支援団体、融資・支援額、支援内容を教えて下さい。 

グループ名 支援団体 融資・支援額 支援内容 

    

    

    

    

 

29. 今後、地方政府（市役所、全国市長連合会、貧困削減資金委員会等）、銀行、NGO、国際機関等との連携

について、実現可能と思われる団体と協力方法についてご助言頂けますか。 

 

30. 金融、組織化、企業診断等に関する日本の経験は活かされましたか。 

□はい どのような経験が活用されたか、具体的にご説明下さい。 

 

                                     

□いいえ                                       
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31. 想定外の効果・インパクトはありましたか。プロジェクトによる負のインパクトはありましたか。 

□想定外の効

果・インパク

トがあった 

具体的にどのような効果･インパクトがあったかご説明下さい。 

 

                                     

□想定外の効

果・インパク

トはなかった 

                                     

 

お忙しいところ恐れ入りますが、ご協力頂けると幸いです。よろしくお願い申し上げます。 

－78－



 

グループレベルのエンパワーメント調査質問表 
 
項目 質問 Yes/No 詳細/理由 
組織力 
委員会 どんな会合がどの位の頻度で開か

れているか？ 
  

１．以前よりも決断することがで

きるようになったか？ 
  

２．以前よりリーダーシップの責

任をもってとれているか？ 
  

３．小企業の事業主だと考えてい

るか？ 
  

リーダーシ

ップ 

４．どのようにグループは共同体

や県に統合されているか？ 
  

共同と連帯 グループで働くためにメンバー間

で連帯感はあるか？ 
  

関係と信頼

感 
メンバー間の関係性や信頼感は改

善したか？ 
  

公平性と共

有メカニズ

ム 

知識、技術、便益を共有するメカ

ニズムはあるか？ 
  

魅力 小企業に入りたいほかの人間を知

っているか？その点についてどう

思うか？ 

  

管理運営能力 
１．資源をどのように管理してい

るか？ 
  資源管理と

獲得能力 
２．小企業を支援する資金源を知

っているか？また得ているか？ 
  

１．責任を分担する際に各メンバ

ーの長所・短所を考慮したか？ 
  人的資本の

管理能力 
２．小企業のメンバーを決めえる

とき、メンバーの関心は考慮した

か？ 

  

製品の管理

能力 
在庫管理、製品の質保持、安全確

保は改善されたか？ 
  

６．質問票（グループのエンパワメント調査）
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販売能力 
市場情報収

集能力 
グループの活動は高い需要を持っ

ていると思うか？ 
  

情報と広報

能力 
１．製品を売るために共同体内外

で宣伝活動はしたか？ 
  

 ２．製品を宣伝するために、共同

体外での情報チャンネルを知って

いるか？ 

  

価格交渉能

力 
販売価格をどのようにして決める

か？ 
  

生産能力 
原料 原料をどのように手に入れるか？   

１．生産結果はどのようか？   技術力と生

産プロセス 
 

２．今持っている習得レベルはど

のようか？ 
  

１．高い需要のときの生産は増加

したか？より多くの生産や販売が

出来たのではないか、と思うか？

  時間 

２．納期を守ることができたか？   
製品の質 製品の質は需要者を満足させるも

のだと思うか？ 
  

持続性 
持続性 製品を拡大、多様化する点でどの

ようなヴィジョンがあるか？ 
  

学習能力 
学習 メンバーの間で学習したことをど

のように共有しているか？それを

どのように実行に移したか？ 
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１．日本側投入実績 

（１）専門家派遣 

１）長期専門家 
氏名 職種 派遣期間 

石橋 裕子 業務調整／ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ/参加型開発 2003/09/03～2004/12/19 
九笹 逸郎 ﾁｰﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 2003/11/03～2008/01/30 
小田桐 久夫 訓練計画 2003/11/03～2006/10/31 
黒田 史穂子 業務調整／ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ/参加型開発 2005/07/11～2006/10/31 

 

２） 短期専門家 
氏名 職種 派遣期間 

藤掛 洋子 ジェンダーエンパワーメント指標設定・

管理指導 
2004/12/26～2005/01/08 

本家 正彦 市場調査指導 2005/02/22～2005/03/19 
黒田 史穂子 ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ／参加型開発 2005/02/22～2005/05/18 
田村 文宏 陶芸 2005/04/03～2005/05/09 
吉見 紘子 工業デザイン 2006/01/08～2006/03/27 
田村 文宏 陶芸 2006/02/01～2006/04/30 
戸崎 喜和 中小企業診断 2006/07/03～2006/10/31 
吉見 紘子 工業デザイン 2007/04/16～2007/07/13 
野崎 尚美 織物 2007/05/07～2007/08/03 
戸崎 喜和 実施機関向けガイドライン改善 2008/01/10～2008/02/29 
戸崎 喜和 実施機関向けガイドライン改善 2008/05/01～2008/06/29 
戸崎 喜和 実施機関向けガイドライン改善 2008/08/09～2008/09/29 
九笹 逸郎 女性グループ向けガイドラインの改善 2008/09/01～2008/10/31 

 

（２） カウンターパート研修 

１）本邦研修 
氏名 研修分野 期間 

Waldina Lizeth Castro Oyuela 女性起業支援セミナー 
リーダー研修 

2005/02/08～2005/03/12 

Esperanza Yesenia Eufragio 
Murillo 

中米・カリブ職業訓練向上セミ

ナー：訓練管理 
2006/01/31～2006/02/18 

Edissa Rivera 女性起業支援セミナー 
リーダー研修 

2008/02/17～2008/03/01 

 

２） 第三国研修 (チリ) 
氏名 研修分野 期間 

René A. Murillo Torres 女性小規模起業支援研修 
（マーケティング／研修） 

2005/02/08～2005/03/12 

José Javier Ramírez Solgro 女性小規模起業支援研修 
（マイクロクレジット） 

2005/02/08～2005/03/12 

７．投入実績一覧
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３）ローカル研修 (ホンジュラス) 

①エンパワーメント指標のモニタリング 
参加者 ファシリテーター 14 名: PRAF, プロジェクト 
研修内容 エンパワーメント指標のモニタリング方法 
②ジェンダーセミナー（初級）        
参加者 カウンターパート 17 名: PRAF, 市役所  
研修内容 ジェンダーの概念と開発 

 

③ファシリテーター研修 
参加者 ファシリテーター13 名: PRAF, プロジェクト 
研修内容 社会研修実施方法 

 

（３）貸与機材     

１）機材費 
会計年度 金額 (Lps.) 金額 (円) 

2003 41,670.52 250,439.82 
2004 1,012,843.59 6,087,189.98 
2005        0.00 0.00 
2006  159,954.47 961,326.36 
2007 95,514.96 574,044.91 
2008 0.00 0.00 
合計 1,309,983.54 7,873,001.07 

為替レート (2006 年 7 月)   *Lps. 1 = ¥ 6.01 

 

２）主要機材リスト 
No. 機材 モデル 数量 保管場所 状態 

1 車両 NISSAN Patrol SE SGL 1 PRAF 供与済み 

2 車両 NISSAN Pickup 1 PRAF 供与済み 

3 ノート型 PC HP Compaq NX 9010 2 PRAF 供与済み 

4 ノート型 PC HP Compaq NX 9010 2 PRAF 供与済み 

5 プロジェクター EPSON Powerlite S1 1 PRAF 供与済み 

6 コピー機 MINOLTA  EP-2030 2 PRAF 供与済み 

7 バイク HONDA XR 250 2 PRAF 供与済み 
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３）使用されていない機材 
プロジェクト終了時に PRAF に引渡した機材で使われていないと考えられるもの（事

務家具等は抜く）。これらは適正に PRAF 本部倉庫に保管され、必要に応じて利用さ

れる予定。 
 
1. 電気コンロ（オーブン付） 
2. 作業台 
3. 遠心式蜜絞り機 
4. 電気フライヤー 
5. 電動ミキサー 
6. ビニール袋用電熱式袋綴じ機 
7. 木製ショーケース 
8. 電動ミシン 
9. 食堂用机 2 セット（各セットに 6 つのイスが付） 
10. 六角型木製陳列棚（大） 
11. 六角型木製陳列棚（中）2 点 
 

（４）現地業務費 
会計年度 金額 (Lps.) 金額 (円) 

2003 365,300.00 2,195,453.00
2004 2,374,000.00 14,267,740.00
2005 3,864,592.96 23,226,203.69
2006 3,963,894.31 23,823,004.80
2007 2,710,686.69 16,291,227.01
2008 1,396,499.50 8,392,962.00
合計 14,415,599.96 86,637,755.76

為替レート (2006 年 7 月)   *Lps. 1 = ¥ 6.01 

 

２．ホンジュラス側投入実績 

（１）カウンターパートリスト 
  配置期間 役職 名前 勤務形態

PRAF 長官 Elizabeth Zúniga de Mazariegos 兼任 

女性総合発展計画（DI 
MUJER）コーディネー

ター 

Waldina Castro Oyuela 兼任 

研修業務補佐 Rene Murillo 兼任 
ローン業務補佐 Javier Ramírez 兼任 

2003-2005

地域コーディネーター Mirian Alvarado 専任 

1. 
前政権

時 

2003-2006 プロモーター Yessenia Karolina López 専任 

－83－



 

 
2006-2009 PRAF 長官 Olga Lydia Díaz de Salandia 兼任 

2006 Mirtha Maradiaga 兼任 
2007-2009

女性総合発展計画（DI 
MUJER）コーディネー

ター 
Edissa Rivera 兼任 

2006-2009 MeM プロジェクト補佐 Karen Ramírez 専任 
2006 地域コーディネーター Iveth Tabora Claros 専任 

2006-2009 研修オフィサー Rosamelia Osejo 兼任 
2007-2009 レンピーラ県スーパー

バイザー 

Karla Fúnez 兼任 

2006 コパン県スーパーバイ

ザー 
Nelson Ramírez 兼任 

2007-2009 レンピーラ県プロモー

ター 
Jorge Perdomo 専任 

2006 Luis Erazo 専任 
2007 Oscar García 専任 

2. 
現政権

時 

2008-2009

コパン県プロモーター 

Walter Murcia 専任 
 2008-2009 ヨロ県プロモーター Denia Quezada 兼任 
 2008-2009 コパン県プロモーター Olga Gonzáles 兼任 
 

（２） 現地業務費 
会計年度 金額 (Lps.) 金額 (円) 

2003 記録なし 記録なし
2004 記録なし 記録なし

2005 記録なし 記録なし
2006 600,000.00（概算） 3,606,000.00（概算）
2007 600,000.00（概算） 3,606,000.00（概算）
2008 720,000.00（概算） 4,327,200.00（概算）

合計 1,920,000.00（概算） 11,539,200.00（概算）

為替レート (2006 年 7 月)   *Lps. 1 = ¥ 6.01 

 

（３）その他 
No. 機材 モデル 数量 保管場所 状態 

1 机 - 10 PRAF 本部倉庫 良好 

2 家具 - 1 PRAF 本部倉庫 良好 
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協力組織 

INFOP 
・国際協力部次長 

・教材開発技官 

 

 

 

 

  
INFOP 北西部校 

校長、副校長、イン

ストラクター 

JICA ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 

 
- 専門家（長期） 

・ アドバイザー 

・ 訓練計画 
・ 参加型 / ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ/ 

業務調整 
- 専門家（短期） 

( 必要に応じて) 

- ローカルコンサルタ

ント 

実施機関 

PRAF  
・ 長官 

・ Di-Mujer 部長 

・ Di-Mujer 部長補佐 

・ 研修オフィサー 

・ Di-Mujer スーパーバ

イザー 

  

PRAF 地方事務所 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、ﾌﾟﾛﾓｰﾀｰ  

JICA ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ 

日本大使館 
大統領府 

日本側 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援ﾕﾆｯﾄ 

合同委員会 

市、NGO’s 

ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ側 

８．実施体制図
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0
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度
)
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修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

0
4
-
0
0
1

4
1
2
2
0

1
2
/
2
0
-
1
2
/
2
2

(3
日

間
)

A
lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

1
0

A
S
O

N
O

G
社

会
研

修
自

己
評

価
と

動
機

付
け

自
分

自
身

に
自

信
が

持
て

る
よ

う
に

な
る

こ
と

（
自

発
的

活
動

、
積

極
性

な
ど

）
。

事
業

の
成

功
（

持
続

性
の

あ
る

運
営

）
ま

で
の

道
の

り
は

容
易

で
は

な
い

こ
と

か
ら

メ
ン

バ
ー

が
活

動
に

積
極

的
・
自

発
的

に
参

加
す

る
こ

と
が

必
須

の
条

件
で

あ
る

。

積
極

的
に

話
し

合
い

に
参

加
す

る
な

ど
、

目
に

見
え

る
行

動
の

変
化

が
み

ら
れ

た
。

0
4
-
0
0
2

4
1
2
2
7

1
2
/
2
7
-
1
2
/
2
9

(3
日

間
)

L
o
s 

pl
an

e
s 

de
 l
a 

B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

1
0

A
S
O

N
O

G
社

会
研

修
組

織
の

発
展

・
グ

ル
ー

プ
（
組

織
）
と

し
て

活
動

す
る

時
に

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

役
割

・
姿

勢
な

ど
を

参
加

者
よ

り
引

出
し

考
え

を
共

有
す

る
。

グ
ル

ー
プ

（
組

織
）
に

対
す

る
役

割
・

姿
勢

の
意

識
を

明
確

に
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
4
-
0
0
3

5
0
1
0
3

1
/
3
-
1
/
4

(2
日

間
)

L
o
s 

pl
an

e
s 

de
 l
a 

B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

1
1

A
S
O

N
O

G
社

会
研

修
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

各
メ

ン
バ

ー
が

自
分

の
役

割
を

認
識

し
、

そ
の

部
分

で
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

、
グ

ル
ー

プ
の

発
展

に
寄

与
す

る
知

識
を

得
る

こ
と

。
ジ

ェ
ン

ダ
ー

と
は

何
か

を
知

ら
せ

る
。

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

要
素

な
ど

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

と
は

何
か

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
4
-
0
0
4

5
0
1
0
5

1
/
5
-
3
/
1
4

(2
ヶ

月
)

L
o
s 

pl
an

e
s 

de
 l
a 

B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

1
2

D
o
n
 S

an
ti
ag

o
技

術
研

修
陶

器
生

産
基

礎
コ

ー
ス

粘
土

の
精

製
、

製
品

の
形

成
か

ら
火

入
れ

ま
で

陶
器

生
産

の
A

B
C

を
研

修
す

る

2
ヶ

月
で

あ
っ

た
が

、
女

性
た

ち
の

技
術

レ
ベ

ル
は

向
上

し
、

製
品

は
販

売
可

能
な

ま
で

に
良

く
な

っ
た

。
し

か
し

、
D

o
n

S
an

ti
ag

o
が

当
初

計
画

し
て

い
た

よ
う

に
は

行
か

ず
、

製
品

作
成

の
た

め
の

年
度

の
配

合
比

率
も

決
定

し
て

い
な

い
。

3
月

2
9
日

に
企

業
診

断
を

行
う

際
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

技
術

が
ど

の
程

度
の

も
の

か
自

己
診

断
を

行
う

。

0
4
-
0
0
5

5
0
1
0
6

1
/
6

(1
日

)
専

門
家

社
会

研
修

ジ
ェ

ン
ダ

ー
指

標
設

定
ジ

ェ
ン

ダ
ー

指
標

を
使

っ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
説

明

0
4
-
0
0
6

5
0
1
0
7

1
/
7

(1
日

)
専

門
家

社
会

研
修

ジ
ェ

ン
ダ

ー
基

礎
研

修
J
IC

A
現

地
職

員
や

市
役

所
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

を
対

象
に

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

は
何

か
を

知
ら

せ
る

た
め

の
研

修

0
4
-
0
0
7

5
0
1
1
4

1
/
1
4

(1
日

)
E
l 
J
ar

al
F
e
 y

 E
sp

e
ra

n
za

1
8

O
D

E
C

O
社

会
研

修
自

己
評

価
に

つ
い

て

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

期
間

９．研修一覧表
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ﾘ
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ｰ

ﾀ
ｰ

養
成

研
修

ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

が
社

会
研

修
を

実
施

で
き

る
よ

う
に

す
る

研
修

社
会

研
修

実
施

に
必

要
な

知
識

、
技

法
（
テ

ク
ニ

ッ
ク

）
、

手
法

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

の
研

修
実

施
で

、
更

に
経

験
を

積
み

よ
り

効
果

的
な

研
修

と
な

る
よ

う
研

鑽
し

て
も

ら
い

た
い

。

0
4
-
0
0
9
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2
1
4

2
/
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-
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6

(３
日

間
)

E
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1
5

P
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ye
c
to

(J
o
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e
,O

sc
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r)
技

術
研

修
製

紙

こ
の

グ
ル

ー
プ

は
印

刷
に

よ
り

収
入

を
上

げ
る

こ
と

を
計

画
し

て
い

る
が

、
シ

ャ
ツ

以
外

に
自

ら
作

っ
た

紙
か

ら
絵

葉
書

を
作

成
す

る
こ

と
を

考
え

て
お

り
、

そ
の

た
め

の
紙

作
り

で
あ

る
。

当
初

の
予

定
通

り
、

紙
す

き
技

術
の

基
本

が
習

得
し

た
。

ま
た

、
受

講
者

に
感

想
に

講
師

が
辛

抱
強

く
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え
て

く
れ

た
こ

と
に

対
す

る
感

謝
が

強
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示
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い
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。

0
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1
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2
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1

2
/
2
1
-
2
/
2
5

(5
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

 E
sp

e
ra

n
za

1
5

IN
F
O

P
技

術
研

修
ｼ
ﾙ
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ｽ
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ﾘ
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ﾝ
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ｸ
ﾘ
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ﾝ
で
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ツ
に
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様
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印

刷
す

る
技

術
を

習
得

す
る

。

ｼ
ﾙ

ｸ
ｽ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾝ
の

基
礎

技
術

は
習

得
し

た
。

た
だ

、
印

刷
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の
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が
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。
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技
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と
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作
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技
術

が
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に
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上

し
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に
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売
可

能
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に
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。
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け
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め
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う

け
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技
術

の
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を

研
修

女
性

た
ち

は
自

分
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ザ

イ
ン
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し

た
も

の
を

ろ
う

け
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め

で
き

る
よ

う
に
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た
。

た
だ

、
使

用
し

た
布

が
化

繊
で

あ
っ

た
た

め
、

ロ
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う
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く

乗
ら
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た

の
が
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省
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料
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る
。
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0
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3
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0
3
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B
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6
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術

研
修

灌
漑

設
備

設
置

簡
易

な
灌

漑
設

備
設

置
に

関
し

、
設

計
か

ら
施

工
ま

で
の

過
程

を
理

解
す

る
。

女
性

だ
け

で
は

な
く

、
男

性
も

参
加

し
て

灌
漑

設
備

の
設

置
と

そ
の

メ
イ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

つ
い

て
学

習
し

た
。

全
員

理
解

で
き

た
。

0
4
-
0
1
4

5
0
3
1
6

3
/
1
6

(1
日
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 d
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6
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P

X
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修
苗

木
植

え
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木
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植
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け
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法

を
学

ぶ
グ

ア
ヤ

バ
の

苗
木

の
植

え
つ

け
を

行
っ

た
。

0
4
-
0
1
5

5
0
3
1
6

3
/
1
6
-
3
/
1
7

(２
日

間
)

L
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P
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1
9
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F
O

P
社

会
研

修
製

パ
ン

、
社

会
研

修
を

含
む

女
性

に
モ

テ
ィ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

持
た

す
た

め
に

も
興

味
を

持
っ

て
い

る
製

パ
ン

講
習

を
実

施
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

実
際

に
ど

の
よ

う
な

か
か

わ
り

を
す

る
か

肌
で

体
験

し
て

も
ら

う
。

0
4
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0
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c
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持
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た
女

性
グ

ル
ー

プ
に

基
本

的
な

紙
す

き
技

術
を

伝
授

す
る

。

全
女

性
が

自
ら

の
手

で
紙

を
製

作
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
、

講
師

の
O

sc
ar

の
対

応
や

教
え

方
に

非
常

に
高

い
評

価
が

出
さ

れ
た

。
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
4
-
0
1
7

5
0
3
2
1

3
/
2
1
-
3
/
2
3

(3
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

E
M

A
N

U
E
L

8
S
al

va
do

re
n
as

技
術

研
修

ろ
う

け
つ

染
め

ろ
う

け
つ

染
め

の
実

践
技

術
を

実
際

に
商

品
開

発
に

携
わ

っ
た

女
性

か
ら

学
ぶ

。

自
然

染
料

の
藍

を
使

っ
た

各
種

デ
ザ

イ
ン

と
染

め
方

は
マ

ス
タ

ー
で

き
た

。
ま

た
、

合
理

的
な

活
動

や
経

済
を

頭
に

入
れ

た
製

作
な

ど
非

常
に

実
践

的
な

研
修

で
あ

っ
た

。

0
4
-
0
1
8

5
0
3
2
8

2
0
0
5
/
3
/
2
8

(1
日

)
S
an

ta
 R

o
sa

 d
e
 C

o
pa

n
P

R
A

F
-
J
IC

A
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄｽ

ﾀ
ｯ
ﾌ

?
A

S
O

N
O

G
社

会
研

修
自

己
評

価
と

動
機

付
け

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

を
対

象
に

、
サ

イ
ト

で
住

民
を

相
手

に
如

何
に

動
機

付
け

を
行

い
、

自
信

を
持

た
せ

る
か

そ
の

手
法

を
学

ぶ
。

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ﾌ
ﾟ

ﾛ
ﾓ

ｰ
ﾀ
ｰ

の
活

動
状

況
か

ら
判

断
し

た
い

。

0
4
-
0
1
9

5
0
3
2
9

3
/
2
9
-
3
/
3
1

(3
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(M
o
lin

o
)

M
u
je

re
s

T
ra

ba
ja

do
 p

o
r

u
n
 F

u
tu

ro
M

e
jo

r

?
P

R
A

F
技

術
研

修
製

粉
製

粉
業

を
実

際
に

行
っ

て
い

る
女

性
か

ら
、

製
粉

機
の

取
扱

い
、

維
持

管
理

、
帳

簿
付

け
、

企
業

運
営

を
学

ぶ
。

機
材

を
使

い
製

粉
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
4
-
0
2
0

5
0
3
2
9

3
/
2
9
-
3
/
3
1

(3
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(M
o
lin

o
)

(T
e
n
id

o
)

(P
an

ad
e
ri
a)

3
　

G
ru

po
s

?
IN

F
O

P
起

業
研

修
経

理
、

組
織

、
運

営
企

業
運

営
に

必
要

な
基

礎
知

識
(経

理
、

組
織

、
運

営
)を

学
ぶ

。

研
修

内
容

が
少

し
高

度
だ

っ
た

よ
う

で
理

解
度

が
低

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

次
回

か
ら

は
研

修
目

的
を

絞
り

内
容

を
容

易
に

し
た

も
の

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

再
度

、
研

修
を

か
け

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

0
4
-
0
2
1

5
0
3
3
0

3
/
3
0
-
4
/
2

(4
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

 E
sp

e
ra

n
za

?
P

ro
ye

c
to

技
術

研
修

ｼ
ﾙ

ｸ
ｽ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾝ
実

践
技

術
を

実
際

に
ｼ

ﾙ
ｸ
ｽ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾝ
を

生
業

に
し

て
い

る
技

術
者

か
ら

学
ぶ

。

ｼ
ﾙ

ｸ
ｽ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾝ
の

基
礎

知
識

・
技

術
を

習
得

し
簡

単
な

ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ
の

製
品

を
作

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
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研
修

一
覧

表
(2

0
0
5
年

度
)

コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

0
5
-
0
0
1

5
0
4
0
5

4
/
5
-
4
/
8

(4
日

間
）

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
7

O
sc

ar
技

術
研

修
P

ap
e
lin

作
成

の
基

本
的

技
術

を
伝

授
す

る
。

女
性

た
ち

に
今

ま
で

知
ら

な
か

っ
た

技
術

の
ひ

と
つ

を
紹

介
す

る
意

味
で

P
ap

e
lin

を
選

び
、

業
種

選
定

の
一

助
と

す
る

。

全
員

P
ap

e
lin

作
成

に
興

味
を

持
っ

た
。

研
修

後
は

瓦
作

り
と

共
に

起
業

業
種

と
し

て
こ

れ
を

考
え

て
い

る
。

0
5
-
0
0
2

5
0
4
0
5

4
/
5
-
4
/
8

(4
日

間
)

C
ru

z 
A

lt
a

A
rb

o
l 
de

 v
id

a
1
2

IN
F
O

P
技

術
研

修
製

パ
ン

技
術

製
パ

ン
技

術
を

向
上

さ
せ

、
事

業
と

し
て

や
っ

て
い

け
る

レ
ベ

ル
に

引
き

上
げ

る
。

IN
F
O

P
の

A
n
a
先

生
に

よ
る

研
修

で
、

前
回

と
同

じ
く
品

質
の

高
い

パ
ン

が
作

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
5
-
0
0
3

5
0
4
1
1

4
/
1
-
5
/
1
0

(４
0
日

間
)

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
la

 B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

1
0

田
村

、
M

at
e
o

技
術

研
修

陶
芸

・
短

期
専

門
家

に
よ

る
粘

土
の

取
り

扱
い

、
乾

燥
（
湿

気
の

管
理

）
、

焼
の

指
導

及
び

、
現

地
指

導
員

に
よ

る
型

を
使

っ
た

工
芸

品
の

作
成

指
導

。
・
製

品
を

安
く

多
種

類
作

る
た

め
の

方
法

と
し

て
型

枠
に

よ
る

製
品

製
造

を
学

ぶ
。

以
前

、
割

れ
の

発
生

率
が

７
０

％
を

越
え

て
い

た
が

、
か

な
り

改
善

さ
れ

た
。

今
後

も
割

れ
の

発
生

を
抑

え
て

質
の

良
い

陶
器

を
作

る
こ

と
に

心
が

け
て

欲
し

い
。

0
5
-
0
0
4

5
0
4
1
2

4
/
1
2
-
4
/
1
3

(2
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

6
IN

F
O

P
技

術
研

修
製

パ
ン

研
修

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
距

離
を

短
く

す
る

た
め

に
、

選
択

業
種

以
外

に
女

性
が

興
味

を
持

っ
て

い
る

研
修

を
実

施
す

る
。

研
修

で
製

作
課

題
と

し
て

い
た

種
類

の
パ

ン
を

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

0
5
-
0
0
5

5
0
4
2
1

4
/
1
4
-
4
/
1
6

(3
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
2
9

A
E
S
M

O
技

術
研

修
養

蜂
の

基
礎

技
術

を
伝

授
す

る

女
性

た
ち

が
安

心
し

て
蜂

を
取

り
扱

え
る

よ
う

に
す

る
。

本
格

的
な

研
修

は
IN

F
O

P
と

の
間

で
計

画
す

る
。

初
期

の
目

的
は

達
成

さ
れ

た
。

女
性

は
安

心
し

て
蜂

を
扱

う
こ

と
が

で
き

る
。

今
後

の
、

及
び

研
修

は
投

入
は

5
月

初
旬

に
会

議
を

開
き

決
定

0
5
-
0
0
6

5
0
4
1
4

4
/
2
1

(1
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

A
rb

o
l 
de

 v
id

a
1
6

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

自
己

評
価

に
つ

い
て

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
0
7

5
0
4
2
7

4
/
2
7
-
4
/
2
9

(3
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a

E
m

an
u
e
l

7
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

起
業

研
修

起
業

計
画

・
診

断
ｾ

ﾐﾅ
ｰ

事
業

の
計

画
・

診
断

の
実

施
す

る
。

事
業

開
始

か
ら

今
後

の
事

業
展

開
の

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟで

共
有

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
5
-
0
0
8

5
0
5
0
2

5
/
2
-
5
/
3

(2
日

間
)

T
ab

ló
n

In
ti
bu

ka
1
0

田
村

技
術

研
修

陶
芸

　
（
品

質
向

上
）

実
際

の
作

業
に

お
い

て
発

生
し

て
い

る
問

題
点

の
改

善
と

、
地

元
素

材
を

ど
う

生
か

し
た

製
品

の
ア

ド
バ

イ
ス

の
実

施

こ
の

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ

ﾟは
型

を
使

い
陶

器
を

作
っ

て
い

る
が

、
仕

上
げ

が
悪

い
。

タ
タ

ラ
板

を
つ

か
い

均
一

な
厚

さ
の

粘
土

を
作

る
こ

と
か

ら
仕

上
げ

の
質

を
上

げ
る

な
ど

の
方

法
を

指
導

し
た

。

0
5
-
0
0
9

5
0
5
0
3

5
/
3
-
5
/
4

(2
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

?
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

自
己

評
価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

ま
だ

受
動

的
な

活
動

に
留

ま
っ

て
い

る
。

今
後

も
、

粘
り

強
く
社

会
参

加
を

促
し

て
行

く
よ

う
な

心
配

り
が

必
要

。

0
5
-
0
1
0

5
0
5
0
9

5
/
9
-
5
/
1
0

(2
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

7
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

各
メ

ン
バ

ー
が

自
分

の
役

割
を

認
識

し
、

そ
の

部
分

で
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

、
グ

ル
ー

プ
の

発
展

に
寄

与
す

る
知

識
を

得
る

こ
と

。

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
1
1

5
0
5
0
9

5
/
9
-
5
/
1
3

(5
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a

E
m

an
u
e
l

1
2

M
at

e
o

技
術

研
修

染
色

ロ
ウ

ケ
ツ

、
藍

で
の

染
物

市
場

へ
出

せ
る

よ
う

な
質

の
レ

ベ
ル

で
の

試
作

品
を

作
成

す
る

。

染
め

に
関

し
て

は
商

品
と

し
て

出
せ

る
と

こ
ろ

ま
で

き
て

い
る

。
あ

と
は

、
ﾃ

ﾞ
ｻ

ﾞｲ
ﾝ
が

残
る

。

期
間

－89－



コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
5
-
0
1
2

5
0
5
0
9

5
/
9
-
5
/
1
3

(5
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

E
sp

e
ra

n
za

1
2

J
o
rg

e
技

術
研

修
ｼ
ﾙ

ｸ
ｽ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾝ
市

場
へ

出
せ

る
よ

う
な

質
の

レ
ベ

ル
で

の
試

作
品

を
作

成
す

る
。

習
得

し
た

技
術

で
ﾒ
ｲ

ﾝ
の

製
品

の
T
-

ｼ
ｬ
ﾂ

の
ﾌ
ﾟﾘ

ﾝ
ﾄ
は

で
き

る
が

、
売

れ
る

ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ

と
は

、
ま

だ
言

い
が

た
い

。
ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ
の

検
討

が
必

要
。

0
5
-
0
1
3

5
0
5
1
0

5
/
1
0

(１
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

1
7

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

自
己

評
価

に
つ

い
て

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
1
4

5
0
5
1
1

5
/
1
1
-
5
/
1
2

(２
日

間
)

L
a 

C
am

pa
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

自
己

評
価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
1
5

5
0
5
1
2

5
/
1
2
-
5
/
1
3

(２
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

A
rb

o
l 
de

 V
id

a
6

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

起
業

研
修

起
業

計
画

・
診

断
ｾ

ﾐﾅ
ｰ

事
業

の
計

画
・

診
断

の
実

施
す

る
。

事
業

開
始

か
ら

今
後

の
事

業
展

開
の

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟで

共
有

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
5
-
0
1
6

5
0
5
1
3

5
/
1
6

(１
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a

E
m

an
u
e
l

7
井

端
S
V

、
古

川
講

師
、

小
田

桐
起

業
研

修
原

価
計

算
及

び
実

際
の

ﾏ
ｰ

ｹ
ｯ
ﾄの

状
況

解
説

・
商

品
の

原
価

計
算

の
た

め
の

考
え

方
説

明
及

び
、

実
際

に
計

算
し

て
み

る
。

実
際

の
計

算
を

参
加

者
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
と

は
言

え
な

い
。

適
宜

、
ｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｲ
ｽ

が
必

要

0
5
-
0
1
7

5
0
5
1
3

5
/
1
6

(１
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

E
sp

e
ra

n
za

1
0

井
端

S
V

、
古

川
講

師
、

小
田

桐
技

術
研

修
原

価
計

算
及

び
実

際
の

ﾏ
ｰ

ｹ
ｯ
ﾄの

状
況

解
説

・
商

品
の

原
価

計
算

の
た

め
の

考
え

方
説

明
及

び
、

実
際

に
計

算
し

て
み

る
。

実
際

の
計

算
を

参
加

者
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
と

は
言

え
な

い
。

適
宜

、
ｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｲ
ｽ

が
必

要

0
5
-
0
1
8

5
0
5
1
7

5
/
1
7
-
5
/
1
8

(２
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(M
o
lin

o
)

M
u
je

re
s

T
ra

ba
ja

do
 p

o
r

u
n
 F

u
tu

ro
M

e
jo

r

9
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

自
己

評
価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
1
9

5
0
5
1
9

5
/
1
9
-
5
/
2
0

(２
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
6

IN
F
O

P
/
L
a 

P
az

技
術

研
修

ブ
ド

ウ
栽

培
に

係
わ

る
研

修
ブ

ド
ウ

収
穫

、
苗

木
植

付
、

剪
定

の
技

術
を

習
得

す
る

。
概

ね
習

得
し

た
。

0
5
-
0
2
0

5
0
5
2
5

5
/
2
5
-
5
/
2
7

(３
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

1
1

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

社
会

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

の
講

習
会

ﾄ
ｳ

ﾓ
ﾛ

ｺ
ｼ

の
皮

で
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

を
作

る
技

能
を

修
得

す
る

。
各

人
１

足
以

上
の

ｽ
ﾘ
ｯ
ﾊ

ﾟを
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
5
-
0
2
1

5
0
5
3
0

5
/
3
0
-
6
/
3

(5
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

A
rb

o
l 
de

 v
id

a
4

IN
F
O

P
/
S
.P

.S
技

術
研

修
市

場
で

売
れ

る
パ

ン
作

り
他

よ
り

大
き

く
安

い
パ

ン
の

製
造

の
た

め
の

ﾉｳ
ﾊ

ｳ
を

習
得

す
る

。
作

っ
た

パ
ン

の
殆

ど
が

売
れ

た
。

0
5
-
0
2
2

5
0
5
3
0

5
/
3
0
-
6
/
3

(5
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a

E
m

an
u
e
l

1
0

M
at

e
o

技
術

研
修

藍
染

ﾊ
ﾞﾝ

ﾀ
ﾞﾅ

品
質

指
導

A
S
O

N
O

か
ら

1
0
0
枚

の
藍

染
ﾊ

ﾞﾝ
ﾀ
ﾞﾅ

の
注

文
を

受
け

た
こ

と
か

ら
、

こ
の

機
会

を
利

用
し

て
品

質
向

上
を

進
め

る
。

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
2
3

5
0
6
0
1

6
/
1
-
6
/
3

(３
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

E
sp

e
ra

n
za

1
2

IN
F
O

P
/
S
.P

.S
起

業
研

修
コ

ス
ト

計
算

セ
ミ

ナ
ー

コ
ス

ト
計

算
の

基
礎

を
習

得
す

る
。

参
加

者
の

半
数

以
下

で
は

あ
る

が
コ

ス
ト

計
算

の
基

礎
を

習
得

で
き

た
。

0
5
-
0
2
4

5
0
6
0
1

6
/
1
-
6
/
3

(３
日

間
)

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
la

 B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

7
M

at
e
o

技
術

研
修

型
を

使
っ

た
陶

器
技

術
指

導
（
ｴ
ｱ

ｰ
ﾌ
ﾞﾗ

ｼ
）

ｴ
ｱ

ｰ
ﾌ
ﾞﾗ

ｼ
に

よ
る

色
付

け
作

業
を

お
ぼ

え
る

。
女

性
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟは

、
ｴ

ｱ
ｰ

ﾌ
ﾞﾗ

ｼ
を

使
い

色
付

け
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
5
-
0
2
5

5
0
6
0
2

6
/
2
-
6
/
3

(２
日

間
)

C
ru

z 
A

lt
a

N
u
e
va

 V
is

io
n

?
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

自
己

評
価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

－90－



コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
5
-
0
2
6

5
0
6
0
6

6
/
6

(１
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
7

A
E
S
M

O
技

術
研

修
養

蜂
害

虫
に

よ
る

被
害

の
防

止
策

他
の

技
術

指
導

特
に

、
害

虫
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
が

、
補

助
食

料
の

供
給

が
十

分
で

な
い

ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟが

あ
り

指
導

し
た

。

0
5
-
0
2
7

5
0
6
0
9

6
/
9
-
6
/
1
0
,

6
/
1
3

(3
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
?

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

自
己

評
価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
2
8

5
0
6
1
4

6
/
1
4
-
6
/
1
5

(2
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
?

九
笹

リ
ー

ダ
ー

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

動
機

付
け

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

を
対

象
に

、
サ

イ
ト

で
住

民
を

相
手

に
如

何
に

動
機

付
け

を
行

い
、

自
信

を
持

た
せ

る
か

そ
の

手
法

を
学

ぶ
。

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ﾌ
ﾟ

ﾛ
ﾓ

ｰ
ﾀ
ｰ

の
活

動
状

況
か

ら
判

断
し

た
い

。

0
5
-
0
2
9

5
0
6
1
5

6
/
1
5
-
6
/
1
7

(3
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(M
o
lin

o
)

M
u
je

re
s

T
ra

ba
ja

do
 p

o
r

u
n
 F

u
tu

ro
M

e
jo

r

?
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

起
業

研
修

内
規

作
り

研
修

事
業

を
開

始
す

る
に

あ
た

り
事

業
・
業

務
内

容
の

透
明

性
・
公

平
性

を
明

確
に

す
る

。

0
5
-
0
3
0

5
0
6
1
5

6
/
1
6

(１
日

間
)

(M
o
lin

o
)

?
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

動
機

付
け

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

を
対

象
に

、
サ

イ
ト

で
住

民
を

相
手

に
如

何
に

動
機

付
け

を
行

い
、

自
信

を
持

た
せ

る
か

そ
の

手
法

を
学

ぶ
。

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ﾌ
ﾟ

ﾛ
ﾓ

ｰ
ﾀ
ｰ

の
活

動
状

況
か

ら
判

断
し

た
い

。

0
5
-
0
3
1

5
0
6
2
0

6
/
2
0

(１
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a

E
m

an
u
e
l

4
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ｧ
ｼ
ﾘ
ﾃ
ｰ

ﾀ
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

0
5
-
0
3
2

5
0
6
2
1

6
/
2
1

(１
日

間
)

G
ra

c
ia

s
6

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

技
術

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

の
講

習
会

ﾄ
ｳ

ﾓ
ﾛ

ｺ
ｼ

の
皮

で
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

を
作

る
技

能
を

修
得

す
る

。
各

人
１

足
の

ｽ
ﾘ
ｯ
ﾊ

ﾟを
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
5
-
0
3
3

5
0
6
2
4

6
/
2
4

(１
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
?

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ｧ
ｼ
ﾘ
ﾃ
ｰ

ﾀ
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

0
5
-
0
3
4

5
0
6
2
8

6
/
2
8
-
6
/
2
9

(２
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a

E
m

an
u
e
l

8
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

自
己

評
価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
3
5

5
0
6
2
8

6
/
2
8
-
6
/
3
0

(３
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
u
n
 N

u
e
vo

P
ro

gr
e
so

7
P

ro
je

c
to

/
技

術
員

技
術

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

の
講

習
会

ﾄ
ｳ

ﾓ
ﾛ

ｺ
ｼ

の
皮

で
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

を
作

る
技

能
を

修
得

す
る

。
各

人
１

足
以

上
の

ｽ
ﾘ
ｯ
ﾊ

ﾟを
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
5
-
0
3
6

5
0
6
3
0

6
/
3
0

(１
日

間
)

C
ru

z 
A

lt
a

?
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ｧ
ｼ
ﾘ
ﾃ
ｰ

ﾀ
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

0
5
-
0
3
7

5
0
7
0
4

7
/
4
-
7
/
8

(５
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

E
sp

e
ra

n
za

V
al

le
 d

e
 C

o
pá

n
技

術
研

修
宝

石
装

飾
現

地
あ

る
陶

器
、

種
を

使
っ

た
腕

輪
、

首
飾

り
を

作
る

。
市

場
の

レ
ベ

ル
に

合
っ

た
商

品
を

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

0
5
-
0
3
8

5
0
7
0
4

7
/
4
-
7
/
6

(３
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
3

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

技
術

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

の
講

習
会

（
3
名

グ
ル

ー
プ

か
ら

選
出

し
、

次
回

の
講

習
の

講
師

助
手

な
っ

て
も

ら
う

）

ﾄ
ｳ

ﾓ
ﾛ

ｺ
ｼ

の
皮

で
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

を
作

る
技

能
を

修
得

す
る

。
3
名

と
も

基
本

の
技

術
を

備
え

る
こ

と
が

で
き

た
。
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
5
-
0
3
9

5
0
7
0
4

7
/
4
-
7
/
8

(４
日

間
)

L
a 

C
am

pa
P

ro
je

c
to

/
技

術
員

技
術

研
修

織
物

（
織

機
を

使
っ

た
平

織
り

）
手

動
機

織
り

機
を

使
っ

た
織

物
の

基
本

を
学

ぶ
こ

と
。

機
織

り
機

に
対

し
て

、
参

加
者

が
多

か
っ

た
の

と
、

機
織

り
機

の
調

整
に

時
間

が
係

り
過

ぎ
た

た
め

十
分

な
研

修
が

で
き

な
か

っ
た

。

0
5
-
0
4
0

5
0
7
0
6

7
/
6
-
7
/
8

(３
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
6

S
o
lid

al
id

a
In

te
rn

ac
io

n
al

技
術

研
修

手
漉

き
紙

を
使

っ
た

商
品

開
発

商
品

価
値

を
高

め
る

た
め

、
生

産
を

始
め

た
手

漉
き

の
紙

を
使

っ
た

製
品

を
試

作
研

修
す

る
。

手
漉

き
紙

を
使

っ
た

帽
子

、
写

真
額

な
ど

商
品

と
し

て
の

レ
ベ

ル
が

格
段

に
あ

が
っ

た
。

0
5
-
0
4
1

5
0
7
0
6

7
/
6
-
7
/
8

(３
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
u
n
 N

u
e
vo

P
ro

gr
e
so

7
C

o
le

gi
o
か

ら
の

研
修

生
2
名

生
活

改
善

研
修

生
活

衛
生

改
善

研
修

生
活

ゴ
ミ

、
生

活
水

、
人

体
、

家
畜

の
衛

生
基

本
知

識
と

ど
こ

お
り

な
く
終

了
で

き
た

。

0
5
-
0
4
2

5
0
7
1
1

7
/
1
1
-
7
/
1
2

(２
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(M
o
lin

o
)

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
ic

a
1
1

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

社
会

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

の
講

習
会

ﾄ
ｳ

ﾓ
ﾛ

ｺ
ｼ

の
皮

で
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

を
作

る
技

能
を

修
得

す
る

。
他

の
グ

ル
ー

プ
よ

り
出

来
上

が
り

の
質

が
高

い
。

0
5
-
0
4
3

5
0
7
1
2

7
/
1
2

(１
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
8

A
E
S
M

O
（
G

u
ill

e
rm

o
)

技
術

研
修

養
蜂

現
状

観
察

及
び

、
技

術
指

導
。

補
助

食
料

の
供

給
が

十
分

で
な

い
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟが

あ
り

指
導

し
た

。

0
5
-
0
4
4

5
0
7
1
3

7
/
1
3
-
7
/
1
4

(２
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

6
事

業
家

(R
ig

o
be

rt
o
)

技
術

研
修

灌
漑

設
備

に
関

す
る

研
修

グ
ア

バ
、

ブ
ド

ウ
の

灌
漑

施
設

設
置

に
関

す
る

技
術

指
導

今
後

、
必

要
な

灌
漑

の
た

め
の

知
識

を
習

得
で

き
た

。

0
5
-
0
4
5

5
0
7
1
3

7
/
1
3
-
7
/
1
5

(３
日

間
)

C
ru

z 
A

lt
a

N
u
e
va

 V
is

io
n

8
P

ro
je

c
to

/
技

術
員

社
会

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

の
講

習
会

ﾄ
ｳ

ﾓ
ﾛ

ｺ
ｼ

の
皮

で
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

を
作

る
技

能
を

修
得

す
る

。
再

度
、

研
修

し
質

の
向

上
を

計
る

必
要

が
あ

る
。

0
5
-
0
4
6

5
0
7
1
3

7
/
1
3
-
7
/
1
5

(３
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
u
n
 N

u
e
vo

P
ro

gr
e
so

6
O

C
D

H
I

（
S
r.
G

u
ill

e
rm

o
）

技
術

研
修

養
蜂

現
状

観
察

及
び

、
技

術
指

導
。

分
蜂

の
た

め
蜂

箱
を

増
や

す
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

0
5
-
0
4
7

5
0
7
1
6

7
/
1
6
-
7
/
1
7

(２
日

間
)

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ト

事
務

所
C

IC
A

I
織

物
の

学
校

技
術

研
修

（
補

完
研

修
）

機
織

り
C

IC
A

Iよ
り

購
入

し
た

機
織

り
機

の
調

整
調

整
完

了
。

0
5
-
0
4
8

5
0
7
1
8

7
/
1
8
-
7
/
2
2

(５
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

A
rb

o
l 
de

 v
id

a
IN

F
O

P
/
S
.P

.S
起

業
研

修
小

規
模

起
業

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
研

修

小
規

模
な

事
業

の
開

始
か

ら
運

営
ま

で
の

基
本

的
な

知
識

を
ト

ー
タ

ル
で

習
得

す
る

。

参
加

し
た

グ
ル

ー
プ

の
今

後
の

活
動

を
見

た
い

。

0
5
-
0
4
9

5
0
7
1
8

7
/
1
8
-
7
/
2
0

(３
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a

E
m

an
u
e
l

IN
F
O

P
/
S
.P

.S
起

業
研

修
小

規
模

起
業

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
研

修

小
規

模
な

事
業

の
開

始
か

ら
運

営
ま

で
の

基
本

的
な

知
識

を
ト

ー
タ

ル
で

習
得

す
る

。

参
加

し
た

グ
ル

ー
プ

の
今

後
の

活
動

を
見

た
い

。

0
5
-
0
5
0

5
0
7
1
8

7
/
1
8
-
7
/
2
3

(５
日

間
)

G
ra

c
ia

s

L
e
m

pi
ra

県
T
o
n
to

lo
村

C
ru

z 
A

lt
a村

O
lo

m
in

a村
B

u
e
n
o
s 

A
ir
e
s

村

3
日

間
で

、
延

べ
3
0
人

参
加

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

販
売

実
習

商
品

の
持

ち
込

み
展

示
、

販
売

活
動

を
実

際
の

現
場

で
体

験
学

習
す

る
。

F
e
ri
a(

お
祭

り
）

に
模

擬
店

を
出

し
、

実
際

の
販

売
を

知
る

こ
と

。

商
品

の
展

示
の

上
手

さ
が

販
売

率
に

影
響

す
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

ま
た

、
商

品
の

売
れ

筋
を

実
際

の
販

売
で

確
認

で
き

た
。

0
5
-
0
5
1

5
0
7
1
9

7
/
1
9
-
7
/
2
0

(２
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(M
o
lin

o
)

M
u
je

re
s

T
ra

ba
ja

do
 p

o
r

u
n
 F

u
tu

ro
M

e
jo

r

?
P

ro
je

c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

人
間

関
係

事
件

後
、

結
束

が
強

く
な

っ
て

き
た

グ
ル

ー
プ

へ
基

本
的

な
人

間
関

係
の

講
和

を
中

心
に

研
修

す
る

。

参
加

し
た

グ
ル

ー
プ

の
今

後
の

活
動

を
見

た
い

。

0
5
-
0
5
2

5
0
7
2
5

7
/
2
5
-
7
/
2
7

(３
日

間
)

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
la

 B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

?
IN

F
O

P
/
S
.P

.S
起

業
研

修
小

規
模

起
業

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
研

修

小
規

模
な

事
業

の
開

始
か

ら
運

営
ま

で
の

基
本

的
な

知
識

を
ト

ー
タ

ル
で

習
得

す
る

。

参
加

し
た

グ
ル

ー
プ

の
今

後
の

活
動

を
見

た
い

。

0
5
-
0
5
3

5
0
7
2
6

7
/
2
6
-
7
/
2
9

(４
日

間
)

L
a 

C
am

pa
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
5

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

技
術

研
修

織
物

（
織

機
を

使
っ

た
平

織
り

）

第
2
回

目
手

動
機

織
り

機
を

使
っ

た
織

物
の

基
本

を
学

ぶ
こ

と
。

幅
3
0
*
１

０
０

ｃ
ｍ

の
織

物
を

作
り

上
げ

た
。

研
修

後
、

女
性

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟの

み
で

織
物

を
作

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

0
5
-
0
5
4

5
0
8
0
1

8
/
1
-
8
/
1
2

(1
0
日

間
:

実
働

日
)

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
la

 B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

6
事

業
家

P
o
r 

V
e
n
ir

E
lis

a 
E
va

c
e
da

技
術

研
修

技
術

ア
ド

バ
イ

ス
商

品
の

一
部

に
割

れ
の

発
生

率
が

高
い

物
が

あ
り

、
こ

の
部

分
の

補
修

・
改

善
研

修
位

置
づ

け

講
師

の
指

導
、

ｱ
ﾄﾞ

ﾊ
ﾞｲ

ｽ
に

よ
り

割
れ

の
発

生
率

が
軽

減
さ

れ
た

。
作

成
1
0
4
、

割
れ

７
、

発
生

率
７

％
。

満
足

の
行

く
結

果
で

あ
る

。
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
5
-
0
5
5

5
0
8
0
3

8
/
3

（
1
日

間
）

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
6

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

自
己

評
価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
5
6

5
0
0
8
0
5

8
/
5

（
1
日

間
）

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

A
rb

o
l 
de

 V
id

a
5

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

自
己

評
価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
5
7

5
0
0
8
0
9

8
/
9
-
8
/
1
3

(5
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

E
sp

e
ra

n
za

7
V

al
le

 d
e
 C

o
pá

n
技

術
研

修
デ

ザ
イ

ン
新

規
ﾃ

ﾞｻ
ﾞｲ

ﾝ
の

発
想

ｱ
ｲ
ﾃ

ﾞｱ
を

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾙ

を
使

い
指

導
。

斬
新

で
ｲ
ﾝ
ﾊ

ﾟｸ
ﾄの

あ
る

ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ
を

見
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
、

女
性

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ

ﾟが
独

自
に

ど
こ

ま
で

作
れ

か
様

子
を

見
た

い
。

0
5
-
0
5
8

5
0
0
8
0
9

8
/
9
-
8
/
1
1

(3
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
9

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

技
術

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

の
講

習
会

ﾄ
ｳ

ﾓ
ﾛ

ｺ
ｼ

の
皮

で
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

を
作

る
技

能
を

修
得

す
る

。

・
各

人
2
足

の
ｽ

ﾘ
ｯ
ﾊ

ﾟを
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
子

供
用

も
作

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

な
っ

た
。

0
5
-
0
5
9

5
0
0
8
0
9

8
/
9
-
8
/
1
9

(1
0
日

間
:

実
働

日
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

6
P

ro
je

c
to

/
技

術
員

技
術

研
修

織
物

（
織

機
を

使
っ

た
平

織
り

）
手

動
機

織
り

機
を

使
っ

た
織

物
の

基
本

を
学

ぶ
こ

と
。

機
織

り
機

の
使

い
方

の
習

得
ま

で
、

ま
だ

時
間

が
か

か
る

。
縦

糸
の

張
り

方
、

横
糸

の
締

め
方

な
ど

習
得

度
は

５
０

％
程

度
で

、
満

足
行

く
も

の
で

は
な

い
。

女
性

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟの

み
の

で
織

物
作

成
に

は
、

ま
だ

研
修

が
必

要
と

考
え

る
。

0
5
-
0
6
0

5
0
0
8
1
1

8
/
1
1

(１
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(M
o
lin

o
)

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
ic

a
?

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

社
会

研
修

人
間

関
係

持
続

的
事

業
活

動
の

た
め

グ
ル

ー
プ

へ
の

基
本

的
な

人
間

関
係

の
講

和
を

中
心

に
研

修
す

る
。

参
加

し
た

グ
ル

ー
プ

の
今

後
の

活
動

を
見

た
い

。

0
5
-
0
6
1

5
0
0
8
1
6

8
/
1
6
-
8
/
1
8

(3
日

間
)

C
ru

z 
A

lt
a

N
u
e
va

 V
is

io
n

6
P

ro
je

c
to

/
技

術
員

技
術

研
修

第
2
回

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

の
講

習
会

ﾄ
ｳ

ﾓ
ﾛ

ｺ
ｼ

の
詰

め
を

密
に

、
先

端
及

び
、

踵
の

形
を

で
き

る
限

り
滑

ら
か

な
円

に
す

る
よ

う
注

意
す

市
場

で
の

販
売

レ
ベ

ル
に

な
っ

た
。

習
得

度
・
７

０
％

0
5
-
0
6
2

5
0
0
8
1
7

8
/
1
7

(１
日

間
)

7
0

M
u
je

re
s 

h
ac

ia
u
n
 N

u
e
vo

P
ro

gr
e
so

6
O

C
D

H
I

（
S
r.
G

u
ill

e
rm

o
）

技
術

研
修

養
蜂

現
状

観
察

及
び

、
技

術
指

導
。

0
5
-
0
6
3

5
0
0
8
1
9

8
/
1
9

(１
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

7
F
P

X
/
O

N
G

P
e
dr

o
技

術
研

修
グ

ア
バ

現
状

観
察

及
び

、
技

術
指

導
。

0
5
-
0
6
4

5
0
0
8
2
2

8
/
2
2
-
8
/
2
6

(5
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

A
rb

o
r 

de
 V

id
a

5
IN

F
O

P
/
S
.P

.S
技

術
研

修
製

パ
ン

技
術

（
ク

ッ
キ

ー
）

押
し

型
を

使
っ

た
ク

ッ
キ

ー
の

試
作

・
製

作
研

修
。

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞと

し
て

日
本

の
鳩

ｻ
ﾌ
ﾞﾚ

ー
に

近
い

ｸ
ｯ
ｷ

ｰ
（
手

前
味

噌
か

？
）
が

で
き

た
。

0
5
-
0
6
5

5
0
0
8
2
2

8
/
2
2
-
8
/
2
6

(5
日

間
)

L
a 

C
am

pa
T
E
J
P

A
5

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

技
術

研
修

織
物

（
織

機
を

使
っ

た
平

織
り

）

第
2
回

目
手

動
機

織
り

機
を

使
っ

た
織

物
の

基
本

を
学

ぶ
こ

と
。

幅
3
0
*
１

０
０

ｃ
ｍ

の
織

物
を

作
り

上
げ

た
。

研
修

後
、

女
性

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟの

み
で

織
物

を
作

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

0
5
-
0
6
6

5
0
0
8
2
4

8
/
2
4
-
8
/
2
6

(3
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
?

A
E
S
M

O
技

術
研

修
養

蜂
蜂

箱
の

管
理

を
学

ぶ
講

師
に

よ
る

と
一

連
の

蜂
箱

の
管

理
作

業
を

実
施

し
た

と
の

こ
と

。

0
5
-
0
6
7

5
0
8
2
7

8
/
2
7
-
8
/
2
8

(２
日

間
)

S
an

ta
 R

o
sa

 d
e

C
o
pá

n

各
グ

ル
ー

プ
か

ら
代

表
が

一
同

に
集

ま
る

。
2
5

P
ro

je
c
to

・
販

売
実

習
・
グ

ル
ー

プ
リ

ダ
ー

会
議

・
商

品
の

持
ち

込
み

展
示

、
販

売
活

動
を

実
際

の
現

場
で

体
験

学
習

す
る

。
・
グ

ル
ー

プ
代

表
に

よ
る

活
動

報
告

他

・
F
e
ri
a(

お
祭

り
）
に

模
擬

店
を

出
し

、
実

際
の

販
売

を
知

る
こ

と
。

・
他

の
グ

ル
ー

プ
の

活
動

を
知

り
、

参
考

に
で

き
る

と
こ

ろ
は

取
り

入
れ

る
。

相
互

の
情

報
交

換
。

・
商

品
の

展
示

の
上

手
さ

が
販

売
率

に
影

響
す

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
ま

た
、

商
品

の
売

れ
筋

を
実

際
の

販
売

で
確

認
で

き
た

。
・
い

く
つ

か
の

グ
ル

ー
プ

は
、

後
日

訪
問

し
あ

う
こ

と
を

話
し

あ
っ

て
い

た
。

－93－



コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
5
-
0
6
8

5
0
0
8
3
0

8
/
3
0
-
9
/
1
0

(約
2
週

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

1
0

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

技
術

研
修

織
物

（
織

機
を

使
っ

た
平

織
り

）

手
動

機
織

り
機

を
使

っ
た

織
物

の
基

本
を

学
ぶ

こ
と

。
縦

糸
が

自
分

た
ち

で
ｾ

ｯ
ﾃ

ｨﾝ
ｸ
ﾞで

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

縦
糸

が
切

れ
、

結
ん

だ
と

こ
ろ

が
ダ

マ
に

な
っ

て
き

た
な

い
。

ま
だ

、
ま

だ
、

基
本

技
能

の
習

得
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。

0
5
-
0
6
9

5
0
0
9
0
7

9
/
7
-
9
/
9

(3
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

1
0

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

社
会

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ

の
皮

で
作

る
ｻ

ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

に
ﾐ

ﾆ
ﾁ

ｭ
ｱ

版
を

作
り

ｷ
ｰ

ﾎ
ﾙ

ﾀ
ﾞｰ

を
作

る
。

参
加

者
全

員
が

作
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
5
-
0
7
0

5
0
0
9
2
3

9
/
2
3

(１
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

7
P

e
dr

o
/
農

牧
省

技
術

研
修

グ
ア

バ
現

状
観

察
及

び
、

技
術

指
導

。

0
5
-
0
7
1

5
0
0
9
2
7

9
/
2
7

(１
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

?
M

ar
io

/
IN

F
O

P
E
sp

e
ra

n
za

技
術

研
修

ブ
ド

ウ
栽

培
に

係
わ

る
研

修
現

状
観

察
及

び
、

技
術

指
導

。

0
5
-
0
7
2

5
0
0
9
3
0

9
/
2
7
-
9
/
2
9

(3
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

1
0

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

社
会

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

9
月

3
0
日

、
1
0
月

1
日

の
2
日

間
で

行
わ

れ
る

日
本

-
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
7
0

周
年

記
念

行
事

で
模

擬
店

を
出

す
た

め
の

商
品

製
作

及
び

、
品

質
向

上
を

計
る

商
品

製
作

の
過

程
で

、
一

部
省

略
し

て
作

っ
た

た
め

強
度

が
十

分
で

な
い

部
分

を
発

見
し

改
善

し
た

。

0
5
-
0
7
3

5
0
0
9
2
7

9
/
3
0
-
1
0
/
2

(3
日

間
)

C
o
pa

n
 R

u
in

as

C
o
pá

n
県

C
ar

ri
za

lo
n
村

L
a 

P
in

ta
da

村
A

gu
a 

C
al

in
e
te

村
(P

an
ad

e
rí

a,
T
e
n
id

o
)

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
la

 B
re

a村
L
a 

J
ar

al
村

1
5

P
ro

je
c
to

/
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ﾀ
ｰ

販
売

実
習

商
品

の
持

ち
込

み
展

示
、

販
売

活
動

を
実

際
の

現
場

で
体

験
学

習
す

る
。

F
e
ri
a(

お
祭

り
）

に
模

擬
店

を
出

し
、

実
際

の
販

売
を

知
る

こ
と

。

商
品

の
展

示
の

上
手

さ
が

販
売

率
に

影
響

す
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

ま
た

、
商

品
の

売
れ

筋
を

実
際

の
販

売
で

確
認

で
き

た
。

0
5
-
0
7
4

5
0
1
0
0
4

1
0
/
0
4
-

1
1
/
1
9

(4
5
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

1
0

In
st

ru
c
to

ra
 d

e
T
o
go

pa
la

技
術

研
修

織
物

（
織

機
を

使
っ

た
平

織
り

）

●
機

械
の

操
作

、
ﾒ
ﾝ

ﾃ
ﾅ

ﾝ
ｽ

を
習

得
す

る
。

●
幅

の
広

い
織

物
を

作
れ

る
よ

う
に

な
る

。
●

商
品

に
ﾊ

ﾞﾗ
ｴ

ﾃ
ｨ
ｰ

を
持

た
せ

る
。

概
ね

目
標

を
達

成
し

た
。

0
5
-
0
7
5

5
0
1
0
0
4

1
0
/
4
-
1
0
/
7

(4
日

間
)

L
a 

C
am

pa
?

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟﾒ

ﾝ
ﾊ

ﾞｰ
が

講
師

技
術

研
修

刺
繍

0
5
-
0
7
6

5
0
1
0
0
5

1
0
/
5

(1
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(M
o
lin

o
)

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
ic

a
6

P
ro

je
c
to

/
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

0
5
-
0
7
7

5
0
1
0
0
6

1
0
/
5
-
1
0
/
6

(2
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
8

A
E
S
M

O
G

ill
e
rm

o
 &

 A
n
to

n
ia

技
術

研
修

養
蜂

現
状

観
察

及
び

、
技

術
指

導
。

0
5
-
0
7
8

5
0
1
0
0
5

1
0
/
6

(1
日

間
)

C
h
im

is

P
u
ro

de
sa

rr
o
llo

m
at

ar
as

c
e
n
tr

o

1
2

P
ro

je
c
to

/
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

0
5
-
0
7
9

5
0
1
0
1
3

1
0
/
1
3
-

1
0
/
1
4

(2
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

A
rb

o
l 
de

 V
id

a
4

IN
F
O

P
 S

.P
.S

技
術

研
修

製
パ

ン
技

術
（
ク

ッ
キ

ー
）

●
ﾋ
ﾟｰ

ﾅ
ｯ
ﾂ

、
ｺ
ﾞﾏ

、
ﾚ

ﾓ
ﾝ

、
ｺ
ｺ
ﾅ

ｯ
ﾂ

、
ｺ
ｰ

ﾋ
ｰ

の
5
種

類
の

ｸ
ｯ
ｷ

ｰ
を

作
れ

る
よ

う
に

な
る

。

ｺ
ﾊ

ﾟﾝ
ﾙ

ｲ
ﾅ

ｽ
市

の
ｶ
ﾌ
ｪﾃ

ﾘ
ｱ

が
試

し
に

置
い

て
く
れ

る
事

に
な

っ
た

。
1
枚

卸
値

　
3
.0

0
L
ps

0
5
-
0
8
0

5
0
1
0
1
4

1
0
/
1
4

(1
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

7
P

ro
je

c
to

/
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
5
-
0
8
1

5
0
1
0
1
7

1
0
/
1
7
-

1
0
/
1
9

(3
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(M
o
lin

o
)

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
ic

a
P

R
A

F
/
 C

h
o
lt
e
c
a

S
r.
 H

e
c
to

r
技

術
研

修
製

粉
製

粉
機

の
安

全
な

使
用

法
、

取
り

扱
い

、
そ

し
て

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
仕

方
を

学
ぶ

。

以
前

、
機

材
納

入
業

者
よ

り
指

導
を

受
け

て
い

た
が

、
簡

単
な

説
明

だ
っ

た
が

、
3
日

間
の

研
修

で
必

要
な

取
り

扱
い

方
法

及
び

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
方

法
を

習
得

で
き

た
。

0
5
-
0
8
2

5
0
1
0
1
8

1
0
/
1
8
-

1
0
/
2
0

(3
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
6

P
ro

je
c
to

/
技

術
研

修
手

漉
き

紙
を

使
っ

た
商

品
開

発
商

品
に

バ
ラ

エ
テ

ィ
ー

を
持

た
せ

、
販

売
量

を
増

や
す

。
商

品
と

し
て

十
分

市
場

に
出

せ
る

レ
ベ

ル
の

物
が

で
き

あ
が

っ
た

。

0
5
-
0
8
3

5
0
1
0
1
9

1
0
/
1
9

(１
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
u
n
 N

u
e
vo

P
ro

gr
e
so

8
P

ro
je

c
to

/
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

0
5
-
0
8
4

5
0
1
0
2
0

1
0
/
2
0

(１
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(C
o
n
fi
te

)
E
l 
M

an
an

ti
al

?
P

ro
je

c
to

/
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

0
5
-
0
8
5

5
0
1
0
2
0

1
0
/
2
0

(１
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

7
P

e
dr

o
/
農

牧
省

技
術

研
修

グ
ア

バ
現

状
観

察
及

び
、

技
術

指
導

。

0
5
-
0
8
6

5
0
1
0
2
6

1
0
/
2
6

(1
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
u
n
 N

u
e
vo

P
ro

gr
e
so

6
O

C
D

H
I

（
G

u
ill

e
rm

o
）

技
術

研
修

養
蜂

現
状

観
察

及
び

、
技

術
指

導
。

0
5
-
0
8
7

5
0
1
0
2
7

1
0
/
2
7

(1
日

間
)

C
ar

ru
za

lo
n

(A
lf
ar

e
ri
a)

M
ay

a 
C

h
o
rt

is
?

P
ro

je
c
to

/
社

会
研

修
自

己
評

価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
8
8

5
0
1
0
3
1

1
0
/
2
7

(1
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
8

Ａ
Ｅ

Ｓ
Ｍ

Ｏ
（
G

u
ill

e
rm

o
）

技
術

研
修

養
蜂

現
状

観
察

及
び

、
技

術
指

導
。

0
5
-
0
8
9

5
0
1
0
2
7

1
0
/
3
1
-
1
1
/
4

(5
日

間
)

P
ro

m
o
to

re
s

(M
e
M

 p
ro

je
c
to

y 
D

i-
M

u
je

r)
1
4

IN
F
O

P
(F

e
rn

an
do

)
起

業
研

修
小

規
模

起
業

に
関

す
る

知
識

・
実

際
の

習
得

。

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

の
人

た
ち

に
、

小
規

模
起

業
に

関
す

る
基

礎
知

識
を

習
得

し
て

も
ら

い
、

担
当

す
る

グ
ル

ー
プ

に
適

切
・
的

確
な

ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

経
験

豊
富

な
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
か

ら
内

容
が

基
礎

過
ぎ

、
参

考
に

な
ら

な
い

と
の

コ
メ

ン
ト

が
で

た
が

、
本

来
の

目
的

は
起

業
の

基
礎

に
習

熟
し

現
場

の
レ

ベ
ル

に
あ

っ
た

ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
で

き
た

と
い

う
こ

と
は

目
的

を
達

成
し

て
い

る
と

考
え

る
。

マ
イ

ク
ロ

ク
レ

ジ
ッ

ト
な

ど
の

少
し

事
業

が
進

ん
だ

と
き

に
必

要
に

な
る

研
修

は
、

時
期

を
見

て
再

度
、

研
修

を
実

施
し

た
い

。

0
5
-
0
9
0

5
0
1
1
0
9

1
1
/
9

(1
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
6

P
ro

je
c
to

/
技

術
研

修
手

漉
き

紙
を

使
っ

た
商

品
開

発
商

品
に

バ
ラ

エ
テ

ィ
ー

を
持

た
せ

、
販

売
量

を
増

や
す

。

0
5
-
0
9
1

5
0
1
1
1
5

1
1
/
1
5

(1
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
9

Ａ
Ｅ

Ｓ
Ｍ

Ｏ
（
G

u
ill

e
rm

o
）

技
術

研
修

養
蜂

現
状

観
察

及
び

、
技

術
指

導
。

0
5
-
0
9
2

5
0
1
1
1
5

1
1
/
1
5
-

1
1
/
1
6

(2
日

間
)

C
h
im

is

P
u
ro

de
sa

rr
o
llo

m
at

ar
as

c
e
n
tr

o

?
P

ro
je

c
to

/
社

会
研

修
自

己
評

価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
0
9
3

5
0
1
1
1
7

1
1
/
1
6

(1
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(C
o
n
fi
te

)
E
l 
M

an
an

ti
al

?
IN

F
O

P
A

n
a,

 K
o
jim

a
技

術
研

修
飴

製
造

現
地

で
手

に
入

る
材

料
の

調
査

等
次

回
、

ゴ
マ

な
ど

を
使

っ
た

飴
製

品
の

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
5
-
0
9
4

5
0
1
1
1
6

1
1
/
1
7

(1
日

間
)

C
ru

z 
A

lt
a

N
u
e
va

 V
is

io
n

?
IN

F
O

P
A

n
a,

 K
o
jim

a
技

術
研

修
製

パ
ン

技
術

経
済

的
な

パ
ン

の
製

法
習

得
及

び
、

パ
ン

デ
ア

フ
ォ

の
製

法
習

得
。

経
済

的
な

パ
ン

（
ト

ル
タ

）
は

、
販

売
価

格
が

１
．

０
Ｌ

ｐ
ｓ
に

対
し

、
原

材
料

０
．

５
Ｌ

ｐ
ｓ
で

十
分

利
益

が
あ

が
る

。
パ

ン
デ

ア
ホ

は
地

元
の

ホ
テ

ル
で

興
味

を
し

め
し

て
い

る
。

0
5
-
0
9
5

5
0
1
1
2
2

1
1
/
2
2

(1
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

7
P

e
dr

o
/
農

牧
省

技
術

研
修

グ
ア

バ
現

状
観

察
及

び
、

技
術

指
導

。

0
5
-
0
9
6

5
0
1
1
2
3

1
1
/
2
3
-

1
1
/
2
4

(2
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
1
4

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

M
at

e
o

技
術

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

グ
ル

ー
プ

が
作

る
サ

ン
ダ

ル
の

品
質

を
市

場
で

販
売

で
き

る
レ

ベ
ル

ま
で

引
上

げ
る

。

・
形

が
揃

わ
ず

、
ま

だ
研

修
が

必
要

と
す

る
。

0
5
-
0
9
7

5
0
1
1
2
9

1
1
/
2
9
-

1
1
/
3
0

(2
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(C
o
n
fi
te

)
E
l 
M

an
an

ti
al

1
2

IN
F
O

P
A

n
a,

 K
o
jim

a
技

術
研

修
飴

製
造

地
元

に
あ

る
材

料
を

使
っ

て
数

種
類

の
飴

を
作

る
。

・
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
の

市
場

で
出

回
っ

て
い

る
レ

ベ
ル

の
飴

は
作

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
1
2
月

1
日

の
Ｆ

ｅ
ｒｉ

ａ
で

作
っ

た
飴

の
ほ

と
ん

ど
が

売
れ

た
と

の
こ

と
。

・
今

後
、

彼
女

ら
が

得
た

収
入

か
ら

原
材

料
を

買
い

そ
ろ

え
、

事
業

を
継

続
的

に
運

営
し

て
行

け
る

か
が

鍵
と

な
る

。

0
5
-
0
9
8

5
0
1
1
3
0

1
1
/
3
0
-
1
2
/
2

(3
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
1
4

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

M
at

e
o

技
術

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

サ
ン

ダ
ル

の
品

質
向

上
の

た
め

の
研

修
を

再
度

実
施

す
る

。
・
販

売
で

き
る

レ
ベ

ル
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

0
5
-
0
9
9

5
0
1
2
1
3

1
2
/
1
3
-

1
2
/
1
7

(3
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
1
4

C
R

E
C

E
R

社
会

研
修

・
自

己
評

価
、

グ
ル

ー
プ

と
し

て
の

活
動

、
問

題
解

決
の

た
め

の
研

修

グ
ル

ー
プ

と
し

て
事

業
を

持
続

的
に

運
営

す
る

た
め

の
能

力
の

一
部

を
身

に
つ

け
る

。

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
1
0
0

5
0
1
2
1
3

1
2
/
1
3
-

1
2
/
1
7

(3
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

?
C

R
E
C

E
R

社
会

研
修

・
自

己
評

価
、

グ
ル

ー
プ

と
し

て
の

活
動

、
問

題
解

決
の

た
め

の
研

修

グ
ル

ー
プ

と
し

て
事

業
を

持
続

的
に

運
営

す
る

た
め

の
能

力
の

一
部

を
身

に
つ

け
る

。

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
1
0
1

5
0
1
2
1
3

1
2
/
1
3
-

1
2
/
1
7

(3
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(C
o
n
fi
te

)
E
l 
M

an
an

ti
al

6
C

R
E
C

E
R

社
会

研
修

・
自

己
評

価
、

グ
ル

ー
プ

と
し

て
の

活
動

、
問

題
解

決
の

た
め

の
研

修

グ
ル

ー
プ

と
し

て
事

業
を

持
続

的
に

運
営

す
る

た
め

の
能

力
の

一
部

を
身

に
つ

け
る

。

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
1
0
2

5
0
1
2
1
3

1
2
/
1
3
-

1
2
/
1
7

(3
日

間
)

C
ru

z 
A

lt
a

N
u
e
va

 V
is

io
n

1
2

C
R

E
C

E
R

社
会

研
修

・
自

己
評

価
、

グ
ル

ー
プ

と
し

て
の

活
動

、
問

題
解

決
の

た
め

の
研

修

グ
ル

ー
プ

と
し

て
事

業
を

持
続

的
に

運
営

す
る

た
め

の
能

力
の

一
部

を
身

に
つ

け
る

。

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
1
0
3

5
0
1
2
2
0

1
2
/
2
0

(1
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
1
4

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

の
パ

ン
グ

ル
ー

プ
か

ら
2
名

技
術

研
修

一
般

消
費

用
の

パ
ン

製
造

自
分

た
ち

で
材

料
を

揃
え

、
パ

ン
を

焼
け

る
よ

う
に

な
る

。
Ｓ

Ｅ
Ｎ

ＩＴ
Ａ

（
メ

ロ
ン

パ
ン

）
を

焼
け

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
5
-
1
0
4

5
0
1
2
2
1

1
2
/
2
1
-

1
2
/
2
3

(3
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
1
4

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

M
at

e
o

技
術

研
修

ﾄｳ
ﾓ

ﾛ
ｺ
ｼ
の

皮
で

作
る

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

グ
ル

ー
プ

が
作

る
サ

ン
ダ

ル
の

品
質

を
市

場
で

販
売

で
き

る
レ

ベ
ル

ま
で

引
上

げ
る

。

C
o
pa

n
R

u
in

as
市

で
行

わ
れ

た
Ｆ

ｅ
ｒｉ

ａ
で

5
足

売
れ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

品
質

は
十

分
で

な
い

と
の

連
絡

を
受

け
て

い
る

。

0
5
-
1
0
5

5
0
1
2
2
1

1
2
/
2
1
-

1
2
/
2
3

(3
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
6

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

J
o
rg

e
技

術
研

修
手

漉
き

紙
を

使
っ

た
製

品
の

開
発

・
し

お
り

、
等

し
お

り
製

作
の

た
め

の
枠

を
使

っ
た

商
品

他
の

作
成

研
修

型
紙

が
、

反
っ

て
し

ま
っ

た
た

め
出

来
上

が
り

の
サ

イ
ズ

、
形

が
違

う
も

の
が

あ
る

。
型

紙
の

改
善

が
必

要
。

0
5
-
1
0
6

5
0
0
1
1
1

1
/
1
1

(1
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
6

P
ro

je
c
to

/
技

術
員

J
o
rg

e
技

術
研

修
J
IC

A
依

頼
の

し
お

り
の

作
成

（
版

画
印

刷
）

マ
ヤ

文
字

や
マ

ヤ
関

連
の

版
画

を
彫

り
、

手
漉

き
紙

の
し

お
り

に
印

刷
す

る
。

手
漉

き
紙

の
仕

上
が

り
が

凸
凹

し
て

い
る

と
イ

ン
ク

が
乗

り
に

く
い

。
（
し

か
し

、
凸

凹
の

方
が

味
が

あ
る

）
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
5
-
1
0
7

5
0
0
1
1
7

1
/
1
7

(1
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
1
3

P
ro

je
c
to

/
H

e
yd

y
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。
会

計
を

自
分

た
ち

で
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。
会

計
の

実
際

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
5
-
1
0
8

5
0
0
1
1
8

1
/
1
8

(1
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

?
P

e
dr

o
/
農

牧
省

技
術

研
修

グ
ア

バ
に

係
わ

る
研

修
現

状
観

察
及

び
、

技
術

指
導

。

0
5
-
1
0
9

5
0
0
1
1
9

1
/
1
9

(1
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

1
9

P
ro

je
c
to

/
H

e
yd

y
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。
会

計
を

自
分

た
ち

で
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。
会

計
の

実
際

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
5
-
1
1
0

5
0
0
1
2
4

1
/
2
4

(1
日

間
)

C
ar

ru
za

lo
n

(A
lf
ar

e
ri
a)

M
ay

a 
C

h
o
rt

is
7

P
ro

je
c
to

/
H

e
yd

y
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。
会

計
を

自
分

た
ち

で
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。
会

計
の

実
際

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
5
-
1
1
1

5
0
0
1
2
6

1
/
2
6

(1
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
m

u
je

r 
te

jie
n
do

e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i

2
P

ro
je

c
to

/
J
o
rg

e
起

業
研

修
原

材
料

（
糸

）
の

買
出

し
体

験
実

習

持
続

的
な

事
業

展
開

の
た

め
の

原
材

料
買

付
け

の
手

順
を

学
び

、
自

分
た

ち
で

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

サ
イ

ト
か

ら
注

文
し

、
商

品
が

手
に

入
る

ま
で

の
手

順
を

学
ん

だ
。

0
5
-
1
1
2

5
0
0
1
3
0

1
/
1
6
-
3
/
3
1

7
5
日

間
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a

E
m

an
u
e
l

6
吉

田
S
V

技
術

研
修

染
色

天
然

素
材

に
よ

る
試

作
品

作
り

、
染

物
を

生
か

し
た

新
製

品
の

開
発

等

天
然

素
材

に
よ

る
染

め
技

術
確

立
。

ロ
ウ

ケ
ツ

、
絞

り
で

の
染

物
技

術
向

上
と

新
製

品
の

開
発

0
5
-
1
1
3

5
0
0
2
0
3

2
/
3

(1
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
u
sa

)
 -

?
P

ro
je

c
to

/
H

e
yd

y
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。
会

計
を

自
分

た
ち

で
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。
会

計
の

実
際

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
5
-
1
1
4

5
0
0
2
0
7

2
/
7
-
2
/
8

(2
日

間
)

C
ar

ru
za

lo
n

(A
lf
ar

e
ri
a)

M
ay

a 
C

h
o
rt

is
?

P
ro

je
c
to

/
H

e
yd

y
社

会
研

修
自

己
評

価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
1
1
5

5
0
0
2
0
9

2
/
9

(1
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

8
IN

F
O

P
/
G

ra
c
ia

s
技

術
研

修
グ

ア
バ

他
の

果
実

を
使

っ
た

ジ
ャ

ム
の

作
り

方
講

習
会

現
地

で
収

穫
で

き
る

果
実

を
使

い
長

期
保

存
が

利
く
加

工
品

の
製

造
方

法
を

習
得

す
る

。

皮
ご

と
加

工
し

た
ジ

ャ
ム

（
ブ

ツ
ブ

ツ
感

が
あ

る
）
と

滑
ら

か
な

ジ
ャ

ム
を

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

0
5
-
1
1
6

5
0
0
2
0
9

2
/
9
-
2
/
1
0

(2
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
u
sa

)
 -

?
P

ro
je

c
to

/
H

e
yd

y
社

会
研

修
自

己
評

価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
1
1
7

5
0
0
2
0
9

2
/
9
-
2
/
1
0

(2
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

E
sp

e
ra

n
za

6
M

ar
vi

n
/
起

業
家

技
術

研
修

シ
ル

ク
ス

ク
リ

ー
ン

写
真

製
版

の
よ

う
な

実
物

に
近

い
デ

ザ
イ

ン
の

印
刷

技
術

習
得

。
T
-
シ

ャ
ツ

の
位

置
決

め
等

。

色
の

グ
ラ

デ
ュ

エ
ー

シ
ョ

ン
技

法
を

学
ん

だ
。
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
5
-
1
1
8

5
0
0
2
1
3

2
/
7
-
4
/
2
2

（
7
4
日

間
）

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
la

 B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

7
田

村
、

M
at

e
o

技
術

研
修

陶
芸

・
生

産
さ

れ
る

商
品

の
品

質
が

向
上

し
、

消
費

者
の

嗜
好

に
あ

っ
た

も
の

に
な

る
。

0
5
-
1
1
9

5
0
0
2
1
6

2
/
1
6

(1
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

E
sp

e
ra

n
za

6
吉

見
短

期
専

門
家

技
術

研
修

シ
ル

ク
ス

ク
リ

ー
ン

デ
ザ

イ
ン

の
作

り
方

自
然

に
あ

る
葉

、
花

を
題

材
に

ス
ケ

ッ
チ

か
ら

デ
ザ

イ
ン

へ
変

化
さ

せ
商

品
に

使
え

る
よ

う
に

す
る

。

各
自

ひ
と

つ
の

デ
ザ

イ
ン

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
5
-
1
2
0

5
0
0
2
1
6

2
/
1
6
-
2
/
1
7

(2
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(C
o
n
fi
te

)
E
l 
M

an
an

ti
al

?
P

ro
je

c
to

/
H

e
yd

y
社

会
研

修
自

己
評

価

一
般

的
に

農
村

女
性

は
自

分
に

対
す

る
評

価
が

低
い

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

是
正

す
る

た
め

に
自

分
の

価
値

に
気

づ
い

て
も

ら
う

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞ

ﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
5
-
1
2
1

5
0
0
2
1
7

2
/
1
7

(1
日

間
)

C
h
im

is

P
u
ro

de
sa

rr
o
llo

m
at

ar
as

c
e
n
tr

o

1
1

In
g.

 G
ile

rm
o

技
術

研
修

ヤ
ギ

の
飼

育
・
分

娩
前

、
分

娩
後

の
介

護
・
飼

育
技

術
・
薬

の
投

薬

ヤ
ギ

の
飼

育
技

術
を

学
ぶ

。
（
観

察
方

法
、

注
射

の
処

方
な

ど
）

研
修

の
後

、
ゲ

ー
ム

方
式

で
知

識
の

確
認

を
し

た
が

正
解

率
は

1
0
0
％

0
5
-
1
2
2

5
0
0
2
1
8

2
/
1
8

(1
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
u
n
 N

u
e
vo

P
ro

gr
e
so

7
O

C
D

H
I

（
G

u
ill

e
rm

o
）

技
術

研
修

養
蜂

現
状

観
察

及
び

、
技

術
指

導
。

0
5
-
1
2
3

5
0
0
2
2
3

2
/
2
1
-
2
/
2
3

(3
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

E
sp

e
ra

n
za

6
吉

見
短

期
専

門
家

技
術

研
修

シ
ル

ク
ス

ク
リ

ー
ン

新
デ

ザ
イ

ン
に

よ
る

製
品

加
デ

ザ
イ

ン
の

置
き

方
、

色
使

い
を

習
得

す
る

。

0
5
-
1
2
4

5
0
0
3
0
2

3
/
2

(1
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

IN
F
O

P
技

術
研

修
ブ

ド
ウ

栽
培

の
基

本
知

識
と

栽
培

地
の

診
断

栽
培

地
が

ブ
ド

ウ
に

適
し

て
い

る
か

ど
う

か
の

確
認

と
早

急
に

対
応

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
事

項
の

ﾁ
ｪｯ

ｸ

0
5
-
1
2
5

5
0
0
3
0
3

3
/
3

(1
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(M
o
lin

o
)

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
ic

a
P

ro
ye

c
to

技
術

研
修

製
粉

機
の

基
本

的
維

持
技

術

製
粉

機
は

丈
夫

で
あ

る
が

、
修

理
に

お
金

が
か

か
る

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

知
識

上
げ

る
こ

と
を

目
的

に
し

た
。

ま
た

、
デ

ィ
ス

ク
の

研
磨

の
方

法
も

伝
授

す
る

。

0
5
-
1
2
6

5
0
0
3
0
7

3
/
7

(1
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

(M
o
lin

o
)

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
ic

a
P

ro
ye

c
to

（
H

e
yd

y)
起

業
研

修
起

業
運

営
上

必
要

な
経

理
や

議
事

録
の

つ
け

方

概
ね

経
理

は
で

き
て

い
る

が
、

そ
の

再
確

認
と

内
部

で
の

貸
し

出
し

金
の

管
理

記
入

方
法

の
伝

授
。

定
例

会
の

議
事

録
の

記
入

を
教

え
る

。

0
5
-
1
2
7

5
0
0
3
0
8

3
/
8

(1
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

F
P

X
/
O

N
G

P
e
dr

o
技

術
研

修
グ

ア
ヤ

バ
栽

培
で

農
薬

噴
霧

の
際

の
基

礎
知

識
の

実
技

グ
ア

ヤ
バ

農
園

の
点

検
と

農
薬

を
噴

霧
す

る
際

の
知

識
と

実
技

予
定

通
り

の
研

修
を

終
了

し
た

。
栽

培
地

は
病

虫
害

の
少

な
い

と
こ

ろ
で

あ
る

た
め

、
大

量
に

薬
剤

を
噴

霧
す

る
と

果
実

が
汚

染
す

る
こ

と
及

び
コ

ス
ト

が
か

さ
む

こ
と

か
ら

、
仮

に
病

虫
害

が
出

て
も

霧
吹

き
で

行
う

こ
と

を
薦

め
た

。
圃

場
の

状
態

は
良

好
で

あ
る

。

0
5
-
1
2
8

5
0
0
3
0
8

3
/
8
-
3
/
9

(2
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
P

ro
ye

c
to

(Y
o
sh

im
i)

技
術

研
修

紙
製

品
の

多
様

化
の

た
め

の
新

技
術

導
入

付
加

価
値

の
大

き
な

新
製

品
の

導
入

で
、

そ
の

製
作

工
程

を
教

え
る

。

新
し

く
ミ

シ
ン

で
紙

を
縫

い
合

わ
せ

た
製

品
の

紹
介

を
行

い
、

一
連

の
工

程
を

理
解

し
て

も
ら

っ
た

。

0
5
-
1
2
9

5
0
0
3
1
4

3
/
1
4
-
3
/
1
7

(4
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
IN

F
O

P
技

術
研

修
新

製
品

作
成

に
必

要
な

縫
製

基
礎

技
術

新
製

品
に

は
縫

製
技

術
が

不
可

欠
で

あ
る

た
め

、
ミ

シ
ン

で
ま

っ
す

ぐ
縫

い
、

カ
ー

ブ
縫

い
、

ジ
グ

ザ
グ

縫
い

の
技

術
指

導
と

ミ
シ

ン
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

教
師

と
生

徒
の

間
で

不
和

が
認

め
ら

れ
た

が
、

、
結

果
と

し
て

は
6
人

中
2
人

が
目

的
を

達
成

し
た

と
の

報
告

を
受

け
た

。

0
5
-
1
3
0

5
0
0
3
1
6

3
/
1
6

(1
日

間
)

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
la

 B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

P
ro

ye
c
to

(Y
o
sh

im
i)

技
術

研
修

陶
器

の
デ

ザ
イ

ン
研

修
陶

器
の

新
製

品
開

発
の

た
め

の
デ

ザ
イ

ン
研

修

－98－



コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
5
-
1
3
1

5
0
0
3
1
7

3
/
1
7

(1
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(M
o
lin

o
)

E
l 
M

an
an

ti
al

P
ro

ye
c
to

技
術

研
修

製
粉

機
の

基
本

的
維

持
技

術

製
粉

機
は

丈
夫

で
あ

る
が

、
修

理
に

お
金

が
か

か
る

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

知
識

上
げ

る
こ

と
を

目
的

に
し

た
。

ま
た

、
デ

ィ
ス

ク
の

研
磨

の
方

法
も

伝
授

す
る

。

講
師

は
若

者
で

あ
っ

た
が

、
研

修
内

容
は

非
常

に
良

か
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
経

済
的

な
製

粉
機

の
運

用
な

ど
も

教
え

た
。

グ
リ

ー
ス

が
な

く
て

油
さ

し
が

で
き

な
か

っ
た

。
鉄

や
す

り
が

な
く

て
（
支

給
し

て
い

る
)、

デ
ィ

ス
ク

の
研

磨
を

教
え

ら
れ

な
か

っ
た

。

0
5
-
1
3
2

5
0
0
3
2
1

3
/
2
1
-
3
/
2
2

(2
日

間
)

C
ar

ri
za

lo
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
la

 M
ie

l
P

ro
ye

c
to

(G
u
iｌｌ

e
rm

o
)

技
術

研
修

蜂
蜜

収
穫

研
修

蜂
蜜

の
収

穫
を

適
期

に
至

っ
た

蜂
枠

の
選

択
か

ら
瓶

詰
め

ま
で

の
一

連
の

過
程

を
習

得
す

る

蜂
箱

に
オ

ス
蜂

が
多

く
お

り
，

不
労

生
活

者
が

蜜
だ

け
を

消
費

し
て

お
り

、
収

穫
す

る
だ

け
の

量
が

な
か

っ
た

。
そ

の
た

め
、

一
般

技
術

研
修

に
切

り
替

え
た

。

0
5
-
1
3
3

5
0
0
3
2
1

3
/
2
1
-
3
/
2
2

(2
日

間
)

C
h
im

is

P
u
ro

de
sa

rr
o
llo

m
at

ar
as

c
e
n
tr

o

F
in

c
a 

C
h
o
rt

i
技

術
研

修
ヤ

ギ
飼

育
研

修

ヤ
ギ

飼
育

に
利

用
さ

れ
て

い
る

餌
の

栽
培

方
法

や
餌

を
得

る
た

め
に

導
入

さ
れ

て
い

る
傾

斜
地

耕
作

を
学

ぶ

0
5
-
1
3
4

5
0
0
3
2
7

3
/
2
7
-
3
/
3
1

(5
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
io

n
 d

e
D

io
s

IN
F
O

P
, 
L
a 

P
az

技
術

研
修

ぶ
ど

う
栽

培
技

術

ブ
ド

ウ
栽

培
に

関
す

る
基

礎
知

識
と

技
術

を
L
a

P
az

で
実

際
に

栽
培

し
て

い
る

圃
場

で
学

習
す

る
。

集
中

研
修

。

0
5
-
1
3
5

5
0
0
3
2
7

3
/
2
8
-
4
/
7

(1
1
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

E
sp

e
ra

n
za

P
ro

ye
c
to

(R
e
in

a)
技

術
研

修
シ

ル
ク

ス
ク

リ
ー

ン
技

術
向

上

女
性

た
ち

の
シ

ル
ク

ス
ク

リ
ー

ン
技

術
を

平
均

化
す

る
た

め
の

研
修

。
ま

た
、

新
製

品
作

成
を

通
し

て
品

質
管

理
も

行
う

。

0
5
-
1
3
6

6
0
4
2
5

3
/
2
5
-

5
0

(在
任

3
ヶ

月
）

L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í,

7
N

ao
m

i 
N

O
Z
A

K
I

(J
O

C
V

)
技

術
研

修
機

織
研

修
機

織
の

技
術

の
向

上

集
中

的
な

指
導

の
お

か
げ

で
、

デ
ザ

イ
ン

の
向

上
、

外
国

人
好

み
の

配
色

。
技

術
の

向
上

、
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

等
が

達
成

さ
れ

た

－99－



研
修

一
覧

表
(2

0
0
6
年

度
)

コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

0
6
-
0
0
1

6
0
4
2
1

4
/
2
1

(1
日

間
）

L
a 

P
in

ta
da

(T
u
sa

)
 M

u
je

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

ab
ri
e
n
do

 B
re

c
h
a

1
8

P
ro

ye
c
to

起
業

研
修

原
価

計
算

の
実

際
を

知
る

。

価
格

に
、

原
材

料
費

（
染

料
、

絵
の

具
、

糸
な

ど
）
、

工
賃

、
運

送
代

が
含

ま
れ

る
こ

と
な

ど
を

学
び

、
現

在
の

価
格

が
適

正
か

判
断

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
。

参
加

者
の

多
く
は

理
解

し
た

。

0
6
-
0
0
2

6
0
4
2
6

4
/
2
6

(1
日

間
）

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
ió

n
 d

e
 D

io
s

4
P

e
dr

o
/
農

牧
省

技
術

研
修

苗
木

の
作

り
方

の
研

修

苗
木

を
増

や
し

、
植

え
更

に
耕

作
面

積
を

増
や

せ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

ま
た

、
苗

木
を

販
売

す
る

こ
と

も
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

参
加

者
は

、
苗

木
を

作
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
6
-
0
0
3

6
0
4
2
7

4
/
2
7

(1
日

間
）

C
ar

ri
za

ló
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
 l
a 

M
ie

l
5

IN
F
O

P
(A

n
a,

 K
o
jim

a)
技

術
研

修
ク

ッ
キ

ー
と

ス
ポ

ン
ジ

ケ
ー

キ
が

作
れ

る
よ

う
に

な
る

。
作

れ
る

パ
ン

の
種

類
を

増
や

す
こ

と
。

パ
ン

を
作

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

が
、

今
後

も
練

習
し

て
上

手
に

な
る

こ
と

が
必

要
。

0
6
-
0
0
4

6
0
4
2
7

4
/
2
7

(1
日

間
）

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
ió

n
 d

e
 D

io
s

4
C

ab
an

a
で

活
動

し
て

い
る

グ
ル

ー
プ

技
術

研
修

傾
斜

地
で

の
効

率
の

良
い

耕
作

法
傾

斜
地

農
法

を
知

り
、

現
地

で
活

用
す

る
。

0
6
-
0
0
5

6
0
4
2
7

4
/
2
7

(1
日

間
）

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
 u

n
N

u
e
vo

 P
ro

gr
e
so

5
C

ab
an

a
で

活
動

し
て

い
る

グ
ル

ー
プ

技
術

研
修

傾
斜

地
で

の
効

率
の

良
い

耕
作

法
傾

斜
地

農
法

を
知

り
、

現
地

で
活

用
す

る
。

0
6
-
0
0
6

6
0
5
0
4

5
/
4
-
5
/
5

(2
日

間
）

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

E
B

E
N

E
Z
E
R

3
P

ro
ye

c
to

(K
u
za

sa
 y

 K
u
ro

da
)

技
術

研
修

シ
ュ

ー
ク

リ
ー

ム
、

バ
ナ

ナ
ケ

ー
キ

の
作

り
方

を
学

ぶ

こ
れ

ま
で

の
種

類
か

ら
更

に
、

バ
ラ

エ
テ

ィ
ー

を
増

や
し

、
販

売
促

進
を

目
指

す
。

目
的

の
品

物
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

が
、

今
後

も
続

け
て

作
り

品
質

の
向

上
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

0
6
-
0
0
7

6
0
5
0
5

5
/
5

(1
日

間
）

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
 l
a 

B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

8
P

ro
ye

c
to

(A
le

x)
起

業
研

修
原

価
計

算
の

実
際

を
知

る
。

原
価

計
算

の
エ

レ
メ

ン
ト

と
し

て
考

え
ら

れ
る

粘
土

、
運

搬
代

、
工

賃
な

ど
必

要
な

も
の

を
拾

い
出

し
、

計
算

の
考

え
方

を
学

ぶ
。

参
加

者
全

員
が

、
原

価
計

算
の

必
要

性
を

理
解

で
き

た
。

0
6
-
0
0
8

6
0
5
0
9

5
/
9
-
5
/
1
1

(３
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
5

P
ro

ye
c
to

(J
o
rg

e
)

技
術

研
修

ミ
シ

ン
の

操
作

法
及

び
運

針
直

線
、

曲
線

新
製

品
（
手

漉
き

紙
に

落
ち

葉
な

ど
）
が

商
品

と
し

て
販

売
で

き
る

レ
ベ

ル
に

な
る

ペ
ダ

ル
が

満
足

に
踏

め
る

状
態

で
は

な
い

。

0
6
-
0
0
9

6
0
5
1
3

5
/
1
3

(1
日

間
）

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
 u

n
N

u
e
vo

 P
ro

gr
e
so

6
O

C
D

H
I

（
S
r.
G

u
ill

e
rm

o
）

技
術

研
修

養
蜂

ダ
ニ

の
駆

除
法

を
学

ぶ
こ

と
。

参
加

者
は

、
駆

除
法

を
学

ん
だ

が
、

実
施

の
現

場
で

の
定

期
的

な
駆

除
を

実
践

す
る

よ
う

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

の
訪

問
が

必
要

。

0
6
-
0
1
0

6
0
5
1
6

5
/
1
6

(1
日

間
）

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

E
l 
J
ar

al
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

(M
o
lin

o
, 
P

an
ad

e
ri
a 

y
T
e
n
id

o
)

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
 l
a 

B
re

a
以

上
、

5
グ

ル
ー

プ
　

各
3

名
　

計
1
8
名

ー
1
8

IN
F
O

P
(D

an
u
bi

a)
起

業
研

修
接

客
法

接
客

の
方

法
を

学
び

、
顧

客
の

確
保

や
拡

大
を

目
指

す
。

後
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
で

、
実

際
に

売
り

手
と

買
い

手
に

分
か

れ
、

学
ん

だ
こ

と
を

実
践

し
、

講
師

、
参

加
者

が
評

価
し

ア
ド

バ
イ

ス
を

与
え

今
後

の
参

考
と

し
た

。

0
6
-
0
1
1

6
0
5
1
7

5
/
1
7

(1
日

間
）

C
ru

z 
A

lt
a

S
an

 M
an

u
e
l 
C

o
lo

h
e
te

O
lo

m
in

a
T
o
n
to

lo
以

上
　

4
グ

ル
ー

プ
各

3
名

　
計

1
2
名

ー
1
2

IN
F
O

P
(D

an
u
bi

a)
起

業
研

修
接

客
法

接
客

の
方

法
を

学
び

、
顧

客
の

確
保

や
拡

大
を

目
指

す
。

後
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
で

、
実

際
に

売
り

手
と

買
い

手
に

分
か

れ
、

学
ん

だ
こ

と
を

実
践

し
、

講
師

、
参

加
者

が
評

価
し

ア
ド

バ
イ

ス
を

与
え

今
後

の
参

考
と

し
た

。

期
間

－100－



コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
6
-
0
1
2

6
0
5
1
9

5
/
1
9

(1
日

間
）

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
 l
a 

B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

7
P

ro
ye

c
to

(I
ve

th
, 
H

e
yd

y 
y 

A
le

x)
社

会
研

修
自

己
評

価
、

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
、

グ
ル

ー
プ

強
化

事
業

が
順

調
に

進
展

し
、

グ
ル

ー
プ

の
中

で
の

偏
り

だ
し

た
パ

ワ
ー

バ
ラ

ン
ス

を
是

正
す

る
た

め
。

状
況

は
改

善
さ

れ
、

グ
ル

ー
プ

強
化

に
つ

な
が

っ
た

。

0
6
-
0
1
3

6
0
5
1
9

5
/
1
9

(1
日

間
）

S
an

 M
an

u
e
l 
C

o
lo

h
e
te

(C
o
n
fi
te

)
E
l 
M

an
an

ti
al

5
C

ar
it
as

技
術

研
修

各
種

飴
、

菓
子

の
製

造
法

研
修

地
元

で
手

に
入

る
材

料
を

使
い

、
色

々
な

飴
や

お
菓

子
を

作
り

、
持

続
的

な
事

業
活

動
に

す
る

た
め

。

原
材

料
費

を
抑

え
、

た
く

さ
ん

の
種

類
の

製
品

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
6
-
0
1
4

6
0
5
2
4

5
/
2
4

(1
日

間
）

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
ió

n
 d

e
 D

io
s

3
P

e
dr

o
/
農

牧
省

技
術

研
修

グ
ア

バ
現

状
観

察
及

び
、

技
術

指
導

。

0
6
-
0
1
5

6
0
6
0
2

6
/
2

(1
日

間
）

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

E
B

E
N

E
Z
E
R

3
P

ro
ye

c
to

(Y
in

y 
y 

K
u
za

sa
)

技
術

研
修

シ
ュ

ー
ク

リ
ー

ム
復

習
及

び
誕

生
日

用
の

ケ
ー

キ
作

り
を

学
ぶ

グ
ル

ー
プ

か
ら

希
望

が
出

た
ケ

ー
キ

作
り

と
シ

ュ
ー

ク
リ

ー
ム

の
復

習
実

習
を

行
う

。

ど
ち

ら
の

商
品

も
商

品
レ

ベ
ル

を
市

場
レ

ベ
ル

に
向

上
さ

せ
る

た
め

繰
り

返
し

の
練

習
が

必
要

。

0
6
-
0
1
6

6
0
6
0
5

6
/
5
-
6
/
8

(4
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
5

L
u
z 

M
ar

ia
技

術
研

修

ミ
シ

ン
の

操
作

法
及

び
運

針
直

線
、

曲
線

を
復

習
し

、
エ

プ
ロ

ン
、

か
ば

ん
、

ス
カ

ー
ト

を
作

る
。

向
上

し
た

技
術

に
よ

り
、

紙
の

新
商

品
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

講
師

の
研

修
工

夫
や

研
修

者
の

熱
意

も
あ

り
、

目
覚

し
い

向
上

が
見

ら
れ

た
。

0
6
-
0
1
7

6
0
6
1
5

6
/
1
5

(1
日

間
）

C
h
im

is
P

u
ro

 d
e
sa

rr
o
llo

M
at

ar
as

 C
e
n
tr

o
2
2

E
lm

e
r 

C
h
av

e
z

(I
n
st

ru
c
to

r 
de

A
S
O

H
N

P
L
A

F
A

社
会

研
修

●
家

族
計

画
な

し
に

よ
る

人
生

の
可

能
性

。
●

家
族

計
画

の
方

法

家
族

計
画

を
通

じ
た

家
族

、
女

性
が

よ
り

良
い

人
生

を
歩

む
た

め
の

知
識

の
一

部
を

得
る

。

参
加

者
の

多
く

は
理

解
し

た
が

、
実

際
の

生
活

に
は

、
カ

ト
リ

ッ
ク

の
教

え
が

重
く

の
し

か
か

っ
て

い
る

。

0
6
-
0
1
8

6
0
6
1
6

6
/
1
6

(1
日

間
）

S
an

 M
an

u
e
l 
C

o
lo

h
e
te

(C
o
n
fi
te

)
E
l 
M

an
an

ti
al

5
P

ro
je

c
to

/
K
u
za

sa
起

業
研

修
封

筒
ゲ

ー
ム

起
業

ｼ
ｭ
ﾐﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

研
修

実
施

に
封

筒
を

作
る

作
業

を
と

お
し

、
会

社
登

録
、

初
期

投
資

、
商

品
製

作
、

販
売

の
実

施
を

知
り

起
業

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
く
る

こ
と

。
会

計
を

自
分

た
ち

で
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

事
業

開
始

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

を
知

り
起

業
を

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞを

作
る

こ
と

が
で

き
た

。
会

計
の

実
際

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
6
-
0
1
9

6
0
6
2
0

6
/
2
0
-
6
/
2
1

(2
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

E
B

E
N

E
Z
E
R

3
P

ro
je

c
to

/
H

e
yd

y
技

術
研

修
ラ

ン
グ

ド
シ

ャ
の

作
り

を
再

度
実

習
し

た
。

ラ
ン

グ
ド

シ
ャ

の
作

り
を

再
度

作
成

し
、

押
し

印
な

ど
を

使
い

、
更

に
商

品
価

値
・
品

質
を

高
め

た
。

ど
ち

ら
の

商
品

も
商

品
レ

ベ
ル

を
市

場
レ

ベ
ル

に
向

上
さ

せ
る

た
め

繰
り

返
し

の
練

習
が

必
要

。

0
6
-
0
2
0

6
0
6
2
2

6
/
2
2
-
6
/
2
3

(2
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
 u

n
N

u
e
vo

 P
ro

gr
e
so

5

C
ru

z 
A

lt
aの

パ
ン

グ
ル

ー
プ

か
ら

2
名

M
ar

ía
 O

m
c
ar

n
ac

io
n

P
e
re

z
N

at
al

ia
 S

an
to

s

技
術

研
修

ト
ル

タ
（
ス

ポ
ン

ジ
ケ

ー
キ

）
、

セ
ミ

ー
タ

（
メ

ロ
ン

パ
ン

）
の

作
り

方
の

研
修

養
蜂

の
閑

散
期

、
代

替
活

動
と

し
て

可
能

な
業

種
の

研
修

ト
ル

タ
、

セ
ミ

ー
タ

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
6
-
0
2
1

6
0
6
2
6

6
/
2
6
-
6
/
3
0

(5
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
4

P
ro

je
c
to

/
J
o
rg

e
技

術
研

修
ミ

シ
ン

で
落

ち
葉

を
縫

付
け

た
商

品
、

箱
物

他
の

製
作

研
修

手
漉

き
紙

を
使

っ
た

、
各

種
新

製
品

の
品

質
向

上
及

び
、

市
場

調
査

に
持

ち
込

む
た

め
の

製
品

を
作

る
。

参
加

者
の

半
分

の
人

が
、

ミ
シ

ン
を

ま
だ

使
い

こ
な

し
て

お
ら

ず
、

生
産

ス
ピ

ー
ド

が
上

が
ら

な
い

。
ま

た
、

う
ま

く
ミ

シ
ン

を
使

え
な

い
と

ラ
イ

ン
が

揃
わ

ず
均

一
し

た
品

質
に

な
ら

な
い

。

0
6
-
0
2
2

6
0
6
3
0

6
/
3
0

(1
日

間
)

C
h
im

is
P

u
ro

 d
e
sa

rr
o
llo

M
at

ar
as

 C
e
n
tr

o
4

J
o
se

 F
ri
pe

 G
o
m

e
z

技
術

研
修

生
後

5
ヶ

月
の

山
羊

を
解

体
し

た
。

山
羊

解
体

及
び

肉
調

理
研

修
自

分
た

ち
で

、
解

体
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

0
6
-
0
2
3

6
0
7
0
3

7
/
3
-
7
/
7

(5
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

4
L
u
z 

M
ar

ia
技

術
研

修
ミ

シ
ン

の
操

作
法

及
び

運
針

を
学

び
、

課
題

の
製

品
を

作
り

技
術

を
学

ぶ
。

ミ
シ

ン
の

操
作

法
及

び
運

針
を

学
び

か
ば

ん
、

ス
カ

ー
ト

、
サ

マ
ー

ド
レ

ス
な

ど
を

作
る

。
将

来
的

に
は

、
自

分
た

ち
で

染
め

用
の

商
品

素
材

を
作

れ
る

よ
う

に
な

る
。

で
き

た
課

題
の

で
き

は
、

商
品

と
し

て
販

売
で

き
る

レ
ベ

ル
に

あ
る

。
今

後
も

、
練

習
し

技
術

を
習

熟
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
6
-
0
2
4

6
0
7
2
2

7
/
2
2

(1
日

間
)

T
o
n
to

lo
O

lo
m

in
as

の
男

性
た

ち
8

A
S
O

N
O

G
社

会
研

修
自

己
評

価
と

動
機

付
け

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

他

●
自

分
自

身
に

自
信

が
持

て
る

よ
う

に
な

る
こ

と
（
自

発
的

活
動

、
積

極
性

な
ど

）
。

●
女

性
た

ち
の

活
動

に
ど

う
協

力
し

て
ゆ

け
ば

よ
い

の
か

。

●
積

極
的

に
話

し
合

い
に

参
加

す
る

な
ど

、
目

に
見

え
る

行
動

の
変

化
が

み
ら

れ
た

。
●

特
に

、
家

族
に

支
え

ら
れ

自
分

が
生

き
て

い
る

と
再

確
認

し
た

よ
う

だ
。

0
6
-
0
2
5

6
0
7
2
4

7
/
2
4

(1
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
ió

n
 d

e
 D

io
s

4
S
o
lo

da
lid

ad
In

te
rn

at
io

n
al

技
術

研
修

有
機

堆
肥

の
作

り
方

現
地

で
た

だ
で

手
に

入
る

落
ち

葉
や

家
畜

の
糞

尿
を

利
用

し
堆

肥
を

作
る

。

0
6
-
0
2
6

6
0
7
2
4

7
/
2
8

(1
日

間
)

C
ar

ri
za

ló
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
 l
a 

M
ie

l
1
2

Y
in

y
技

術
研

修

ト
ル

タ
（
ス

ポ
ン

ジ
ケ

ー
キ

）
、

セ
ミ

ー
タ

（
メ

ロ
ン

パ
ン

）
、

食
パ

ン
（
P

an
 B

la
n
c
o
)の

作
り

方
の

研
修

作
れ

る
パ

ン
の

種
類

を
増

や
す

こ
と

。

作
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
が

、
続

け
て

作
り

上
手

に
な

り
こ

と
が

必
要

。

0
6
-
0
2
7

6
0
8
1
4

8
/
1
4

(1
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
ió

n
 d

e
 D

io
s

4
IN

F
O

P
L
a 

P
az

技
術

研
修

葡
萄

の
蔓

の
剪

定
方

法
を

学
ぶ

強
制

剪
定

で
、

花
芽

の
形

成
を

促
進

さ
せ

る
。

選
定

方
法

を
習

得
し

た
。

0
6
-
0
2
8

6
0
8
1
8

8
/
1
8

(1
日

間
)

C
ru

z 
A

lt
a

N
u
e
va

 V
is

io
n

1
2

P
ro

ye
c
to

(I
ve

th
, 
H

e
yd

y 
y

社
会

研
修

衛
生

に
つ

い
て

衛
生

観
念

を
持

っ
て

も
ら

う
。

0
6
-
0
2
9

6
0
8
1
9

8
/
1
9

(1
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

・
M

o
lin

o
:　

3
・
T
e
n
id

o
:　

1
・
P

an
ad

e
ri
a:

　
8

・
そ

の
他

:　
4

1
6

A
S
O

N
O

G
社

会
研

修
自

己
評

価
と

動
機

付
け

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

他

●
自

分
自

身
に

自
信

が
持

て
る

よ
う

に
な

る
こ

と
（
自

発
的

活
動

、
積

極
性

な
ど

）
。

●
女

性
た

ち
の

活
動

に
ど

う
協

力
し

て
い

け
ば

よ
い

の
か

。

●
積

極
的

に
話

し
合

い
に

参
加

す
る

な
ど

、
目

に
見

え
る

行
動

の
変

化
が

み
ら

れ
た

。
●

特
に

、
家

族
に

支
え

ら
れ

自
分

が
生

き
て

い
る

と
再

確
認

し
た

よ
う

だ
。

0
6
-
0
3
0

6
0
8
2
2

8
/
2
2
-
8
/
2
4

(3
日

間
)

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
4

P
ro

ye
c
to

(J
pr

ge
 y

 o
da

gi
ri
)

技
術

研
修

ミ
シ

ン
を

使
っ

た
商

品
の

品
質

向
上

と
紙

本
来

の
質

の
向

上
●

品
質

の
均

一
化

を
図

る
。

●
ミ

シ
ン

を
使

っ
た

商
品

の
質

の
向

上
は

見
ら

れ
、

市
場

で
の

販
売

レ
ベ

ル
に

近
づ

い
て

い
る

。
●

紙
パ

ル
プ

に
、

色
々

な
物

を
入

れ
過

ぎ
て

、
2
次

加
工

し
づ

ら
い

た
め

元
に

戻
す

よ
う

指
導

し
た

。

0
6
-
0
3
1

6
0
8
2
3

8
/
2
3

(1
日

間
)

L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
ió

n
 d

e
 D

io
s

3
P

e
dr

o
/
農

牧
省

技
術

研
修

グ
ア

バ
害

虫
駆

除
の

た
め

の
農

薬
散

布
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

害
虫

駆
除

の
方

法
を

指
導

す
る

。

0
6
-
0
3
2

6
0
8
2
3

8
/
2
3

(1
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

E
B

E
N

E
Z
E
R

4
P

ro
ye

c
to

(I
ve

th
　

ｙ 
H

e
yd

y)
社

会
研

修
自

己
啓

発
と

グ
ル

ー
プ

で
の

活
動

グ
ル

ー
プ

と
し

て
の

活
動

が
ご

く
近

な
た

め
、

グ
ル

ー
プ

で
の

活
動

の
心

構
え

を
学

ぶ
。

研
修

の
成

果
に

つ
い

て
は

今
後

の
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟの

活
動

状
況

か
ら

判
断

し
た

い
。

0
6
-
0
3
3

6
0
8
2
4

8
/
2
4
-
8
/
2
5

(2
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(P
an

ad
e
ri
a)

E
B

E
N

E
Z
E
R

4
IN

F
O

P
（
A

n
a)

技
術

研
修

製
パ

ン
技

術
デ

コ
レ

ー
シ

ョ
ン

ケ
ー

キ
の

作
り

方
、

ビ
ス

ケ
ッ

ト
、

そ
し

て
ス

コ
ー

ン
を

作
れ

る
よ

う
に

な
る

。

3
種

類
の

新
し

い
商

品
を

作
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

近
日

中
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

デ
コ

レ
ー

シ
ョ

ン
ケ

ー
キ

を
注

文
し

て
み

る
予

定
。

0
6
-
0
3
4

6
0
8
2
5

8
/
2
5

(1
日

間
)

L
o
s 

pl
an

e
s 

de
 l
a 

B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

8
P

ro
ye

c
to

(I
ve

th
　

ｙ 
H

e
yd

y)
社

会
研

修
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

各
メ

ン
バ

ー
が

自
分

の
役

割
を

認
識

し
、

そ
の

部
分

で
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

、
グ

ル
ー

プ
の

発
展

に
寄

与
す

る
知

識
を

得
る

こ
と

。

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

要
素

な
ど

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
6
-
0
3
5

6
0
8
2
9

8
/
2
9

(1
日

間
)

L
o
s 

pl
an

e
s 

de
 l
a 

B
re

a
A

lf
ar

e
ri
a 

R
u
bi

8
P

ro
ye

c
to

(戸
崎

)
起

業
研

修
会

計
研

修
会

計
の

知
識

の
習

得

・
全

員
が

問
題

意
識

を
持

っ
て

い
る

。
・
簡

単
な

経
理

処
理

は
問

題
な

い
。

・
た

な
卸

し
に

よ
る

原
価

計
算

は
、

フ
ォ

ロ
ー

す
る

こ
と

に
よ

り
習

得
で

き
る

。

－102－



コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
6
-
0
3
6

6
0
8
2
9

8
/
2
9

(1
日

間
)

C
h
im

is
P

u
ro

 d
e
sa

rr
o
llo

M
at

ar
as

 C
e
n
tr

o
9

G
il

技
術

研
修

山
羊

の
健

康
診

断
、

山
羊

の
飼

料
山

羊
の

健
康

状
態

を
観

察
す

る
。

山
羊

の
飼

料
の

改
善

法
を

学

0
6
-
0
3
7

6
0
8
3
0

8
/
3
0

(1
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

 E
sp

e
ra

n
za

4
P

ro
ye

c
to

(戸
崎

)
起

業
研

修
会

計
研

修
会

計
の

知
識

の
習

得
・
現

金
出

納
帳

の
使

い
方

は
問

題
実

践
で

き
る

。

0
6
-
0
3
8

6
0
8
3
1

8
/
3
1

(1
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

6
P

ro
ye

c
to

(戸
崎

)
起

業
研

修
会

計
研

修
会

計
の

知
識

の
習

得
・
現

金
出

納
帳

の
使

い
方

は
問

題
実

践
で

き
る

。

0
6
-
0
3
9

6
0
8
3
1

8
/
3
1

(1
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(M
o
lin

o
)

E
l 
M

an
an

ti
al

5
O

sm
ar

o
(事

業
家

）
技

術
研

修
製

粉
円

盤
の

ヤ
ス

リ
か

け
研

修

製
粉

の
品

質
を

一
定

さ
せ

る
た

め
円

盤
の

状
態

を
常

に
良

い
状

態
に

保
つ

。

現
在

、
キ

メ
の

細
か

い
製

粉
が

で
き

て
い

る
と

の
報

告
が

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

か
ら

来
て

い
る

。

0
6
-
0
4
0

6
0
9
0
5

9
/
5
-
9
/
7

(3
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l 
C

o
lo

h
e
te

(C
o
n
fi
te

)
E
l 
M

an
an

ti
al

1
2

Y
in

y
技

術
研

修
製

パ
ン

技
術

飴
の

製
造

に
加

え
、

以
前

か
ら

研
修

要
望

が
上

が
っ

て
い

た
デ

コ
レ

ー
シ

ョ
ン

ケ
ー

キ
の

作
り

方
を

研
修

す
る

。

4
種

類
の

デ
コ

レ
ー

シ
ョ

ン
ケ

ー
キ

を
作

れ
よ

う
に

な
っ

た
が

、
現

地
で

手
に

入
ら

な
い

材
料

（
コ

ン
デ

ン
ス

ミ
ル

ク
な

ど
）
を

つ
か

っ
て

る
た

め
、

コ
ス

ト
高

に
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
か

ら
、

コ
ス

ト
計

算
及

び
、

材
料

の
見

直
し

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

0
6
-
0
4
1

6
0
9
0
6

9
/
6

(1
日

間
)

C
h
im

is
P

u
ro

 d
e
sa

rr
o
llo

M
at

ar
as

 C
e
n
tr

o
9

M
e
M

Ｍ
ａ
ｒｔ

ｉｎ
起

業
研

修
会

計
会

計
の

知
識

の
習

得

0
6
-
0
4
2

6
0
9
0
7

9
/
7

(1
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
e
jid

o
)

J
ar

di
n
 d

e
 m

u
je

r
te

jie
n
do

 e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i
2
3

P
ro

ye
c
to

(I
ve

th
)

社
会

研
修

衛
生

に
つ

い
て

村
の

女
性

た
ち

に
、

手
を

洗
う

こ
と

で
感

染
性

の
病

気
を

防
げ

る
よ

う
に

教
え

る
こ

と
理

解
で

き
た

か
不

明
。

0
6
-
0
4
3

6
0
9
1
2

9
/
1
2

(1
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l 
C

o
lo

h
e
te

(M
o
lin

o
)

S
u
pe

ra
c
ió

n
 F

e
m

e
n
in

a
5

P
ro

ye
c
to

(戸
崎

)
起

業
研

修
会

計
研

修
会

計
の

知
識

の
習

得
・
現

金
出

納
帳

の
使

い
方

は
問

題
実

践
で

き
る

。

0
6
-
0
4
4

6
0
9
2
1

9
/
2
1

(1
日

間
)

C
h
im

is
P

u
ro

 d
e
sa

rr
o
llo

M
at

ar
as

 C
e
n
tr

o
9

G
il

技
術

研
修

山
羊

の
健

康
診

断
、

定
期

指
導

山
羊

の
健

康
状

態
を

観
察

す
る

し
、

指
導

す
る

。

0
6
-
0
4
5

6
0
9
2
6

9
/
2
6

(半
日

間
)

S
an

 M
an

u
e
l 
C

o
lo

h
e
te

(C
o
n
fi
te

)
E
l 
M

an
an

ti
al

5
P

ro
ye

c
to

(戸
崎

)
起

業
研

修
会

計
研

修
会

計
の

知
識

の
習

得

0
6
-
0
4
6

6
0
9
2
6

9
/
2
6

(半
日

間
)

C
ru

z 
A

lt
a

N
u
e
va

 V
is

io
n

1
0

P
ro

ye
c
to

(戸
崎

)
起

業
研

修
会

計
研

修
会

計
の

知
識

の
習

得

0
6
-
0
4
7

6
0
9
2
9

9
/
2
9
-
9
/
3
0

(2
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
 u

n
N

u
e
vo

 P
ro

gr
e
so

5
P

ro
ye

c
to

(G
u
iｌｌ

e
rm

o
)

技
術

研
修

女
王

蜂
の

扱
い

、
分

蜂
0
1

女
王

蜂
の

扱
い

、
分

蜂
の

方
法

を
習

得
す

る
。

0
6
-
0
4
8

6
1
0
0
2

1
0
/
2
-
1
0
/
3

(2
日

間
)

E
l 
J
ar

al
F
e
 y

 E
sp

e
ra

n
za

5
S
V

井
幡

技
術

研
修

型
と

筆
に

よ
る

絵
付

け
新

商
品

の
開

発
と

筆
の

使
い

方
を

習
得

す
る

。

型
を

彫
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

5
名

中
、

2
名

は
商

品
と

し
て

出
せ

る
レ

ベ
ル

に
な

っ
た

。

0
6
-
0
4
9

6
1
0
0
4

1
0
/
4
-
1
0
/
7

(4
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(T
e
n
id

o
)

G
u
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

5
A

m
ig

o
 d

e
 a

ñ
il

技
術

研
修

藍
染

の
技

法
を

学
ぶ

。
型

染
め

を
学

ぶ
。

藍
染

の
た

め
の

染
料

液
を

薬
品

を
使

っ
た

も
の

と
、

使
わ

な
い

も
の

の
両

方
の

作
り

方
、

保
存

の
仕

方
を

学
ぶ

。

染
料

液
を

作
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
6
-
0
5
0

6
1
0
0
7

1
0
/
7

(１
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
 u

n
N

u
e
vo

 P
ro

gr
e
so

5
P

ro
ye

c
to

(G
u
iｌｌ

e
rm

o
)

技
術

研
修

女
王

蜂
の

扱
い

、
分

蜂
0
2

女
王

蜂
の

扱
い

、
分

蜂
の

方
法

を
習

得
す

る
。

0
6
-
0
5
1

6
1
0
1
0

1
0
/
1
0

(１
日

間
)

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

(M
o
lin

o
)

E
l 
M

an
an

ti
al

5
P

ro
ye

c
to

技
術

研
修

製
粉

機
ベ

ル
ト

交
換

方
法

の
習

得
ベ

ル
ト

交
換

の
方

法
を

習
得

し
、

自
分

た
ち

で
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

0
6
-
0
5
2

6
1
0
1
0

1
0
/
1
0

(１
日

間
)

L
a 

P
in

ta
da

(T
u
sa

)
 M

u
je

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

ab
ri
e
n
do

 B
re

c
h
a

1
5

C
ar

lo
s

(I
n
st

ru
c
to

r 
de

A
S
O

H
N

P
L
A

F
A

）
社

会
研

修
家

族
計

画
の

方
法

家
族

計
画

方
法

を
学

び
、

計
画

的
な

人
生

設
計

を
容

易
に

す
る

。

0
6
-
0
5
3

6
1
0
1
0

1
0
/
1
0

(１
日

間
)

C
ru

z 
A

lt
a

N
u
e
va

 V
is

io
n

1
3

E
ld

e
r

(I
n
st

ru
c
to

r 
de

A
S
O

H
N

P
L
A

F
A

）
社

会
研

修
家

族
計

画
の

方
法

家
族

計
画

方
法

を
学

び
、

計
画

的
な

人
生

設
計

を
容

易
に

す
る

。
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
6
-
0
5
4

6
1
0
1
3

1
0
/
1
3

(１
日

間
)

C
ar

ri
za

ló
n

T
ra

ba
jo

ra
s 

de
 l
a 

M
ie

l
5

M
o
n
je

(I
n
st

ru
c
to

r 
de

A
S
O

H
N

P
L
A

F
A

）
社

会
研

修
家

族
計

画
の

方
法

家
族

計
画

方
法

を
学

び
、

計
画

的
な

人
生

設
計

を
容

易
に

す
る

。

0
6
-
0
5
5

6
1
0
1
4

1
0
/
1
4

(１
日

間
)

E
l 
C

ip
re

s
M

u
je

re
s 

h
ac

ia
 u

n
N

u
e
vo

 P
ro

gr
e
so

5
P

ro
ye

c
to

(G
u
iｌｌ

e
rm

o
)

技
術

研
修

女
王

蜂
の

扱
い

、
分

蜂
0
3

女
王

蜂
の

扱
い

、
分

蜂
の

方
法

を
習

得
す

る
。

0
6
-
0
5
6

6
1
0
1
7

1
0
/
1
7

(１
日

間
)

C
h
im

is
P

ro
 d

e
sa

rr
o
llo

M
at

ar
as

 C
e
n
tr

o
9

G
il

技
術

研
修

山
羊

の
健

康
診

断
、

山
羊

の
飼

料
山

羊
の

健
康

状
態

を
観

察
す

る
。

山
羊

の
飼

料
の

改
善

法
を

学

0
6
-
0
5
7

6
1
1
2
8

1
1
/
2
8

1
T
o
n
to

lo
, 
E
l 
J
ar

al
,

A
gu

a 
C

al
ie

n
te

, 
L
a

P
in

ta
da

, 
C

ar
ri
za

ró
n

T
E
J
P

A
F
e
 y

 E
sp

e
ra

n
za

,
G

ru
te

c
a 

E
m

an
u
e
l,

 J
ar

dí
an

 d
e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a 
C

h
o
rt

í,
M

u
je

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a,

A
lf
ar

e
rí

a 
M

ay
a 

C
h
o
tí

1
2

(M
e
M

)
K
u
za

sa
,

F
u
ru

ka
w

a
起

業
商

談
実

習

ジ
ョ

ロ
県

プ
ロ

グ
レ

ソ
市

の
総

合
お

土
産

店
IM

A
P

R
O

で
商

談
実

習
。

民
芸

品
製

作
の

6
グ

ル
ー

プ
か

ら
販

売
担

当
者

を
含

め
た

、
2

名
ず

つ
が

こ
の

実
習

に
参

加
。

商
談

の
方

法
を

実
践

で
覚

え
る

。

各
グ

ル
ー

プ
と

も
持

参
し

た
商

品
の

殆
ど

を
売

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
、

グ
ル

ー
プ

が
直

接
に

電
話

連
絡

等
で

対
応

す
る

。

0
6
-
0
5
8

6
1
2
0
4

1
2
/
4
-
5

2
T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
5

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
紙

箱
の

作
り

方

商
品

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
増

や
す

為
に

、
指

輪
や

イ
ヤ

リ
ン

グ
の

贈
答

用
の

箱
の

作
り

方
を

覚
え

る
。

作
り

方
は

覚
え

た
が

、
仕

上
げ

が
甘

く
完

成
度

が
低

い
の

で
、

繰
り

返
し

の
練

習
が

必
要

。

0
6
-
0
5
9

6
1
2
0
6

1
2
/
5

1
L
a 

P
in

ta
e
da

J
ar

di
n
 d

e
 m

u
je

r
te

jie
n
do

 e
n
 M

ay
a

C
h
o
rt

i
7

C
ar

o
lin

a 
L
ó
pe

z
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

起
業

台
帳

の
つ

け
方

台
帳

の
つ

け
方

を
学

ぶ
。

あ
る

程
度

の
理

解
は

あ
る

が
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

す
る

こ
と

で
定

着
さ

せ
る

。

0
6
-
0
6
0

6
1
2
0
6

1
2
/
6

1
L
as

 O
lo

m
in

aｓ
B

e
n
di

c
ió

n
 d

e
 D

io
s

4
L
ar

is
sa

 C
as

te
lló

n
(M

e
M

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

）
起

業
台

帳
の

つ
け

方
台

帳
の

つ
け

方
を

学
ぶ

あ
る

程
度

の
理

解
は

あ
る

が
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

す
る

こ
と

で
定

着
さ

せ
る

。

0
6
-
0
6
1

6
1
2
0
6

1
2
/
6

1
C

ar
ri
za

ló
n

E
l 
P

o
rv

e
n
ir

7
C

ar
o
lin

a 
L
ó
pe

z
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

起
業

台
帳

の
つ

け
方

台
帳

の
つ

け
方

を
学

ぶ
あ

る
程

度
の

理
解

は
あ

る
が

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
す

る
こ

と
で

定
着

さ
せ

る
。

0
6
-
0
6
2

6
1
2
1
3

1
2
/
1
3
-
1
4

2
L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
 l
a

B
re

a,
A

lf
ar

e
ri
a 

E
l 
R

u
bi

,
F
e
 y

 E
sp

e
ra

n
za

4
V

al
le

 d
e
 C

o
pá

n
技

術
マ

ヤ
を

モ
チ

ー
フ

と
し

た
デ

ザ
イ

ン
コ

パ
ン

遺
跡

に
因

ん
だ

デ
ザ

イ
ン

の
製

品
作

り

0
6
-
0
6
3

6
1
2
0
1
4

1
2
/
1
4

1
L
a 

P
in

ta
da

M
u
je

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a

1
3

C
ar

o
lin

a 
L
ó
pe

z
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

起
業

台
帳

の
つ

け
方

台
帳

の
つ

け
方

を
学

ぶ
あ

る
程

度
の

理
解

は
あ

る
が

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
す

る
こ

と
で

定
着

さ
せ

る
。

0
6
-
0
6
4

6
1
2
0
1
4

1
2
/
1
4
-
1
9

4
S
an

 M
an

u
e
l 
C

o
lo

h
e
te

E
l 
M

an
an

ti
al

5
Y
in

y 
R

e
ye

s
技

術
ク

リ
ス

マ
ス

ケ
ー

キ
作

り
ク

リ
ス

マ
ス

の
ケ

ー
キ

需
要

に
備

え
、

ク
リ

ス
マ

ス
ケ

ー
キ

の
作

り
方

を
学

ぶ
技

術
は

習
得

さ
れ

た

0
6
-
0
6
5

6
1
2
0
1
9

1
2
/
1
9

1
C

ar
ri
za

ló
n

A
ñ
fa

re
rí

a 
M

ay
a 

C
h
o
rt

í
1
0

C
ar

o
lin

a 
L
ó
pe

z
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

起
業

台
帳

の
つ

け
方

台
帳

の
つ

け
方

を
学

ぶ
あ

る
程

度
の

理
解

は
あ

る
が

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
す

る
こ

と
で

定
着

さ
せ

る
。

0
6
-
0
6
6

6
1
2
0
2
0

1
2
/
2
0

1
L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
 l
a 

B
re

a
A

lf
ar

e
rí

a 
E
l 
R

u
bí

2
A

le
x 

A
ri
ta

(M
e
M

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

）
起

業
ジ

ョ
ロ

県
プ

ロ
グ

レ
ソ

市
の

総
合

お
土

産
店

IM
A

P
R

O
で

商
談

実
習

商
談

の
方

法
を

実
践

で
覚

え
る

。

持
参

し
た

商
品

の
殆

ど
を

売
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
は

、
グ

ル
ー

プ
が

直
接

に
電

話
連

絡
等

で
対

応
す

る
。

0
6
-
0
6
7

6
1
2
0
2
0

1
2
/
2
0

1
C

h
im

ís
P

ro
 d

e
sa

rr
o
llo

M
at

ar
as

 C
e
n
tr

o
1
0

E
n
c
ar

n
ac

ió
n
 P

é
re

z
(N

u
e
va

 V
si

ó
n
の

メ
ン

バ
ー

）
技

術
N

u
e
va

 V
is

io
n
の

エ
ン

カ
ル

ナ
シ

オ
ン

さ
ん

か
ら

、
パ

ン
の

作
り

方
を

学
ぶ

パ
ン

作
り

を
覚

え
る

こ
と

に
よ

り
、

お
金

の
管

理
の

し
か

た
を

学
ぶ

。
ま

た
、

他
グ

ル
ー

プ
と

の
交

流
も

目
的

。

前
回

よ
り

も
理

解
が

深
ま

っ
た
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
6
-
0
6
8

6
1
2
0
2
1

1
2
/
2
1

1
S
an

 M
an

u
e
l 
C

o
lo

h
e
te

S
u
pe

ra
c
ió

n
 F

e
m

e
n
in

a
7

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

社
会

研
修

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

重
要

性
･

や
り

方
を

学
ぶ

メ
ン

バ
ー

間
に

諍
い

が
起

き
て

き
て

い
る

の
で

、
そ

れ
へ

の
対

応
策

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
る

よ
う

だ
が

、
問

題
の

解
決

に
は

、
ま

だ
、

な
っ

て
い

な
い

0
6
-
0
6
9

6
0
1
0
9

1
/
9

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

E
B

E
N

E
Z
E
R

5

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

社
会

研
修

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

高
め

方

メ
ン

バ
ー

の
入

れ
替

え
が

あ
り

、
グ

ル
ー

プ
の

活
動

の
中

に
、

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

見
ら

れ
な

い
の

で
、

そ
れ

を
高

め
る

こ
と

が
目

的

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た

0
6
-
0
7
0

6
0
1
1
1

1
/
1
1

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

E
B

E
N

E
Z
E
R

6

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

起
業

台
帳

の
つ

け
方

台
帳

の
つ

け
方

を
学

ぶ
あ

る
程

度
の

理
解

は
あ

る
が

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
す

る
こ

と
で

定
着

さ
せ

る
。

0
6
-
0
7
1

6
0
1
1
6

1
/
1
6

1
S
an

 M
an

u
e
l 
C

o
lo

h
e
te

S
u
pe

ra
c
ió

n
 F

e
m

e
n
in

a
7

J
o
rg

e
 P

e
rd

o
m

o
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

起
業

台
帳

の
つ

け
方

台
帳

の
つ

け
方

を
学

ぶ
あ

る
程

度
の

理
解

は
あ

る
が

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
す

る
こ

と
で

定
着

さ
せ

る
。

0
6
-
0
7
2

6
0
1
1
6

1
/
1
6

1
S
an

 M
an

u
e
l 
C

o
lo

h
e
te

E
l 
M

an
an

ti
al

5
C

A
R

IT
A

S
技

術
地

元
で

手
に

入
る

、
果

物
や

野
菜

を
使

っ
た

飴
な

ど
の

郷
土

菓
子

作
り

メ
ニ

ュ
ー

に
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
持

つ

原
材

料
費

を
抑

え
、

た
く

さ
ん

の
種

類
の

製
品

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
。

0
6
-
0
7
3

6
0
1
1
8

1
/
1
8
-
1
9

2
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

E
B

E
N

E
Z
E
R

5

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

社
会

研
修

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

重
要

性
･

や
り

方
を

学
ぶ

グ
ル

ー
プ

が
共

同
作

業
の

大
切

さ
を

理
解

す
る

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た

0
6
-
0
7
4

6
0
1
1
8

1
/
1
8

1
T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
3

J
o
rg

e
 P

e
rd

o
m

o
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

F
u
ru

ka
w

a
（
M

e
M

)

技
術

委
託

販
売

で
、

試
し

に
置

か
せ

て
も

ら
っ

た
商

品
の

チ
ェ

ッ
ク

。
販

路
を

広
げ

る
そ

れ
な

り
の

手
ご

た
え

は
あ

っ
た

が
、

注
文

を
受

け
る

方
法

な
ど

障
害

も
多

い

0
6
-
0
7
5

6
0
1
1
9

1
/
1
9

1
C

h
im

ís
P

ro
 d

e
sa

rr
o
llo

M
at

ar
as

 C
e
n
tr

o
1
0

Y
in

y 
R

e
ye

s
技

術
パ

ン
の

作
り

方
を

学
ぶ

前
回

の
研

修
で

パ
ン

作
り

の
技

術
を

習
得

で
き

な
か

っ
た

の
で

、
技

術
を

補
完

す
る

。

他
グ

ル
ー

プ
か

ら
基

礎
知

識
は

教
授

し
て

も
ら

っ
て

い
た

の
で

、
今

回
は

理
解

が
深

ま
っ

た
形

と
な

っ
た

。

0
6
-
0
7
6

6
0
1
2
3

1
/
2
3

1
C

ar
ri
za

ló
n

A
lf
ar

e
rí

a 
M

ay
a 

C
h
o
rt

í
1
0

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
陶

器
製

ネ
ッ

ク
レ

ス
の

生
産

性
向

上
作

業
版

を
使

う
こ

と
で

能
率

が
上

が
る

こ
と

を
理

解
す

る
メ

ン
バ

ー
に

向
上

心
が

見
ら

れ
な

い

0
6
-
0
7
7

6
0
1
2
4

1
/
2
4
-
2
6

3
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

E
B

E
N

E
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台
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り
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で
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前
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と

共
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新
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計
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に
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継

ぎ

理
解

は
さ

れ
た

が
、

実
践

が
伴

う
よ
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に

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

と
支
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続
け

る
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を
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を
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が
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ョ
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蜜
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が
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今

後
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実
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に
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い

か
な

け
れ

ば
な
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い
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s 

A
rt

e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a

2
0

W
al

te
r 

M
u
rc

ia
(M

e
M

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

）
起

業
接

客
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て

村
に

訪
れ

る
外

国
人

を
相

手
に

物
を

売
る

2
つ

の
グ

ル
ー

プ
。

サ
ー

ビ
ス

と
い

う
概

念
が

乏
し

い
の

で
、

そ
れ

を
掴

む

テ
ー

マ
は

理
解

さ
れ

た
よ

う
だ

が
、

今
後

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

0
6
-
0
9
9

6
0
3
0
2
9

3
/
2
9
-
3
0

2
C

ar
ri
za

ló
n

A
lf
ar

e
rí

a 
M

ay
a 

C
h
o
rt

í
5

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
型

と
作

業
版

を
使

っ
た

首
飾

り
の

作
り

方
作

業
版

と
型

を
使

う
こ

と
で

能
率

が
上

が
る

こ
と

を
理

解
す

る
回

を
重

ね
る

毎
に

参
加

率
が

悪
く
な

っ
て

い
る

。
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研
修

一
覧

表
(2

0
0
7
年

度
)

コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

0
7
-
0
0
1

7
0
4
0
9

4
/
9

1
S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
in

a
6

J
o
rg

e
 P

e
rd

o
m

o
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

起
業

食
品

を
扱

う
上

で
の

衛
生

に
つ

い
て

衛
生

的
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
為

参
加

者
の

多
く
は

理
解

し
た

0
7
-
0
0
2

7
0
4
0
9

4
/
9

1
S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

E
l 
M

an
an

ti
al

4
J
o
rg

e
 P

e
rd

o
m

o
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

起
業

コ
ス

ト
計

算
方

の
復

習

商
品

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
増

え
た

が
、

コ
ス

ト
計

算
が

正
確

に
さ

れ
て

い
な

い
の

で
、

コ
ス

ト
計

算
を

す
る

こ
と

を
定

着
さ

せ

あ
る

程
度

の
理

解
は

あ
る

が
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

す
る

こ
と

で
定

着
さ

せ
る

0
7
-
0
0
3

7
0
4
1
0

4
/
1
0

1
C

h
im

ís
P

ro
 d

e
sa

rr
o
llo

M
at

ar
as

 C
e
n
tr

o
9

J
o
rg

e
 P

e
rd

o
m

o
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

起
業

コ
ス

ト
計

算
方

の
復

習

商
品

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
増

え
た

が
、

コ
ス

ト
計

算
が

正
確

に
さ

れ
て

い
な

い
の

で
、

コ
ス

ト
計

算
を

す
る

こ
と

を
定

着
さ

せ
る

あ
る

程
度

の
理

解
は

あ
る

が
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

す
る

こ
と

で
定

着
さ

せ
る

0
7
-
0
0
4

7
0
4
1
0

4
/
1
0

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

M
u
je

re
s 

tr
ab

aj
an

do
po

r 
u
n
 f

u
tu

ro
 m

e
jo

r
4

O
sm

ar
o

技
術

デ
ィ

ー
ゼ

ル
モ

ー
タ

ー
式

製
粉

機
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

法

モ
ー

タ
ー

の
基

本
的

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

知
識

を
身

に
付

け
る

活
発

な
参

加
が

見
ら

れ
、

技
術

の
理

解
も

あ
っ

た
。

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

す
る

こ
と

で
定

着
さ

せ

0
7
-
0
0
5

7
0
4
1
0

4
/
1
0

1
C

ar
ri
za

ló
n

E
B

E
N

E
Z
E
R

5

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

起
業

台
帳

の
つ

け
方

の
復

習
台

帳
の

つ
け

方
に

ミ
ス

が
多

い
の

で
、

そ
れ

を
改

善
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
す

る
こ

と
で

定
着

さ
せ

る

0
7
-
0
0
6

7
0
4
1
0

4
/
1
0
-
1
3

4
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
6

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
品

質
の

向
上

製
品

の
大

き
さ

に
ば

ら
つ

き
が

あ
る

の
で

、
そ

れ
を

統
一

す
る

目
的

の
品

物
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

が
、

今
後

も
続

け
て

作
り

品
質

の
向

上
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

0
7
-
0
0
7

7
0
4
1
3

4
/
1
3

1
L
a 

P
in

ta
da

M
u
jje

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a

2

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

起
業

台
帳

の
つ

け
方

の
復

習
台

帳
の

つ
け

方
に

ミ
ス

が
多

い
の

で
、

そ
れ

を
改

善
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
す

る
こ

と
で

定
着

さ
せ

る

0
7
-
0
0
8

7
0
4
1
8

4
/
1
8
-
2
0

3
T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
3

J
o
rg

e
 P

e
rd

o
m

o
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

F
u
ru

ka
w

a
技

術
研

修
市

場
開

拓
コ

パ
ン

遺
跡

の
お

土
産

市
場

を
視

察
し

、
市

場
開

拓
の

可
能

性
を

探
る

新
し

い
見

地
を

広
げ

る
の

に
は

、
役

に
立

っ
た

が
、

交
通

費
や

旅
費

な
ど

の
必

要
経

費
を

出
す

為
に

は
、

相
当

量
の

製
品

を
短

期
間

で
裁

か
な

く
て

は
な

ら
ず

、
グ

ル
ー

プ
に

は
か

な
り

大
き

な
課

題
で

あ
り

、
実

現
性

が
薄

い

0
7
-
0
0
9

7
0
4
1
8

4
/
1
8

1
L
a 

P
in

ta
da

M
u
jje

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a,

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í

2
0

A
le

x 
A

ri
ta

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）
W

al
te

r 
M

u
rc

ia
（
M

e
M

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

）

技
術

研
修

接
客

サ
ー

ビ
ス

村
に

訪
れ

る
外

国
人

を
相

手
に

物
を

売
る

2
つ

の
グ

ル
ー

プ
。

サ
ー

ビ
ス

と
い

う
概

念
が

乏
し

い
の

で
、

そ
れ

を
掴

む

前
回

よ
り

も
、

活
発

な
参

加
が

あ
っ

た
。

理
解

も
深

ま
っ

て
い

る
よ

う
だ

0
7
-
0
1
0

7
0
4
2
0

4
/
2
0

1
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
1
3

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

技
術

研
修

内
規

に
つ

い
て

内
規

を
見

直
し

、
改

善
す

べ
き

点
を

直
す

テ
ー

マ
へ

の
理

解
が

あ
っ

た

0
7
-
0
1
1

7
0
4
2
0

4
/
2
0

1
L
a 

P
in

ta
da

M
u
jje

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a

6

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

技
術

研
修

内
規

に
つ

い
て

内
規

を
見

直
し

、
改

善
す

べ
き

点
を

直
す

テ
ー

マ
へ

の
理

解
が

あ
っ

た

0
7
-
0
1
2

7
0
4
2
0

4
/
2
0

1
C

h
im

ís
P

ro
 d

e
sa

rr
o
llo

M
at

ar
as

 C
e
n
tr

o
3

J
o
rg

e
 P

e
rd

o
m

o
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
）

起
業

会
計

台
帳

の
つ

け
方

領
収

書
の

管
理

あ
る

程
度

の
理

解
は

あ
る

が
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

す
る

こ
と

で
定

着
さ

せ
る

期
間
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
7
-
0
1
3

7
0
4
2
3

4
/
2
3
-
2
7

5
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

G
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

5
L
u
z 

M
ar

ía
 P

in
to

技
術

研
修

ミ
シ

ン
の

操
作

法
ワ

ン
ピ

ー
ス

の
作

り
方

製
品

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
増

や
す

為
に

ミ
シ

ン
の

使
い

方
を

覚
え

る

目
的

の
品

物
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

が
、

今
後

も
作

り
続

け
、

品
質

の
向

上
を

図
る

必
要

が
あ

る

0
7
-
0
1
4

7
0
4
2
4

4
/
2
4
-
2
7

4
-

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

ら
J
o
rg

e
 P

e
rd

o
m

o
,

W
al

te
r 

M
u
rc

ia
,

M
au

ri
c
io

 I
n
te

ri
an

o
,

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d,

A
le

x 
A

ri
ta

5
K
u
ro

da
技

術
研

修
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
調

査

3
回

目
の

調
査

に
当

た
り

、
初

め
て

調
査

者
と

し
て

参
加

す
る

者
を

中
心

と
し

た
調

査
方

法
の

指
導

実
技

等
を

盛
込

み
理

解
は

さ
れ

た
が

、
W

al
te

r氏
は

他
の

業
務

と
の

絡
み

も
あ

り
、

調
査

者
か

ら
外

れ
る

0
7
-
0
1
5

7
0
4
2
8

4
/
2
8

1
C

ru
z 

A
lt
a

N
u
e
va

 V
is

ió
n

1
0

Y
in

y 
R

e
ye

s
技

術
研

修
製

パ
ン

パ
ン

に
焦

げ
が

目
立

つ
の

で
、

そ
の

改
善

金
属

ト
レ

イ
の

厚
さ

に
ば

ら
つ

き
が

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

同
じ

時
間

を
か

け
て

焼
い

て
い

た
の

が
原

因
で

あ
っ

た
。

参
加

者
も

き
ち

ん
と

そ
れ

が
理

解
で

き
た

。

0
7
-
0
1
6

7
0
5
1
0

5
/
1
0

1
L
a 

P
in

ta
da

M
u
je

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a

3

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

技
術

研
修

原
材

料
、

製
品

の
在

庫
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

観
光

省
か

ら
も

ら
っ

た
材

料
用

の
資

金
の

運
用

の
仕

方
を

改
善

今
後

、
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
が

フ
ォ

ロ
ー

を
入

れ
て

い
く

0
7
-
0
1
7

7
0
5
1
0

5
/
1
0
-
6
/
2
9

1
0

T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
5

H
ir
o
ko

 Y
O

S
H

IM
I

（
短

専
）

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)

技
術

ハ
ー

ト
型

、
本

型
の

箱
及

び
メ

モ
帳

各
種

の
製

作 紙
の

質
の

向
上

配
色

指
示

書
や

カ
タ

ロ
グ

の
導

入

吉
見

専
門

家
が

M
e
M

の
技

術
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
と

協
力

し
て

開
発

し
た

製
品

各
種

の
作

り
方

を
学

ぶ

技
術

の
習

得
度

に
個

人
差

は
あ

る
も

の
の

、
全

員
の

技
術

に
向

上
が

見
ら

れ
た

。

0
7
-
0
1
8

7
0
5
1
1

5
/
1
1

1
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
6

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

技
術

研
修

原
材

料
、

製
品

の
在

庫
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

観
光

省
か

ら
も

ら
っ

た
材

料
用

の
資

金
の

運
用

の
仕

方
を

改
善

今
後

、
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
が

フ
ォ

ロ
ー

を
入

れ
て

い
く

0
7
-
0
1
9

7
0
5
1
5

5
/
1
5
-
7
/
2
5

5
0

L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
8

N
ao

m
i 
N

o
za

ki
（
短

専
）

技
術

機
織

研
修

野
崎

専
門

家
が

現
場

に
入

り
込

み
集

中
指

導
。

野
崎

専
門

家
が

集
中

指
導

。
技

術
の

向
上

配
色

の
向

上
グ

ル
ー

プ
の

ま
と

ま
り

が
見

ら
れ

た

0
7
-
0
2
0

7
0
5
1
6

5
/
1
6

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

M
u
je

re
s 

tr
ab

aj
an

do
po

r 
u
n
 f

u
tu

ro
 m

e
jo

r
5

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

起
業

会
議

議
事

録
の

作
り

方
月

例
会

議
が

適
当

な
形

で
行

わ
れ

て
い

な
い

の
で

、
そ

れ
を

改
善

今
後

、
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
が

フ
ォ

ロ
ー

を
入

れ
て

い
く

0
7
-
0
2
1

7
0
5
1
6

5
/
1
6

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

G
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

1
5

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

起
業

会
議

議
事

録
の

作
り

方
月

例
会

議
が

適
当

な
形

で
行

わ
れ

て
い

な
い

の
で

、
そ

れ
を

改
善

今
後

、
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
が

フ
ォ

ロ
ー

を
入

れ
て

い
く

0
7
-
0
2
2

7
0
5
1
9

5
/
1
9

1
L
as

 O
lo

m
in

as
B

e
n
di

c
ió

n
 d

e
 D

io
s

1
5

V
is

ió
n
 M

u
n
di

al
技

術
研

修
協

同
組

合
の

作
り

方
村

内
に

協
同

組
合

を
作

り
、

価
格

破
壊

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

に
す

る

V
M

の
動

き
は

予
想

以
上

に
ゆ

っ
く

り
し

て
い

る
が

、
任

せ
て

い
る

の
で

見
守

る
こ

と
と

す
る

0
7
-
0
2
3

7
0
5
2
1

5
/
2
1
-
2
2

2

P
R

A
F
の

コ
パ

ン
県

の
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
と

L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
 l
a

B
re

a,
E
l 
J
ar

al
,

L
as

 O
lo

m
in

as

B
e
n
di

c
ió

n
 d

e
 D

io
s

8
L
ic

. 
N

aj
ar

ro
(P

R
A

F
の

マ
イ

ク
ロ

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

担
当

者
）

技
術

研
修

P
R

A
F
の

マ
イ

ク
ロ

ク
レ

ジ
ッ

ト
研

修

P
R

A
F

の
マ

イ
ク

ロ
ク

レ
ジ

ッ
ト

が
グ

ル
ー

プ
の

活
動

に
適

切
で

あ
る

か
を

見
る

コ
パ

ン
県

の
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
た

ち
が

参
加

し
た

が
、

返
済

計
画

を
立

て
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を

す
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、
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す
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の
作

成

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

皮
製

人
形

は
個

人
生

産
で

、
グ

ル
ー

プ
に

ま
と

ま
り

が
な

く
、

収
入

も
そ

れ
ほ

ど
大

き
く

な
い

こ
と

か
ら

、
P

R
A

F
が

こ
の

技
術

の
導

入
を

決
め

、
研

修
を

実
施

製
作

技
術

は
身

に
付

い
た

が
、

グ
ル

ー
プ

活
動

を
継

続
で

き
る

よ
う

に
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

な
け

れ
ば

、
技

術
は

維
持

さ
れ

な
い

0
7
-
0
6
3

7
1
0
0
5

1
0
/
5

1
C

ar
ri
za

ló
n

E
l 
P

o
rv

e
n
ir

2
W

al
te

r 
M

u
rc

ia
(M

e
M

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

）
起

業
会

計
製

パ
ン

の
会

計
役

と
、

売
店

の
会

計
役

に
補

完
研

修
テ

ー
マ

へ
の

理
解

は
あ

っ
た

。

0
7
-
0
6
4

7
1
0
1
0

1
0
/
1
0
-
1
1

2
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

G
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

5
J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
研

修
小

麦
粉

ペ
ー

ス
ト

を
使

っ
た

染
色

ろ
う

け
つ

染
め

よ
り

も
簡

単
な

絵
付

け
方

法
の

補
完

研
修

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
6
5

7
1
0
1
1

1
0
/
1
1

1
E
l 
J
ar

al
F
e
 y

 E
sp

e
ra

n
za

2
C

ar
m

e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）
技

術
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

の
使

い
方

E
R

P
基

金
に

よ
り

手
に

入
れ

た
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

だ
が

使
い

方
が

良
く

分
か

っ
て

い
な

い
。

基
本

的
な

操
作

方
法

を
学

ぶ

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
6
6

7
1
0
1
1

1
0
/
1
1

1
C

ru
z 

A
lt
a

N
u
e
va

 V
is

ió
n

1
3

Y
in

y 
R

e
ye

s
技

術
メ

レ
ン

ゲ
の

作
り

方
電

気
の

な
い

と
こ

ろ
で

の
メ

レ
ン

ゲ
作

り
は

比
較

的
技

術
を

要
す

る
。

補
完

研
修

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
6
7

7
1
0
3
0

1
0
/
3
0
-
3
1

2
T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
5

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
品

質
の

向
上

先
月

行
っ

た
研

修
の

補
完

研
修

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
6
8

7
1
1
1
3

1
1
/
1
3
-
1
5

3
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

E
B

E
N

E
Z
E
R

,
G

ru
te

c
a 

E
m

an
u
e
l

8
F
ID

E
起

業
会

計

F
ID

E
か

ら
支

援
の

申
し

出
が

あ
り

、
そ

れ
を

受
け

た
形

で
研

修
が

成
さ

れ
た

。
内

容
が

高
度

で
あ

ま
り

理
解

さ
れ

な
か

っ
た

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
6
9

7
1
1
2
7

1
1
/
2
7
-
2
9

3
C

ar
ri
za

ló
n

T
E
J
P

A
5

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
品

質
の

向
上

先
月

行
っ

た
研

修
の

補
完

研
修

。
今

後
の

作
業

の
手

本
に

な
る

よ
う

に
、

製
品

見
本

を
選

び
、

保
管

す
る

こ
と

と
し

た

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
7
0

7
1
1
2
8

1
1
/
2
8
-
3
0

3
T
o
n
to

lo
M

u
je

rs
 A

rt
e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a

1
3

A
le

x 
A

ri
ta

C
ar

m
e
n
 M

ad
ri
d

(M
e
M

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）
O

sc
ar

 G
ar

c
ía

(P
R

A
F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

経
営

の
正

常
化

P
R

A
F
雇

用
の

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

が
技

術
研

修
期

間
中

に
グ

ル
ー

プ
に

M
e
M

方
式

と
異

な
る

経
営

指
導

を
し

て
し

ま
い

混
乱

が
起

こ
る

。
こ

れ
を

正
常

化
す

る
た

め
ま

た
、

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

の
能

力
向

上
の

為
の

指
導

も
兼

ね
た

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

今
後

の
フ

ォ
ロ

ー
が

重
要

0
7
-
0
7
1

7
1
2
0
5

1
2
/
5

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

G
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

2
J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
ア

セ
テ

ー
ト

の
版

の
作

り
方

と
使

い
方

型
染

め
に

使
わ

れ
る

ア
セ

テ
ー

ト
版

の
作

り
方

と
使

い
方

を
学

ぶ

出
席

が
悪

か
っ

た
。

6
名

中
2
名

の
み
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
7
-
0
7
2

7
1
2
0
6

1
2
/
6

1
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
6

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
機

織
機

の
縦

糸
の

調
整

具
の

使
い

方
縦

糸
の

張
り

具
合

の
不

均
等

を
調

節
す

る
こ

と
を

学
ぶ

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
7
3

7
1
2
1
9

1
2
/
1
9

1
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
3

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
機

織
機

の
縦

糸
調

整
布

の
改

善
縦

糸
調

整
布

を
長

く
す

る
こ

と
で

、
無

駄
糸

を
少

な
く
す

る
。

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
7
4

8
0
1
0
7

1
/
7

1
S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
in

a
6

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
同

軸
の

パ
ッ

キ
ン

の
作

成
と

設
置

自
分

た
ち

で
で

き
る

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
技

術
を

高
め

る

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
7
5

8
0
1
0
8

1
/
8

1
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
3

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
機

織
機

の
縦

糸
調

整
布

の
改

善

前
回

参
加

で
き

な
か

っ
た

も
の

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
。

縦
糸

調
整

布
を

長
く

す
る

こ
と

で
、

無
駄

糸
を

少
な

く
す

る
。

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
7
6

8
0
1
2
1

1
/
2
1
-
2
5

5
P

R
A

F

P
R

A
F

局
長

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

社
会

研
修

担
当

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

、
IN

F
O

P
の

講
師

、
ラ

・
カ

ン
パ

市
の

技
官

1
3

M
e
M

ス
タ

ッ
フ

K
u
za

sa
T
o
sa

ki
F
u
ru

ka
w

a
A

le
x

C
ar

m
e
n

J
o
rg

e
 C

a.

-
M

e
M

方
式

導
入

の
為

の
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
研

修

P
R

A
F

が
M

e
M

方
式

を
使

っ
て

、
普

及
モ

デ
ル

を
作

る
に

当
た

っ
て

の
、

M
e
M

方
式

導
入

研
修

。

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
7
7

8
0
2
0
7

2
/
7

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

M
u
je

re
s 

tr
ab

aj
an

do
po

r 
u
n
 f

u
tu

ro
 m

e
jo

r
4

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
パ

ッ
キ

ン
グ

の
交

換
デ

ィ
ス

ク
の

刃
の

研
ぎ

方

自
分

た
ち

で
で

き
る

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
技

術
を

高
め

る
デ

ィ
ス

ク
の

は
の

研
ぎ

方
が

向
上

す
る

だ
け

で
、

挽
い

た
粉

の
質

が
良

く
な

り
、

ま
た

、
製

粉
に

か
か

る
時

間
も

短
縮

で
き

る
の

で
、

燃
料

費
の

節
約

に
も

つ
な

が
る

。

デ
ィ

ス
ク

の
刃

砥
ぎ

は
、

継
続

し
て

定
着

さ
せ

て
い

く
。

0
7
-
0
7
8

8
0
2
0
8

2
/
8

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

G
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

5
J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
ア

セ
テ

ー
ト

の
版

の
作

り
方

と
使

い
方

型
染

め
に

使
わ

れ
る

ア
セ

テ
ー

ト
版

の
作

り
方

と
使

い
方

の
補

完
研

修

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
7
9

8
0
2
1
3

2
/
1
3

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

M
u
je

re
s 

tr
ab

aj
an

do
po

r 
u
n
 f

u
tu

ro
 m

e
jo

r
4

W
al

te
r 

M
u
rc

ia
(M

e
M

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

）
起

業
会

計
会

計
指

導
の

補
完

研
修

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。

0
7
-
0
8
0

8
0
2
1
5

2
/
1
5

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

G
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

5
J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
小

麦
粉

ペ
ー

ス
ト

を
使

っ
た

染
色

ろ
う

け
つ

染
め

よ
り

も
簡

単
な

絵
付

け
方

法
の

補
完

研
修

テ
ー

マ
へ

の
理

解
は

あ
っ

た
。

実
践

の
中

で
定

着
さ

せ
る

必
要

あ
り

。
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研
修

一
覧

表
(2

0
0
8
年

度
)

コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

0
8
-
0
0
1

8
0
4
0
8

4
/
8

1
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
7

W
al

te
r 

M
u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

材
料

と
在

庫
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

製
品

の
紛

失
が

あ
る

の
で

、
そ

の
対

応
策

メ
ン

バ
ー

の
自

覚
を

促
す

の
に

は
役

に
立

っ
た

。
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
が

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
し

て
い

く

0
8
-
0
0
2

8
0
4
2
1

4
/
2
1

1
L
a 

P
in

ta
da

M
u
je

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a

3
W

al
te

r 
M

u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

台
帳

の
付

け
方

役
員

に
全

て
を

お
任

せ
に

し
て

し
ま

っ
て

い
た

為
、

グ
ル

ー
プ

の
了

承
な

し
の

お
金

の
持

ち
出

し
が

発
生

し
た

。
今

後
こ

の
よ

う
な

こ
と

が
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

た
め

の
対

応
策

と
し

て
、

正
し

い
管

理
を

す
る

。

テ
ー

マ
は

理
解

さ
れ

た
よ

う
だ

が
、

今
後

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

0
8
-
0
0
3

8
0
4
2
5

4
/
2
5

1
L
a 

P
in

ta
da

M
u
je

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a

3
W

al
te

r 
M

u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

材
料

と
在

庫
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

役
員

に
全

て
を

お
任

せ
に

し
て

し
ま

っ
て

い
た

為
、

グ
ル

ー
プ

の
了

承
な

し
の

お
金

の
持

ち
出

し
が

発
生

し
た

。
今

後
こ

の
よ

う
な

こ
と

が
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

た
め

の
対

応
策

と
し

て
、

正
し

い
管

理
を

す
る

。

テ
ー

マ
は

理
解

さ
れ

た
よ

う
だ

が
、

今
後

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

0
8
-
0
0
4

8
0
5
0
8

5
/
8

1
C

ar
iiz

al
ó
n

E
l 
P

o
rv

e
n
ir

4
W

al
te

r 
M

u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

コ
ス

ト
計

算
材

料
の

値
上

が
り

が
あ

っ
た

の
で

、
改

め
て

コ
ス

ト
計

算
。

テ
ー

マ
は

理
解

さ
れ

た
よ

う
だ

が
、

今
後

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

0
8
-
0
0
5

8
0
5
2
9

5
/
2
9

1
T
o
n
to

lo
T
E
J
P

A
5

J
o
rg

e
 P

e
rd

o
m

o
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

材
料

と
在

庫
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

在
庫

の
量

の
把

握
が

全
く

で
き

て
い

な
い

の
で

、
帳

簿
を

付
け

る
よ

う
に

す
る

テ
ー

マ
は

理
解

さ
れ

た
よ

う
だ

が
、

今
後

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

0
8
-
0
0
6

8
0
5
3
0

5
/
3
0

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

G
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

4
T
O

S
A

K
I

W
al

te
r 

M
u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

サ
イ

ク
ル

の
導

入
を

試
み

る
今

後
、

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

が
フ

ォ
ロ

ー
を

入
れ

て
い

く

0
8
-
0
0
7

8
0
6
0
3

6
/
3

1
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
6

T
O

S
A

K
I

W
al

te
r 

M
u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

サ
イ

ク
ル

の
導

入
を

試
み

る
今

後
、

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

が
フ

ォ
ロ

ー
を

入
れ

て
い

く

0
8
-
0
0
8

8
0
6
0
5

6
/
5

1
L
o
s 

P
la

n
e
s 

de
la

 B
re

a,
E
l 
J
ar

al

A
lf
ar

e
rí

a 
E
l 
R

u
bí

,
F
e
 y

 E
sp

e
ra

n
za

6
T
O

S
A

K
I

W
al

te
r 

M
u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

サ
イ

ク
ル

の
導

入
を

試
み

る
今

後
、

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

が
フ

ォ
ロ

ー
を

入
れ

て
い

く

0
8
-
0
0
9

8
0
6
1
0

6
/
1
0

1
L
a 

P
in

ta
da

M
u
je

re
s 

A
rt

e
sa

n
as

A
br

ie
n
do

 B
re

c
h
a

3
W

al
te

r 
M

u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

材
料

と
在

庫
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

役
員

に
全

て
を

お
任

せ
に

し
て

し
ま

っ
て

い
た

為
、

グ
ル

ー
プ

の
了

承
な

し
の

お
金

の
持

ち
出

し
が

発
生

し
た

。
今

後
こ

の
よ

う
な

こ
と

が
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

た
め

の
対

応
策

と
し

て
、

正
し

い
管

理
を

す
る

。

テ
ー

マ
は

理
解

さ
れ

た
よ

う
だ

が
、

今
後

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

0
8
-
0
1
0

8
0
6
1
8

6
/
1
8

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

E
B

E
N

E
Z
E
R

4
W

al
te

r 
M

u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

コ
ス

ト
計

算
燃

料
の

値
上

が
り

に
対

応
し

、
コ

ス
ト

計
算

。

テ
ー

マ
は

理
解

さ
れ

た
よ

う
だ

が
、

今
後

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

0
8
-
0
1
1

8
0
7
0
9

7
/
9
-
1
0

2
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

M
u
je

re
s

T
ra

ba
ja

n
do

 p
o
r 

u
n

F
u
tu

ro
 M

e
jo

r
4

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
製

粉
機

の
デ

ィ
ス

ク
の

刃
砥

ぎ
よ

り
簡

単
で

効
果

の
高

い
作

業
方

法
の

導
入

補
完

研
修

の
必

要
あ

り

0
8
-
0
1
2

8
0
7
1
1

7
/
1
1

1
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
4

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
品

質
基

準
を

作
る

縁
の

仕
上

げ
や

、
織

り
目

の
詰

め
な

ど
の

大
ま

か
な

品
質

基
準

を
共

有
す

る
テ

ー
マ

へ
の

理
解

が
見

ら
れ

た

0
8
-
0
1
3

8
0
7
1
6

7
/
1
6

1
S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
in

a
6

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
オ

イ
ル

交
換

時
の

フ
ィ

ル
タ

ー
交

換
よ

り
簡

単
な

作
業

方
法

の
導

入
テ

ー
マ

へ
の

理
解

が
見

ら
れ

た

期
間
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コ
ー

ド
番

号
研

修
開

始
日

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
名

グ
ル

ー
プ

名
参

加
者

数
研

修
実

施
者

研
修

コ
ー

ス
名

研
修

内
容

目
的

結
果

期
間

0
8
-
0
1
4

8
0
7
1
7

7
/
1
7
-
1
8

2
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
6

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
機

織
機

の
修

理
と

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

頻
度

の
高

い
故

障
へ

の
対

応
の

仕
方

を
学

ぶ
テ

ー
マ

へ
の

理
解

が
見

ら
れ

た

0
8
-
0
1
5

8
0
7
2
0

7
/
2
0

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

G
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

4
M

an
u
e
l 
M

e
jí
a

技
術

ジ
ッ

パ
ー

の
付

け
方

ジ
ッ

パ
ー

付
き

の
バ

ッ
ク

の
注

文
が

出
て

き
て

い
て

、
そ

れ
に

対
応

す
る

為
技

術
が

習
得

さ
れ

た

0
8
-
0
1
6

8
0
7
2
4

7
/
2
4

1
S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
in

a
4

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
オ

イ
ル

交
換

時
の

フ
ィ

ル
タ

ー
交

換

既
に

研
修

実
施

済
み

だ
が

、
メ

ン
バ

ー
の

方
か

ら
指

導
の

要
請

が
出

た
の

で
、

そ
れ

に
対

応
。

技
術

が
習

得
さ

れ
た

0
8
-
0
1
7

8
0
7
3
1

7
/
3
1
-
8
/
1

2
S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
in

a
4

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
製

粉
機

の
デ

ィ
ス

ク
の

刃
砥

ぎ
よ

り
簡

単
で

効
果

の
高

い
作

業
方

法
の

導
入

補
完

研
修

の
必

要
あ

り

0
8
-
0
1
8

8
0
8
1
1

8
/
1
1
-
1
2

2
S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
in

a
4

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
製

粉
機

の
デ

ィ
ス

ク
の

刃
砥

ぎ
技

術
の

補
完

研
修

よ
り

簡
単

で
効

果
の

高
い

作
業

方
法

の
導

入
補

完
研

修
の

必
要

あ
り

0
8
-
0
1
9

8
0
8
1
4

8
/
1
4
-
1
5

2
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

M
u
je

re
s

T
ra

ba
ja

n
do

 p
o
r 

u
n

F
u
tu

ro
 M

e
jo

r
4

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
製

粉
機

の
デ

ィ
ス

ク
の

刃
砥

ぎ
技

術
の

補
完

研
修

よ
り

簡
単

で
効

果
の

高
い

作
業

方
法

の
導

入
補

完
研

修
の

必
要

あ
り

0
8
-
0
2
0

8
0
8
1
7

8
/
1
7

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

M
u
je

re
s

T
ra

ba
ja

n
do

 p
o
r 

u
n

F
u
tu

ro
 M

e
jo

r
1

W
al

te
r 

M
u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

台
帳

の
付

け
方

会
計

役
が

台
帳

の
つ

け
方

を
学

ぶ

会
計

役
は

字
が

や
っ

と
読

め
る

程
度

な
の

で
、

直
ぐ

に
習

得
さ

れ
る

と
い

う
訳

に
は

い
か

な
い

。
地

道
な

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

。

0
8
-
0
2
1

8
0
8
1
9

8
/
1
9

1
S
an

 M
an

u
e
l

C
o
lo

h
e
te

S
u
pe

ra
c
ió

n
F
e
m

e
n
in

a
4

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
製

粉
機

の
デ

ィ
ス

ク
の

刃
砥

ぎ
技

術
の

補
完

研
修

よ
り

簡
単

で
効

果
の

高
い

作
業

方
法

の
導

入
技

術
の

定
着

が
見

ら
れ

て
き

た

0
8
-
0
2
2

8
0
8
2
2

8
/
2
2

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

M
u
je

re
s

T
ra

ba
ja

n
do

 p
o
r 

u
n

F
u
tu

ro
 M

e
jo

r
4

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
製

粉
機

の
デ

ィ
ス

ク
の

刃
砥

ぎ
技

術
の

補
完

研
修

よ
り

簡
単

で
効

果
の

高
い

作
業

方
法

の
導

入

技
術

の
定

着
が

見
ら

れ
て

き
た

が
、

視
力

の
悪

い
メ

ン
バ

ー
1
名

に
は

習
得

が
困

難
で

あ
る

0
8
-
0
2
3

8
0
8
2
2

8
/
2
2

1
L
a 

P
in

ta
da

J
ar

dí
n
 d

e
 M

u
je

re
s

T
e
jie

n
do

 M
ay

a
C

h
o
rt

í
8

W
al

te
r 

M
u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

製
品

の
管

理
在

庫
管

理
担

当
の

負
担

を
軽

減
さ

せ
る

為
に

各
人

の
責

任
の

あ
る

業
務

を
促

す
補

完
研

修
の

必
要

あ
り

0
8
-
0
2
4

8
0
8
2
4

8
/
2
4

1
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

G
ru

te
c
a 

E
m

an
u
e
l

4
W

al
te

r 
M

u
rc

ia
(P

R
A

F
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
)

起
業

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
の

補
完

研
修

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
の

導
入

を
試

み
る

計
画

の
立

て
方

を
改

善
し

、
自

分
た

ち
の

目
標

設
定

に
合

わ
せ

た
活

動
が

で
き

る
よ

う
に

し
、

自
立

発
展

性
に

つ
な

げ
た

い

0
8
-
0
2
5

8
0
8
2
5

8
/
2
5
-
2
9

5
A

gu
a 

C
al

ie
n
te

M
u
je

re
s

T
ra

ba
ja

n
do

 p
o
r 

u
n

F
u
tu

ro
 M

e
jo

r
4

J
o
rg

e
 C

ar
ra

n
za

(M
e
M

技
術

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

)
技

術
接

客
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

利
用

客
を

増
や

せ
る

よ
う

に
、

営
業

時
間

を
守

り
、

丁
寧

な
接

客
を

試
み

る

改
善

は
見

ら
れ

た
が

、
継

続
し

て
い

か
な

け
れ

ば
効

果
は

な
い

－116－



パ
イ
ロ
ッ
ト
モ
デ
ル

グ
ル

ー
プ

（
20

06
年

10
月

ま
で
の

予
定

活
動

期
間

中
の

形
成

さ
れ

た
グ
ル

ー
プ
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
作
成

N
o.

グ
ル

ー
プ
の

名
称

県
市

村
業

種
メ
ン
バ

ー
数

市
場

流
通
経
路
の
把
握
状
況

1

ム
ヘ
ー
レ
ス
･ト

ラ
バ

ハ
ン
ド
･ポ

ル
・
ウ
ン
・
フ

ト
ゥ
ー
ロ
・
メ
ホ
ー
ル

M
uj

er
es

 T
ra

ba
ja

nd
o 

po
r u

n 
Fu

tu
ro

M
ej

or

製
粉

4
村

の
一

部

不
要
と
解
釈
す
る

し
か
し
、
販
売
が
悪
化
し
た
時
に
は
、
他
の
製
粉
機
の
場
所
や
販

売
状
況
把
握
の
為
に
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
話
合
い
を
行
っ
た
経
験

は
あ
る
。

2
グ
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MeM 方式マニュアルとは？ 

 
I. MeM 方式マニュアルの構成 

小規模起業支援をしている団体は多いが、多くのプロジェクトは短期間で終わるため、

知識や経験の蓄積には労力を費やさず、その共有等は殆ど行われていない。プロジェクト

によっては、地元のコンサルタントや NGO に事業実施を委託しており、人材の育成も偏

った形で行われている。 
MeM では、プロジェクト活動 5 年間のノウハウをガイドラインとマニュアルという形

で共有し、農村女性のゼロからの起業をホンジュラス国内に広げていくことを推進してい

る。マニュアルは、プロモーター用に取りまとめられていて、現場のピンポイントな必要

性に対応できるよう、以下の 7 つのテーマから構成されている。 
 
マニュアル No.1 「プロモーターの役割」 
マニュアル No.2 「エンパワメント調査」 
マニュアル No.3 「社会研修」 
マニュアル No.4 「小規模起業における組織作り」 
マニュアル No.5 「会計とコスト計算」 
マニュアル No.6 「小規模起業評価手法」 
マニュアル No.7 「自立発展性を定着させるためのマネージメントサイクル」 
※ マニュアル No.3「社会研修」は、現在 PRAF が作成中。PRAF は、既に社会研修のマ

ニュアルを保有していたが、これを改善し、他の MeM マニュアルに合わせた形式

に編集中である。 
 
MeM マニュアルは実用性をコンセプトに、経験の少ないプロモーターでも容易に理解

できるよう、平易な表現で記述されている。編集に当たっては、PRAF 技官も参加した。

また、INFOP 教材開発課の協力を得て、INFOP のテキスト形式がとられている。標準的構

成は以下の通り。 
 テーマ別構成 
 テーマ毎の 後に練習問題 
 マニュアルの 後に全体のまとめの演習問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

11．ガイドライン・マニュアルの翻訳
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II. マニュアル No.1 「プロモーターの役割」 
この種の活動で、プロモーターの機能はとても重要である。現場の 前線で活動するプ

ロモーターが機能しなければ、どんなにすばらしい計画も機能しない。特に、女性を対象

にしてきた MeM では、プロモーターたちに以下のことを徹底するように努めた。 
 

１．女性たちの活動に丁寧に付き添う 
多くの活動を共に分かち合うことで、女性との距離が縮ま

るだけでなく、その状況が分かる。 
２．女性たちの抱える問題を理解する 
多くの場合、女性たちは、午前中は家事に追われ、時間が

作れない。会合に男性の同席があると思うように意見を言え

ない。こういった女性ならではの問題をプロモーターが的確

に理解できなければ、女性グループの支援は成功しない。 
３．自身の家族のように接する 
男性優位主義社会の被害者として、疎外されてきた女性たち。プロモーターが、彼女た

ちを自身の家族のように扱うことで、プロモーターと女性たちの信頼関係は深まる。また、

問題等が生じた時に、自分の家族にそれが起こっていると考えられれば、他人事にはなら

ず、お互いに真剣に解決策を考えられる。 
４．女性と同等の立場に立つ 
援助の現場では、裨益者に対し｢お前のために、オレはやっ

てあげているんだ｣とおごった立場をとる支援者が多い。小規

模起業支援は押付けではない。与える活動ではなく、共に作

り上げる活動である。この立場を取らなければ、グループも

プロジェクトに依存し続け、自立する時の障害にもなる。 
 
ホンジュラスにはプロモーター科というプロモーター養成の専門課程が高校に存在する

が、PRAF のプロモーター採用条件は代議士の推薦を有することなので、実際は、知識も

経験もない人間がプロモーターに採用されることがあり、中にはバイクを運転できない者

すら存在する。恐らく、他国でも、このような現状を抱えているところはあると想像する。 
このマニュアルでは、有能なプロモーターを選抜する必要性と方法に触れ、また、プロ

モーターの資質、態度、能力に着目し、知識や経験の少ないプロモーターでも能力強化す

ることによって適切な活動が可能となることを示している。また、プロモーターの業務改

善に有用となるアイテムとして、技能チェックシートや業務指示書（後述の図表 11）等

が盛り込まれている。また、コミュニティーで実際に活用可能な参加型手法として、会合

の運営法、コミュニティー診断、簡易起業診断などがあげられている。 
 

＜プロモーターの業務指示書＞ 
MeM では、プロモーターの活動課題を明確にするために、業務指示書を元に活動を進

めた。プロモーターが、毎週月曜日の全体会議で、前の一週間の活動報告をし、次の一週

間の活動計画を発表。ここでお互いの情報交換と全体の動きの調整がなされた。プロモー

ターの担当グループ数は当初 4～5 であったが、プロモーターの技能が向上してからは、8
～9 グループを担当するまでに至った。また、全体会議も、プロモーターが熟練するに従

い理解度が高くなると、1 ケ月毎に行っても支障は出なかった。これにより業務の負担軽

減が可能となり、現場での更なる活動が保証された。しかし、電話等でのコミュニケーシ

ョンや現場へのスーパーバイズ、情報交換をしなければ、これらのプロセスは成立しない。

以下に指示書の例を示す。 
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プロモーターの業務指示書 
（レンピーラ県） 

プロモーター名: ホルヘ・ペルドモ    期間：2006 年 11 月 15 日 ～12 月 31 日 
日付:   2006 年 12 月 15 日 
グループ名：ベンディシオン・デ・ディオス （タイ・グアヤバ生産） 

        ラ・カンパ市ラス・オロミナス村 （4 名） 
チェック 内容 結果とコメント 

△ 協同組合形成 
11 月 24 日に村内の他のグアヤバ生産グループとの会合が開か

れたが、合意に達せず。次回、12 月 21 日の会合で、配当金などに

ついて話し合う予定。 

√ 内規の改定 12 月 1 日に改訂を開始したが、終わらず。 
12 月 8 日に全員参加の元、改訂とチェックが完了。 

√ 灌漑システムの改善 12 月 1 日に新しい部品が入手され、実験がされた。 
12 月 12 日に設置が完了。 

△ 輸送コストダウンの模索 果実をラップで包まずに販売を試みたが、買い取ってもらえなか

った。 

△ 月毎の配当 配当を毎月することで決まったが、配当の計算方法を指導しなけ

ればならない。12 月末からの実施を目指す。 

√ 会計の改善 

新しい会計担当アルバ氏への引継ぎが上手く出来ていないた

め、11 月 18 日にプロモーターが補完研修をかけ、11 月の締めで

改善が見られた。領収書の管理の改善が著しい。本人にもやる気

が見られる。 

 コスト計算の改善 5 月に行ったコスト計算の記録を持っているが、まだ自分たちで

は計算できない。要補完研修。 
√：  完了   
Δ： 活動中 
無印：進展なし 

 
 

業務指示書は 3 ヵ月毎の起業診断（マニュア
ル No.6「小規模起業評価」参照）を元に作ら

れるが、指示内容は、必要性に応じ増える。1
ヵ月半で見直しがされ、改訂された。業務指示

書、理解度の低い新人の PRAF プロモーターへ

の対応策として効果を発揮すると共に、活動内

容を明確化することを可能とした。また、プロ

モーターたちは全体会議で他グループの現状を

知り、議論をすることにより、他グループで成

功した手法を試したり、新しいアイデアを生み

出すことを可能としていった。 

図表 11： 
プロモーターの業務指示書 
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III. マニュアル No.2 「エンパワメント調査」 
マチスモという、男性優位主義のまかり通る農村では、女性たちの自己評価は非常に低

い。しかし、女性たちは小規模起業活動に参加することで、「自分たちにも何かができ

る」という自信を持っていく。社会研修を受ける中で、物事を多角的に見られるようにな

っていく。 
こういったエンパワメントの発現を数値化したのが、藤掛式エンパワメント指標調査で

ある。「第一章 プロジェクト MeM とは？ IV.成果」でも述べたが、MeM では、2005
年、2006 年、2007 年にエンパワメント調査を実施し、小規模起業活動により、女性たち

にエンパワメントの発現ががあることを実証した。この調査に用いられる指標は、以下の

12 指標である。 
 
 
1. 参加する 
2. 発言する 
3. 意識が変化する 
4. 行動する 
5. 協力／連帯する 
6. 創造する 

7. 新たな目標を持つ 
8. 交渉する 
9. 満足する 
10. 自信を持つ 
11. 運営・管理する 
12. 意思決定する 

 
 
 
女性たちは、調査のための質問のやり取りの中で、自分の変化に気付いていく。 
また、この調査により、グループ活動の中からは把握することの出来なかった、個人レ

ベルの問題等も浮き彫りにされ、その問題が拡大する前に、対処策をとるのにも役に立っ

た。 
本マニュアルでは、先天的・身体的・生物学的性とジェンダー（社会的文化的な性のあ

りよう）の違い、エンパワメントのコンセプトとその構成要素、藤掛式エンパワメント指

標調査法などが示されている。 
プロモーターがこの手法を活用するための条件は次の通り。 
 

 グループの女性との信頼関係 
 調査にかかる時間の確保 
 情報の収集力 
 指標を分析する力 

 
技術習得には一定の時間を要する。また、調査にも相当の時間（12 グループの調査で 3

ヶ月以上）がかかることを考慮に入れる必要がある。       
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 フェ・イ・エスペランサは、シルクスクリーン印刷のグループである。起業活動前の第

一回の調査では、「参加する」、「行動する」の指標以外は、一様に低い値を示していた

が、起業 1 年後の第二回目調査では、全ての指標においてエンパワメントの発現が見られ

た。その１年後の第三回目調査では、更にエンパワメントが進んでいることを図表 12 の

グラフから、読み取ることができる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 12： 
シルクスクリーン印刷グループの 
エンパワメント指標調査結果 
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IV. マニュアル No.4 「小規模起業における組織作り」 
MeM の支援対象女性の中には、グループ活動経験の全くない女性が何人もいた。そう

いった女性たちが出来るだけ問題を抱えないように活動を進めるためには、プロモーター

に適切な組織作り・運営を支援する技能が必要であった。 
グループが形成されても、リーダーが他のメンバーの意見を全く聞かず、全てを自分で

決めてしまうことや、逆にリーダーや一部のメンバーに業務を押し付けてしまうことがよ

く起こる。プロモーターが、グループメンバー一人ひとりが自覚と責任を持って行動でき

るようにするには何を教えたらよいのかをまとめたのが、このマニュアルである。テーマ

は次の４つに分かれる。 
 
小規模起業における組織 
小規模起業とは？ 
組織内規定 
議会の運営方法 
 
〈組織内規定〉 
組織内規定は、グループの現状に基づき、グループメンバーと共に作成されるので、

「自分たちのルール」という位置付けになり、自分たちの責任において守っていかなけれ

ばならなくなる。内容もグループ毎に特色が出てくる。例えば、グループ内で貸付を行う

場合は、その条項が盛り込まれなければならない。グループによっては、加入時に、加入

金を課すところも出てくる。基本的な構成は以下の通りで、その例を後に示す。 
 

組織内規定の構成例 
・グループの成立ち 
・ビジョン 
・第 1 条  組織の目的 
・第 2 条  組織の理念 
・第 3 条  新加入する者の条件 
・第 4 条  再加入の条件 
・第 5 条  メンバーの義務と責任 
・第 6 条  メンバーの権利 
・第 7 条  組織の構成 
・第 8 条  総会 
・第 9 条  総会の役割 
・第 10 条 役員会 
・第 11 条 役員の選出 
・第 12 条 社長の役割 
・第 13 条 副社長の役割 
・第 14 条 総務の役割 
・第 15 条 会計の役割 
・第 16 条 監査の役割 
・第 17 条 助役の役割 
・第 18 条 脱会 
・第 19 条 罰則 
・メンバー全員の署名 

総会

代表

取締役 総務役 財務役 
販売 
管理役 

生産

管理役

取締役制 
製造販売業

に適する。

図表 13： 
小規模起業の組織例 
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第 3 条 新加入する者の条件 
1. 18 歳以上の女性であること 
2. ホンジュラス人女性であること 
3. 清い志とモラルがあること 
4. 4 年以上この村に住んでいること 
5. 読み書きが出来ること（スタートメンバーの中には、非識字者もいる） 
6. 共同作業をすることを厭わないこと 
7. 1 ヶ月の試用期間を経ること 

 
第 4 条 再加入の条件 

1. 総会の規定する条件に従うこと 
2. 以前加入していた時の、グループ内での振舞いを考慮すること 

 
第 5 条 メンバーの義務と責任 

1. 組織内規定を遵守すること 
2. 全てのメンバーに差別をせず、公平に接すること 
3. 他の意見や威厳を尊重すること 
4. 時間を厳守し、グループの活動や会合に参加すること 
5. 毎月 25 レンピーラを貯金すること 
6. 理由あって会を欠席する時には、事前に欠席の旨を書面で伝えること 
7. 役職を受け入れ、それに従事すること 
8. グループや他のメンバーの問題に対し、連帯責任を持つこと 
9. グループの利害関係に配慮すること 
10. グループ内のことを口外しないこと 
11. 機材等は注意して使うこと 
12. 多数意見は受け入れること 
13. 内規に背いた場合には、規定された罰金を支払うこと 
14. グループの資金は、役員会の許可なしには使用しないこと 
15. 如何なる事が合ってもメンバーやその家族に危害を加えないこと 

 
第 6 条 メンバーの権利 

1. 発言権と投票権 
2. 役員会に報告をさせる権利 
3. 役職に立候補する権利 
4. 3 ヶ月毎に分配金を受け取る権利 
5. 異議を唱える権利（礼儀正しくあること） 
6. メンバーが亡くなった場合に、メンバーとしての全ての権利を相続者に委譲する権利

7. 貸付金を受ける権利 
 

組織内規定の例（第 1 条・2 条は省略） 

 
 

図表 14：組織内規定の例 
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V. マニュアル No.5 「会計とコスト計算」 
お金の問題は、グループ分裂の も大きな原因である。MeM 支援グループの中には、

読み書きが何とかできるといった教育水準の人材しかいないケースもあり、会計指導には

かなりの労力を費やさなければならなかった。透明性のあるお金の管理が出来なければ、

グループ崩壊は目に見えている。そこで必要だったのが、単純明瞭な会計システムであっ

た。ここでは、日々のお金の動きを一つの台帳によって管理するシステムを提案している。

プロモーターが現場に赴き、継続的に指導に当たるので、そういった意味でも特殊な会計

システムは使えない。グループの能力に合わせて導入レベルを変えたり、段階的にレベル

を上げていくことも現場では試みられた。 
なお、非識字者ほど被害妄想を持ちやすい、噂に左右されやすい、一度疑問を抱くとな

かなか払拭できないといった傾向にあることを理解しておく必要がある。 
 

台帳記入例 
シルクスクリーン印刷グループ “フェ・ｲ・エスペランサ” 
2007 年 6 月        （単位：レンピーラ） 

 
 
 
適切な会計は、他にも沢山の利益をグループにもたらす。 
 

• 盗難を防げる。 
• リアルタイムで経営状態が分かる。 
• 損のない適切な価格、利益、目標が設定できる。 
• 損益分岐点が分かる。 
• 減価償却のコンセプトを応用できる。 

 

日付 内訳 収入 支出 残金 
 先月の繰越し   2,000.00 
1 日 T シャツの購入（50 枚×Lps.20）  1,000.00 1,000.00 
3 日 インクの購入（1 色）  150.00 850.00 
3 日 シンナーの購入（1 ガロン）  100.00 750.00 
10 日 T シャツの販売（40 枚×Lps.50） 2,000.00  2,750.00 
10 日 T シャツの販売（20 枚×Lps.50）後払

い 
1,000.00  2,750.00 

15 日 電気代  100.00 2,650.00 
16 日 10 日の後払いの集金 1,000.00  3,650.00 
25 日 給料  600.00 3,050.00 
25 日 メンバーへの貸付金の返済 800.00  3,850.00 
30 日 銀行への振込み  2,000.00 1,850.00 
 6 月の小計 4,800.00 3,950.00  
 後払い金と銀行振込みの調整 -1,000.00 -2,000.00  
 メンバーへの貸付金の調整 -800.00   
 6 月の合計 3,000.00 1,950.00 1,050.00 

図表 15：台帳記入例 
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また、コスト計算も極めて重要である。製パンの知識の全くない田舎の女性が製パン研

修を受けた時には、その時に教わったままのレシピを使ってパンを作る。しかし、パンの

ように市場価格が決まっている製品は、コスト計算を厳しくしないと、原価を割った価格

で販売してしまうという落とし穴にすぐに落ちてしまう。多くの研修では、原材料を支援

団体が提供するので、グループは無料でもらった材料で製品を作る。これを販売すると現

金収入が入るので、一見、儲かっているように見えるが、実際にコスト計算をしてみると

コストの方が販売価格より高い場合がよくある。原材料の値段が変わることから考えても、

プロモーターとグループには、コスト計算の知識が必要である。MeM では、数値を記入

するだけで、コストが算出できるコスト計算表を使って、女性たちへのコスト計算指導を

行った（以下に、例を提示）。 
減価償却を考えなければ、機材の買い替えや工房の維持管理などが出来ず、活動を持続

できなくなってしまうので、これもコスト計算の中に含めた。 
 

コスト計算表記入例 
 

企業名：ヌエボ・アマネセール（製パン）
所在地：コパン県ラ・ウニオン市エル・トリゴ村

原材料名 量 価格(Lps) 合計(Lps)

小麦粉（ﾎﾟﾝﾄﾞ） 15 7 105
砂糖（ﾎﾟﾝﾄﾞ） 4 5 20 一製品あたりの原材料費 (1) 0.47
マーガリン（ﾎﾟﾝﾄﾞ） 1 15 15 一製品あたりの人件費 (2) 0.24
ラード（ﾎﾟﾝﾄﾞ） 2 14 28 一製品あたりの費用 (3) 0.12
イースト菌（さじ） 12 1 12 減価償却費 (4) 0.00
塩（さじ） 1 1 1 一製品あたりのコスト (1)+(2)+(3)+(4)=A 0.83
バニラエッセンス（さじ） 1 1 1 広告費 (5) 0.00

銀行への支払い (6) 0.00
販売経費 A+(5)+(6)=B 0.83
利益 (     %) C-B 0.17
販売価格 B/(1-   )=C 1.00

結果 (Lps.) (%)
原料価格の合計 182 販売 391 100
一製品あたりの原料費

（合計/ 製造量）
生産量： 391 0.47 原材料 182 46.5

粗利益 209 53.5
費用 (薪とビニール袋) 47 12.0
利益 162 41.5

50 *11人が4時間働いた計算。
6.25 *他の種類も含めて合計1142個のパンが作られた。

44
275
0.24

*ビニール袋の単価は、Lps.0,25だが、一袋にパンが5個詰められるので、
一製品あたりの単価はLps0,05である。

0.07
0.05

0.12小計

人件費 (一製品につきの)
月給  (1)
日給  (1)/24=A
時間給 A/8=B

薪 (Lps.11)

内訳:

ビニール袋

コスト計算表　（その2）

製品名：セミータ（菓子パンの一種）

製造日：2008年2月20日
原料価格

一製品あたりのコスト

人件費合計
労働時間　(時間数)

一製品あたりの人件費

費用 (一製品あたり)

 
 
 

＊ 会計用語に全く触れたことのない女性に指導する時には、

分かりやすい言葉で指導する必要があるということも強

調しておく。 

図表 16：コスト計算表記入例 
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IV. マニュアル No.6 「小規模起業評価手法」 
プロモーターの業務は多岐に渡り、その量も多い。支援グループの数が多ければ、それ

は尚更である。ともすると、日々の業務に追われ、グループもプロモーターも「やってい

る」という充実感はあっても、実際にグループが機能していない、というケースも生まれ

やすい。また、一度研修をかけた後は、「その技術は習得された」と判断しがちであるが、

実際はそうではない。 
MeM では、3 ヶ月毎に起業評価を行い、その結果を活動に反映させてきた。グループと

共に診断を行うので、グループの女性も自分たちの状態が把握でき、次の目標が定まる。

プロモーターはこの結果のフィードバックから作られた業務指導書（マニュアル No.1「プ
ロモーターの役割」参照）に基づいて活動をするので、自己満足の活動に陥らず、無駄も

少ない。 
 
起業評価表 
 

 

図表 17：起業評価表記入例 
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目標を立て、それを実施し、その評価をして、新しい目標を立てるというサイクルは、

次に続くマニュアル No.7 のマネージメントサイクルの基本プロセスと一致し、持続的な

改善につながる。 
評価には評価基準表が用いられ、一つひとつの項目に分かりやすい基準が設定されてい

る。以下にその例を示す。 
 

起業評価の評価基準例 
（組織運営） 

 
項目 評価基準 

役員会 

C: 役員会を持たない。 
B: 役員会あり。 
A: 役員会が正常に機能している。 
注: 

 役員会が仮に存在しても、幾つかの役職が機能していない場合は、A
判定は出さない。 
 工房の壁に役員の役割を書いた紙を張り出すと、役職への理解が深

まる。 

内規 

C: 内規を持たない。 
B: 内規を持つが、適切な形になっていない。 
A: そのグループに適切な形の内規を持っている。 
注: 

 この項目では、内規を守っているかどうかは評価せず、内規を持っ

ているか、そしてそれが適当であるかを評価。守っているかどうか

の評価は、「責任」の項目で行う。 
 内規の理解を深めるには、工房の壁に張り出すのが望ましい。 
 グループ内で貸付を行う場合は、その条項を内規に盛込むこと。ま

た、管理システムを持つこと。 
 コーヒー収穫期に摘み取りの出稼ぎに出てしまうメンバーがいるグ

ループも内規にその条件を明記すべきである。 

人間関係 
C: 悪い。噂、いがみ合い、諍いなどがある。 
B: 普通。 
A: 良好。良い人間関係が保たれている。 

責任 

C: 役職が果たされなかったり、内規が守られていかったりする。 
B: 大まかにはできているが、不十分。 
A: 役職を果たし、内規も守られている。 
注: 

 出勤時間や活動状況、参加態度なども合わせて見ること。 

コミュニケーション

C: コミュニケーションがない。 
B: 不十分。 
A: コミュニケーションが迅速で、的確。 
注: 

 会合の召集時や月例会議（その中で交わされる議事録や会計の報

告）からも、その状態を見て取ることができる。 

＊ 評価基準が C、B、A の順番になっているのは、起業評価時に実際に質問する順番

に揃えているため。 

図表 18：起業評価の評価基準例 
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V. マニュアル No.7 「自立発展性を定着させるためのマネージメントサイクル」 
どんなプロジェクトの支援も永遠には続かない。プロジェクト終了後も少なくとも事業

を維持する力を付けさせねばならない。グループによっては、維持だけではなく自立発展

性の可能性を持つものもある。そこで考案されたのが、マネージメントサイクルの応用で

ある。自分たちで販売計画を立て、それを実施、評価し、改善計画を立てるというもので

ある。 
このシステムは、ある一定レベル以上のグループにしか活用できないが、この運用法を

覚えれば、自分たちのイニシアティブでグループ活動を進めることができ、自覚と責任を

持ったグループ活動の実現につなげることができる。 
 

計画対実績比較表記入例 
 

グループ名 ：スペラシオン・フェメニナ　（製粉業）

期間： 2008年1～3月

計画 実績 実績／計画 計画 実績 実績／計画 計画 実績 実績／計画

売上高 2.700 2.840 105,2% 3.200 3.945 123,3% 3.100 3.728 120,3%

材料費 350 35 10,0% 200 310 155,0% 300 1.060 353,3%

粗利益 2.350 2.805 119,4% 3.000 3.635 121,2% 2.800 2.668 95,3%

費用 2.250 6.482 288,1% 900 900 100,0% 900 842 93,6%

利益 100 -3.677 -3677,0% 2.100 2.735 130,2% 1.900 1.826 96,1%

改善方法

　市役所に対して、貧困削減基金で
建設が進められているが中断して
いる工事の催促に行くこと。完成す
れば家賃が節約できる。
　給料の支払いは、4ヶ月毎と決まっ
たので、予算計画に正確に反映さ
せる。

　先月同様、市役所に貧困削減基
金で建設が進められている工事の
催促に行き、家賃が節約できるよう
する。
　エンジンオイルの交換時期は決ま
っているので、予算計画を立てる時
点で含めるようにする。

　売上高の実績は3ヶ月ともプラスな
ので、良好と考える。
　先月同様、市役所に対し貧困削減
基金で建設が進められている工事
の催促に行き、家賃が節約できるよ
うに努力を続ける。
　タイミングベルトのような消耗品や
燃料費に関して、計画的に購入でき
るような予算計画が立てられるよう
にしたい。

計画対実績比較表　（マネージメントサイクル）　　

1月 2月 3月

目標未達
成の理由

　費用が大きく発生した。理由は
・4ヶ月に1度の給料を支払ったこと。
・作業所の家賃を支払ったこと。

　目標はほぼ達成。
・材料費がかさんだのは、発動機用
のエンジンオイルを購入したから。
オイルの交換とフィルターの清掃は
6ヵ月毎に行う。

　モーターのタイミングベルト、燃料
を購入したので、材料費が増えた。

 
 
 この手法を活用するための条件は、 

• グループに自分たちで事業運営をできる力が備わっている。 
• 生産技術に問題がない。 

「収入をアップしたい」と考えるのは誰しも思う

ことだが、計画と実績を比較し、それを分析すると

いう作業を繰り返すことにより、どうしたらそれが

達成できるのかを具体的に考えられるようになって

いく。収入向上は、例えば市場が限られた状況にあ

る場合、売上高を上げることは困難かも知れないが、

材料費や費用を減少させ、具体的な数字を比べるこ

とで利益を上げることも可能となっていく。また、

違う業種に挑戦するきっかけにもなる。

図表 19：計画対実績比較表記入例
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＜ダイアグラムの活用＞ 
問題の原因を探ることにより、同じ失敗を繰り返さない。また、効率の良い仕事の仕方

を考えるといったことが可能になる。 
下は、シルクスクリーン印刷グループの実例である。営業活動する中で、刺繍入りポロ

シャツの需要が少なからずあることが分かった。自分たちは持ち合わせない技術なので、

導入の可能性を調べたが、機械の値段が非常に高額で、簡単には導入できない。そこで、

他業者に下請けで作業させることを思いつき、仲介料を加算した価格で、注文をとってき

た。しかし、納品の段階になって、顧客が商品を受け取ろうとしないという予期せぬ問題

が生じた。これが何故かを皆で考えてみた。 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上のような問題分析から、この問題の原因を探り出し、同じ失敗を繰り返さないよう

に、皆で改善策を考えてみた。 
① 下請け業者を使って仕事をする時は、もしもの場合を考えて、納品日に余裕を

持たせる。→グループ内でできる改善 
② 納品日を守り、質の良い製品を作れるように下請け業者に説明し、その教育に

努める。→下請け業者を巻き込んだ改善 
グループ内でできる改善は、すぐに取り掛かるとして、今度は、どのように下請け業者

を教育するのかを皆で考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 このように、具体的思考ができるような手法を、プロモーターを通じグループに身に付

けさせることで、自立発展性が確保されていく。 

¿Porque el cliente 
no ha venido a 

recoger los pedidos? 

El cliente 
quería cancelar 

los pedidos 

El subcontratista 
se retraso en su 

trabajo 

La empresa no 
lo entrego en la 
fecha acordada 

顧客が注文をキ

ャンセルしたか

ら グループが決め

られた日に納品

しなかったから 

下請け業者が納品

日を守らなかった

から 

顧客はどうして注文した商品

を買い取ろうとしなかったの

か？ 

図表 20： 
ダイアグラムによる 
シルクスクリーン印刷グループの問題分析例 

どうやって下請け業者を教

育するか？ 

コミュニケーションを保つ 

下請け業者の能力を確認

し、それに見合った納品日

を設定する 

納品日の確認をする 
口約束でなく、書面で行う 

下請け業者の作業進行状況

を把握し、事前に納品日を

確認する 

品質が向上するように支援

する 
作業を進める過程で、アド

バイスをする 

図表 21： 
ダイアグラムによる 
シルクスクリーン印刷グループの 
問題解決・改善例 

問題 

原因 

原因 

原因 
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質
問

A
B

C
D

E

1.
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
読
ん
だ
だ

け
で
使
え
ま
す
か
。

5
4

5
5

4

2.
地

方
の
女
性
の
起
業
化
に
必
要
な
情

報
が
す
べ
て
入
っ
て
い
ま
す
か
。

4
3

4
4

5

3.
言

語
は
分
か
り
や
す
い
で
す
か
。

5
4

4
5

5

4.
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
レ
イ
ア
ウ
ト
・
図
解
は

適
切
で
す
か
。

5
4

4
5

5

5.
 問

題
解
決
集
は
有
用
で
す
か
。

分
か
ら
な
い

5
2

分
か
ら
な
い

分
か
ら
な
い

6.
 ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
ペ
ー
ジ
数
、
冊
数
は

適
切
で
す
か
。

4
5

4
5

5

7.
 ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
ト
レ
ー
ナ
ー
は
適
切

な
指
導
を
し
ま
し
た
か
。

分
か
ら
な
い

今
後

の
課

題
分

か
ら
な
い

5
4

8.
実

際
に
使
っ
て
み
て
、
分
か
り
に
く
い

と
こ
ろ
、
不
都
合
は
あ
り
ま
し
た
か
。

は
い

は
い

は
い

い
い
え

ま
だ
使

っ
て
い
な
い

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
点
を
挙
げ
る
と
す

れ
ば

、
電
子
デ
ー
タ
の
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
あ

る
。
今
は

1つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

35
M

Bあ
っ
た
の

で
、
メ
ー
ル
で
は
送
れ
な
い
。
例
え
ば

、
セ
ク
シ
ョ

ン
ご
と
に
区
切
る
な
ど
は
ど
う
か
。

• 幾
つ

か
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
が
色

付
き
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

• 写
真

が
少

な
い
。

・
会

計
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
、
わ
か
り
易

い
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
使

っ
て
例

題
を
載

せ
る
な
ど
、

工
夫

の
余

地
が
あ
る
。
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
関

す
る
項
目

を
見

直
し
、
男

性
に
関

し
て
も
理

解
が
進

む
形

に
す

る
の
が
望

ま
し
い
。
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
質

問
表

で
は
、
受

益
女

性
へ

の
質

問
数

が
多

す
ぎ
る
う

え
、
理

解
す

る
の
が
難

し
い
。
ま
た
、
評

価
ツ
ー

ル
と
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
は
混

同
さ
れ
や

す
い
。

該
当

な
し

該
当

な
し

9.
含

ま
れ
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ

と
、
改
善
点
は
何
で
す
か
。

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
販
売
促
進
に
つ
い
て
は

20
06

年
度
版
の
厚
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
含
ま
れ
て
い
た

が
、
今
回
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
残

念
だ
。

顧
客
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
よ
い
か
な

ど
、
参
考
に
な
っ
た
の
で
こ
れ
に
つ
い
て
は
ぜ

ひ
作
成
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
 ま

た
、
自
分
た
ち
は
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

で
は
な
い

の
で
、
導
入
研
修
は
受
け
て
い
な
い
。
こ
れ
を
理

解
す
る
の
に
は
あ
る
程
度
の
知
識
が
必

要
だ
ろ

う
。
研
修
の
機
会
が
な
い
人
の
た
め
に
、
自

分
で

学
習
で
き
る
テ
ン
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
と
良

い
。
例

え
ば
そ
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
ペ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー

す
れ

ば
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
会
計
簿
な
ど
が
あ
れ

ば
、
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
巻
末
に
、
そ
の
よ
う
な

テ
ン
プ
レ
ー
ト
集
を
つ
け
た
ら
ど
う
か
。
そ
う
し
た

ら
、
農
村
女
性
た
ち
も
そ
の
ま
ま
使

え
る
の
で
は

な
い
か
。

・
写

真
・
安

価
に
で
き
る
パ
ン
の
レ
シ
ピ

・
製

粉
機

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル

・
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
質

問
表

、
フ
ィ
ー

ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー

調
査

。
販

売
促

進
の
テ
ー

マ
を
拡

大
し
、
会

計
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
改

善
、
或

い
は
小

規
模

企
業

の
評

価
基

準
を
掘

り
下

げ
、

受
益

女
性

向
け
の
演

習
問

題
を
取

り
入

れ
る
。

・
現

在
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
プ
ロ
モ
ー

タ
ー

対
象

だ
が
、
女

性
対

象
の
ノ
ー

ト
、
会

計
簿

、
練
習

問
題

な
ど
あ
っ
た
方

が
良

い
。
ま
た
彼

女
た
ち
対

象
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
っ
た
方

が
良

い
。

・
ま
た
特

定
の
生

産
物

に
特

化
し
た
技

術
指

導
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
と
良

い
。
例

え
ば

グ
ア
バ
の

生
産

、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
の
手

法
な
ど
。

・
何

も
な
い
。
但

し
、
利

用
者

の
感

想
を
聞

い
た
り
、
新

た
な
動

向
を
探

る
こ
と
に
よ
り
、
改

善
す

る
こ
と
は
で
き
る
。

・
コ
ス
ト
・
会

計
計

算
は
、
女

性
た
ち
が
理

解
す

る
の
は
難

し
い
。
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
よ
っ
て

は
良

く
分

か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
適

宜
、
聞

く
必

要
が
あ
る
。

・
研

修
の
時

間
が
短

か
っ
た
。
全

て
を
説

明
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
も
う

1日
多

い
方

が
良

か
っ
た
。

10
.今

後
、
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ど

の
よ
う
に
利
用
す
る
つ
も
り
で
す
か
。

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
使
え
る
と
思
わ
れ
る
部

分
を
適

宜
抽
出
し
、
自
分
た
ち
で
作
成
し
て
い
る
リ
ス
ト
に

追
加
し
た
り
し
た
。
特
に
会
計
が
役
に
立

っ
た
。

・
今
年
の
夏
に
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
グ

ル
ー
プ
が
到
着
予
定
な
の
で
、
活
用
で
き
る
と
こ

ろ
は
利
用
し
た
い
。

・
PR

A
Fと

IN
FO

Pに
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
研

修
機

能
が
備

わ
れ
ば

M
eM

方
式

が
更

に
確

立
さ
れ
る
。

・
グ
ル
ー

プ
を
再

構
築

す
る
際

、
或

い
は
、

D
i-

M
uj

er
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
形

成
し
た
小

規
模

企
業

の
強

化
や

新
規

形
成

グ
ル
ー

プ
の
ガ
イ
ド
と
し

て
利

用
。

・
IN

FO
Pの

セ
ン
タ
ー

や
図

書
館

で
、
育

成
活

動
を
す

る
際

の
教

育
的

サ
ポ
ー

ト
に
利

用
し
た
い
。

・
グ
ル
ー

プ
の
組

織
化

に
利

用
し
た
い
。
今

あ
る
グ
ル
ー

プ
の
改

善
に
も
使

え
る
。

M
eM

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
対
す
る
評
価

12．ガイドライン・マニュアルに対する評価結果一覧
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質
問

A
B

C
D

E

11
.他

の
団
体
の
も
の
で
類
似
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ご
存
知
で
す

か
。
知
っ
て
い
た
ら
そ
れ
と
比
較
し
て
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も
の
は
良
い
で
す
か
、

悪
い
で
す
か
。

良
い

良
い

知
ら
な
い

質
問

な
し

質
問

な
し

そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

・
全
体
的
に
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
、
使

い
や

す
く
、

見
や
す
い
。
見
出
し
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
り
、
色

が
つ
い
て
い
た
り
と
従
来
の
も
の
と
比

較
す

る
と
と

て
も
良
い
と
思
う
。

・
他

に
も
優

秀
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
多

く
見

か
け

る
が
、
地

方
女

性
の
小

規
模

起
業

支
援

と
し

た
場

合
に
は
、

M
eM

方
式

に
は
、
優

れ
た
点

が
多

い
。

・
起

業
診

断
や

プ
ロ
モ
ー

タ
ー

の
指

示
書

等
は
、
汎

用
性

が
高

い
。

該
当

な
し

質
問

な
し

質
問

な
し

12
.作

成
に
か
か
っ
た
期
間

は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
。

質
問
な
し

・
平

常
業

務
を
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
原

本
作

り
に

3人
の
専

門
家

で
2ヶ

月
。

・
6冊

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

IN
FO

P式
に
改

変
す

る
の
に

JI
C

A
:5
名

、
PR

A
F:

3名
、

IN
FO

P:
6

名
で

3ヶ
月

。
印

刷
関

係
に

2ヶ
月

。

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

訂
は
、

JI
C

A
:4
人

で
2ヶ

月
。
印

刷
関

係
に

2ヶ
月

。

質
問

な
し

質
問

な
し

質
問

な
し

13
.作

成
に
か
か
っ
た
費
用

は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
。

質
問
な
し

・
印

刷
費

用
は
、
不

明
。
た
だ
し
、
実

際
に

は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
フ
イ
ー

や
旅

費
等

の
支

出
も
あ
り
。

質
問

な
し

質
問

な
し

質
問

な
し

14
.作

成
過
程
で

C
/P
（
PR

A
Fと

IN
FO

P）
は
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
ま
し
た
か
。

質
問
な
し

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

IN
FO

P式
に
改

変
す

る
時

に
、

PR
A

Fの
技

官
が

3名
、
編

集
に
参

加
。

IN
FO

Pか
ら
は
、

2名
の
教

材
開

発
担

当
者

と
4名

の
講

師
が
参

加
し
た
。

質
問

な
し

質
問

な
し

質
問

な
し
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エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
指
標
調
査
質
問
票

1  
 指
標
１
と
３
．
参
加
す
る

/行
動
す
る

 
成
果

I類
 

小
企
業
で
の
仕
事
、
会
合
、
研
修
に
参
加
し
て
い
る
か
？

 
成
果

II
類

 
家
庭
や
企
業
で
の
参
加
や

行
動
に
よ
り
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
達
成
さ

れ
た
こ
と
は
何
か
？
ど
う
感
じ
て
い
る
か
？

 
共
同
体
委
員
会

/地
域
開
発
委
員
会
、
水
委
員
会
に
参
加
し
た
こ
と
は
あ
る
か
？
ど
の
く
ら
い

の
時
間
参
加
し
た
か
？
ど
の
よ
う
に
参
加
し
た
か
？
そ

れ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
う
感
じ
た
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
成
果

II
I類

 

小
企
業
に
参
加
し
て
か
ら

移
動
の
自
由
の
範
囲
は
変
わ
っ
た
と
思
う
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
 指
標
２
．
発
言
す
る

 
小
企
業
の
中
で
以
前
よ
り
多
く
も
し
く
は
少
な
く
発
言
し
た
か
？

 
成
果

I類
 

あ
な
た
の
考
え
は
小
企
業

や
家
庭
の
管
理
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
小
企
業
や
家
で
発
言
す
る

こ
と
に
何
を
感
じ
る
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
成
果

II
類

 
発
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

期
待
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
以
上
の
こ
と
を
得
た
と
思
う
か
？

 
家
で
よ
り
多
く
、
あ
る
い

は
少
な
く
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
成
果

II
I類

 
共

同
体

委
員

会
/地

域
開

発
委

員
会

/水
委

員
会

/市
評

議
会

で
発

言
し

た
こ

と
は

あ
る

か
？

小
企

業
に

働
く

前
は

発
言

し
て

い
た

か
？

そ
れ

は
な

ぜ

か
？

 
 指
標
４
．
意
識
の
変
化

 
成
果

I類
 

小
企
業
で
働
い
て
か
ら
考
え
方
の
変
化
を
感
じ
た
か
？
ど
の
よ
う
に
な
ぜ
そ
う
感
じ
た
か
？

 
あ
な
た
が
小
企
業
に
参
加

し
て
か
ら
あ
な
た
の
家
族
は
変
わ
っ
た
と
感
じ
る
か
？
あ
な
た
は
そ
の
変
化
を
期
待
し
て
い
た
か
？

 
成
果

II
類

 
考
え
方
の
変
化
に
よ
り
何

を
感
じ
る
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
    

   
   

  
1  

20
08

年
以
降
調
査
時
間
短
縮
の
た
め
、
互
い
に
関
係
の
あ
る
指
標
１
（
参
加
す
る
）
と
３
（
行
動
す
る
）、

６
（
創
造
す
る

）
と
７
（
新

た
な
目
標
を
設
定
す
る
）
を
合
体
し
て
質
問
票
を
改

訂
し
た
。
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何
が
家
庭
内
暴
力
と
知
っ

て
い
る
か
？
あ
な
た
が
家
庭
内
暴
力
を
受
け
た
ら
何
を
す
る
か
？

そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
家
族
計
画
や
家
庭
内
暴
力

に
つ
い
て
他
の
女
性
に
助
言
を
す
る
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
成
果

II
I類

 

女
性
と
男
性
の
間
で
の
仕

事
を
交
換
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
か
？
実
際
に
交
換
し

て
い
る
か
？

 
 指
標
５
．
協
力
す
る

/連
帯
す
る

 
小
企
業
で
は
連
帯
は
あ
る

か
？
あ
な
た
は
グ
ル
ー
プ
を
ど
の
よ
う
に
助
け
て
い
る
か
？
ど
の

よ
う
に
グ
ル
ー
プ
は
あ
な
た
を
助
け
て
い
る
か
？

 
成
果

I類
 

グ
ル
ー
プ
の
中
で
連
帯
を

保
つ
こ
と
に
関
し
て
何
を
学
ん
だ
か
？

 
成
果

II
類

 
グ
ル
ー
プ
と
共
同
体
あ
る

い
は
市
に
連
帯
は
あ
る
か
？
そ
れ
に
よ
り
ど
う
感
じ
た
か
？
そ
れ

は
な
ぜ
か
？

 
成
果

II
I類

 
家
族
が
協
力
し
て
く
れ
る

と
感
じ
て
い
る
か
？
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
？
ど
の
よ
う
に

家
族
を
支
援
す
る
の
か
？

 
 指
標
６
．

7．
創
造
す
る

/新
た
な
目
標
を
設

定
す
る

 
小
企
業
の
た
め
に
新
し
い

活
動
を
提
案
し
た
か
？
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
？

 
ど
の
よ
う
な
新
し
い
活
動

を
し
た
か
？

 
成
果

I類
 

小
企
業
に
参
加
し
て
以
降

人
生
に
何
か
新
た
な
目
標
を
持
て
た
か
？
そ
れ
は
何
か
？
い
く
つ

か
は
達
成
さ
れ
た
か
？

 
成
果

II
類

 
新
し
い
こ
と
を
行
う
こ
と

や
新
た
な
目
標
を
提
案
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
る
か
？

 
家
事
を
軽
減
す
る
た
め
に

家
庭
で
何
か
提
案
し
た
か
？

 
成
果

II
I類

 
共
同
体
や
市
の
た
め
に
何

か
新
し
い
こ
と
を
作
っ
た
か
？
そ
れ
は
い
つ
、
何
を
？

 
 

 
指
標
８
．
交
渉
す
る

 
小
企
業
に
参
加
し
て
か
ら

何
か
売
っ
た
か
？
以
前
何
か
売
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
？

 
成
果

I類
 

共
同
体
リ
ー
ダ
ー
や
市
長

と
交
渉
し
た
こ
と
は
あ
る
か
？

 
実
現
す
る
と
考
え
て
い
な

か
っ
た
ど
ん
な
交
渉
を
行
っ
た
か
？

 
成
果

II
類

 
交
渉
す
る
際
ど
う
感
じ
た

か
？
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小
企
業
に
参
加
す
る
た
め

に
夫
や
家
族
と
交
渉
し
た
か
？
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
交
渉
し
た
か

？
彼
ら
が
参
加
す
る
な
と
い
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
？
そ

れ
は
な
ぜ
か
？

 
成
果

II
I類

 

夫
と
家
族
計
画
に
つ
い
て

交
渉
し
た
か
？
い
つ
か
ら
？
な
ぜ
？

 
 指
標
９
．
満
足
す
る

 
成
果
Ｉ
類

 
小
企
業
に
い
て
か
ら
達
成

し
た
こ
と
で
何
が
満
足
か
？

 
そ
の
小
企
業
を
達
成
し
た

こ
と
に
対
し
て
何
を
感
じ
た
か
？

 
成
果

II
類

 
何
が
あ
な
た
を
小
企
業
で

参
加
し
続
け
る
よ
う
に
さ
せ
た
の
か
？

 
小
企
業
で
参
加
し
て
か
ら

生
活
の
質
が
変
わ
っ
た
と
感
じ
る
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
成
果

II
I類

 
共
同
体
や
市
で
あ
な
た
の

力
は
増
や
さ
れ
た
か
？
い
つ
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
 指
標

10
．
自
信
を
持
つ

 
小
企
業
の
中
で
役
職
を
果

た
す
こ
と
に
自
信
を
感
じ
る
か
？
ど
の
よ
う
な
役
職
か
？
そ
れ
は

な
ぜ
か
？

 
成
果
Ｉ
類

 
小
企
業
と
一
緒
に
あ
な
た

に
よ
っ
て
物
事
を
行
う
こ
と
に
自
信
が
も
て
る
か
？
そ
れ
は
な
ぜ

か
？

 
成
果

II
類

 
何
が
あ
な
た
に
自
信
を
持

た
せ
た
か
？
そ
れ
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
？

 
成
果

II
I類

 
共
同
体
や
市
で
責
任
者
の

役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か
？

 
 指
標
１
１
．
管
理
運
営
す
る

 
成
果
Ｉ
類

 
誰
が
小
企
業
を
運
営
す
る
の
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
成
果

II
類

 
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
つ
い
て
何
を
学
ん
だ
か
？
そ
れ
に
よ

っ
て
ど
う
感
じ
た
か
？

 
大
き
な
も
の
を
管
理
運
営

す
る
の
は
誰
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
成
果

II
I類

 
夫
や
家
族
に
相
談
せ
ず
に
大
き
な
も
の
を
あ
な
た
が
売
る
と
何
が
起
こ
る
か
？
あ
な
た
の
夫

や
家
族
が
あ
な
た
に
相
談
せ
ず
に
売
る
と
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
る
か
？
そ
れ

は
な
ぜ
か
？
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 指
標
１
２
．
意
思
決
定
す
る

 
誰
が
小
企
業
で
意
思
決
定
し
て
い
る
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
成
果

I類
 

小
企
業
に
参
加
し
て
か
ら
意
思
決
定
す
る
こ
と
に
関
し
て
何
を
学
ん
だ
か
？

 
成
果

II
類

意
思
決
定
す
る
こ
と
に
関
し
て
何
が
学
ぶ
と
お
も
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
か
？
そ
れ
に
よ
り

ど
う
感
じ
た
か
？

 
誰
が
家
庭
で
意
思
決
定
す
る
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

  
何
人
の
子
供
を
つ
く
る
こ
と
を
誰
が
決
め
る
か
？
計
画
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
法
を
使
う
か
？
そ
れ
は
な
ぜ
か
？

 
成
果

II
I類

共
同
体
や
市
で
意
思
決
定
し
て
い
る
か
？
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？
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